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Ⅰ 全 体 総 括  

 令和７年度における法人の運営全般においては、持続可能な財団運営に向けて、新たに策定した「経

営計画２０２８」に掲げた本財団の運営方針である４つの柱、「人材育成」、「財務運営」、「事業

運営」、「組織運営」の視点に沿って、次のとおり注力して取り組みを行いました。 

 はじめに人材育成については、本財団の強みである専門性と多様性をもって、市民ニーズに応える

とともに社会経済が激しく変化する中でも、常に継続性の認識を強く持ちながら、積極的に新たな取

組に挑戦する職員を育成し、併せて今後に必要な人材を確保するために注力をしました。 

 具体的には、令和７年度から開始した人財育成ポリシー及び人材育成型人事評価制度の浸透を図り

ながら、必要な職務遂行能力、及び各職場で求められている専門的技術・知識を習得する研修を実施

するとともに、放課後児童クラブ指導員においても、当該年度に国が改定した児童クラブ運営指針を

反映させた研修等を実施し、制度の効果の向上を図りました。 

 次に財務運営においては、当年度も人件費、諸物価の上昇により支出が増加しているため、中長期

的な視点で、常に改善意識・コスト意識・経営意識を持ち、業務の企画及び執行に際して、更なるコ

スト管理及び業務の効率化を図りました。 

 そして、各事業部門においても、経費削減はもとより費用対効果を考えた事業の整理及び新たな財

源確保の取組を検討するとともに、部門間連携により地域と他団体が連携したイベント等で事業参加

者の増加を図り、販売事業などで収入拡大に努めました。 

 また、公益認定法改正への対応として、会計システムの改修を行うとともに、新しい公益法人会計

基準に対応するため、情報収集や制度の理解に努め、新会計基準へ向けて準備を進めました。 

 事業運営においては、市民意識の変化や多様化するニーズに応え、利用者満足度が更に向上するこ

とを目指し、市民及び利用者の意見等の把握に努めました。 

 青少年施設の次期指定管理者については、本財団が選定されたことで、引き続き青少年健全育成活

動及び体験活動の拠点確保を更に前進させて「こどもまんなか社会」の実現に向けて取り組みました。 

 また、市民会館閉館に伴う新たな指定管理施設となる湘南台文化センターについても、本財団が選

定され、閉館後に新たな芸術文化活動の拠点となる湘南台文化センターを運営するにあたり、これま

での藤沢市の芸術文化の振興を担ってきた実績と経験を基盤に、共同事業者との運営の相乗効果を発

揮できるように準備をしました。 

 その他、再整備後の少年の森の運営に向けた具体的な計画策定を進めるとともに、運営・管理計画

業務等の事業者が決定した市民会館再整備についても、整備後の本財団の関わり方を協議・検討を始

めました。 

 最後に、組織運営では、市の出資法人として透明性のある法人運営を基本に、市民の信頼や多様な

ニーズに応えることができる運営を心掛けました。 

 さらに、人事・労務・経理等の内部管理を始め、業務の更なる効率化を図るとともに、ⅭI活動（コ

ーポレート・アイデンティティ）により、本財団の認知度・信頼度の更なる向上を目指し、ホームペ

ージのリニューアルに取り組みました。 

 施行予定の労使関連法令の改正についても、令和８年１０月から全ての企業に義務化されるカスタ

マーハラスメントへの対策に向けて準備を進めてきました。引き続き職員が財産である本財団は、あ

らゆるハラスメントがなく、心理的な安全・安心が確保される職場環境の整備に努めてまいります。 

 令和８年度においても、私たちは基本理念の実現を目指し、藤沢市民の「笑顔あふれるみらいを応

援する」ため、様々な変化に対し前向き、かつ積極的に事業を展開してまいります。 
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公益財団法人藤沢市みらい創造財団事業体系図 
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法人管理運営状況  
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Ⅰ 法人管理 

 【組織運営】 

１ 組織図 

※【 】内は人数                          2026年 3月 31日現在 

(正：正規職員 任：任期付職員 再：再雇用職員 非：非常勤職員 臨：臨時職員) 
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児童支援担当 

事務局 

【正 9 再 1】 

指
定
管
理

者 

青少年育成委員会

【18人】 

青 少 年 事 業 課 

課長【正 1】 

辻 堂 青 少 年 会 館 

【非 3 臨 1】 

藤 沢 青 少 年 会 館 

【非 3 臨 2】 

少 年 の 森 

【正 2 任 1 非 1 臨 29】 

児 童 館 

5施設 【非 29】 

地 域 子 ど も の 家 

18施設 

児童クラブ 55施設 

【正 52任 4 再 4 非 194 

 臨 48】 

スポーツ事業課 

課長【正 1】 

ス ポ ー ツ 事 業 担 当 

【正 7 再 1 非 2 臨 6】 

芸術文化事業課 

参事兼課長 

芸術文化専門委員会

【15人】 

指
定
管
理

者 

青 少 年 事 業 部 

事業部長【正 1】 

理事会 
【21人】 

評議員会
【17人】 

青少年事業 

施設担当 

【正 6 非 1 臨 1】 

管理運営担当  

【正 7 再 1 非 3 臨 1】 

ｽﾎﾟｰﾂ・芸術文化事業部 

事業部長(常務理事兼任) 

参  事【正 1】 

放課後児童育成課 

課長【正 1】 

監 事 
【2人】 

生涯スポーツ推進

委員会【18人】 

秩 父 宮 記 念 体 育 館 

【正 5 再 1 非 7 臨 16】 

鵠 沼 運 動 施 設 事 務 所 

【正 8 任 2 非 5 臨 75】 

秋葉台運動施設事務所 

【正 11 再 1 非 3 臨 70】 

石名坂温水プール事務所 

【正 5 任 1 臨 37】 

総 務 課 

参事兼課長 

総 務 担 当 

【正 6 非 2 臨 1】 

事 務 局 

事務局長【正 1】 

参  事【正 1】 

 

芸 術 文 化 事 業 担 当 

【正 6 臨 2】 
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2 役員等に関する事項 

 (1) 役員                            2026年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

理 事 長 宮 治 正 志 令和 6年 6月 23日 学識経験者 

副理事長 村 上 孝 行 令和 6年 6月 23日 学識経験者 

副理事長 平 野 ま り 令和 7年 6月 23日 藤沢市体育協会 

副理事長 森 中  勸 令和 6年 6月 23日 藤沢市文化団体連合会 

専務理事 齋 藤 直 昭 令和 6年 6月 23日 学識経験者（藤沢市） 

常務理事 佐 藤  繁 令和 7年 4月 1日 学識経験者（藤沢市） 

理 事 三 觜  忠 令和 6年 6月 23日 藤沢市青少年育成協議会 

〃 越 智 明 美 令和 6年 6月 23日 藤沢市子ども会連絡協議会 

〃 古 市 勝 巳 令和 6年 6月 23日 藤沢市ボーイスカウト連絡会 

〃 新 海 政 雄 令和 6年 6月 23日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 谷 口 三千也 令和 6年 6月 23日 藤沢市スポーツ少年団本部 

〃 橋 本 美知子 令和 6年 6月 23日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 中 根 邦 継 令和 6年 6月 23日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 門 井 淑 治 令和 6年 6月 23日 藤沢市合唱連盟 

〃 太 田 修 二 令和 6年 6月 23日 藤沢市民交響楽団 

〃 三ツ橋 利和 令和 7年 11月 1日 藤沢商工会議所 

〃 仲 野 靖 司 令和 7年 10月 29日 公益社団法人藤沢市医師会 

〃 田 中  覚 令和 6年 6月 23日 藤沢エフエム放送株式会社 

〃 近  尚 昭 令和 6年 6月 23日 藤沢市立小学校長会 

〃 山 田  大 令和 6年 6月 23日 藤沢市立中学校長会 

〃 三ツ井 幸 子 令和 6年 6月 23日 藤沢市子ども青少年部 

監 事 岡 本 由美子 令和 4年 6月 24日 東京地方税理士会藤沢支部 

〃 山之内 雄臣 令和 7年 6月 23日 藤沢市会計課 

 

5



 (2) 評議員                           2026年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

会 長 新 村 幸 裕 令和 6年 6月 23日 藤沢市体育協会 

評議員 金 子 真由美 令和 6年 6月 23日 藤沢市青少年指導員協議会 

〃 大 橋 鉄 雄 令和 6年 6月 23日 児童クラブ運営委員長会議 

〃 吉 見 美 江 令和 6年 6月 23日 地域子どもの家運営委員長会議 

〃 近 藤 忠 幸 令和 6年 6月 23日 藤沢ＳＬ少年団 

〃 望 月 隆 雄 令和 6年 6月 23日 藤沢地区保護司会 

〃 澤 田  薫 令和 6年 6月 23日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 三 角 恵美子 令和 6年 6月 23日 藤沢市スポーツ少年団本部 

〃 横 須 賀 義忠 令和 6年 6月 23日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 渡 部 久美子 令和 6年 6月 23日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 隈 元 英 孝 令和 6年 6月 23日 藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会 

 岩 田 克 司 令和 7年 3月 24日 藤沢市民交響楽団 

〃 湯 本 光 子 令和 6年 6月 23日 藤沢市文化団体連合会 

〃 大 島  武 令和 6年 6月 23日 学識経験者 

〃 古 川  泉 令和 6年 6月 23日 学識経験者 

〃 間 瀬 勝 一 令和 6年 6月 23日 学識経験者 

〃 井 出 祥 子 令和 7年 6月 23日 藤沢市生涯学習部 
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 (3) 専門委員 

 ① 青少年育成委員会                        2026年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 長 櫻 井  茂 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

副委員長 遠 藤  智 令和 7年 6月 4日 藤沢市宇宙少年団 

委 員 遠 藤 孝 夫 令和 7年 6月 4日 藤沢市科学少年団 

〃 山 口 仁 美 令和 7年 6月 4日 藤沢市ガールスカウト連絡会 

〃 手 塚 明 美 令和 7年 6月 4日 藤沢市社会教育委員会議 

〃 亀 井 晃 子 令和 7年 6月 4日 藤沢子ども劇場 

〃 吉 川 千 里 令和 7年 6月 4日 藤沢 SL少年団 

〃 浜 崎 裕一郎 令和 7年 6月 4日 藤沢海洋少年団 

〃 髙 島 知 佐 令和 7年 6月 4日 児童クラブ運営委員長会議 

〃 柏 野 洋 子 令和 7年 6月 4日 児童館運営委員長会議 

〃 森 も と 江 令和 7年 6月 4日 地域子どもの家運営委員長会議 

〃 近  尚 昭 令和 7年 6月 4日 
藤沢市立小学校長会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 三 觜  忠 令和 7年 6月 4日 
藤沢市青少年育成協議会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 越 智 明 美 令和 7年 6月 4日 
藤沢市子ども会連絡協議会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 金 子 真由美 令和 7年 6月 4日 
藤沢市青少年指導員協議会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

〃 倉 本 一 宏 令和 7年 6月 4日 藤沢市行政関係者(青少年課) 

〃 川 手 隆 生 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

〃 宮 脇 文 恵 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

 

 

 ② 生涯スポーツ推進委員会                     2026年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 長 筒 井 富 夫 令和 7年 6月 4日 藤沢市スポーツ少年団本部 

副委員長 武 井  創 令和 7年 6月 4日 藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会 

委 員 植 村 佳余子 令和 7年 6月 4日 藤沢市体育協会 
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役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 杉 渕  武 令和 7年 6月 4日 藤沢市体育協会 

〃 遠 藤  浩 令和 7年 6月 4日 藤沢市体育協会 

〃 髙 橋 孝 子 令和 7年 6月 4日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 仙洞田 英 樹 令和 7年 6月 4日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 櫻 井 善 彰 令和 7年 6月 4日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 山 田  大 令和 7年 6月 4日 藤沢市中学校体育連盟 

〃 川 井 裕 之 令和 7年 6月 4日 藤沢商工会議所 

〃 仲 野 靖 司 令和 7年 10月 8日 公益社団法人藤沢市医師会 

〃 小 熊 祐 子 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

〃 田中 あゆみ 令和 7年 6月 4日 公益財団法人藤沢市保健医療財団 

〃 浅 野 智 一 令和 7年 6月 4日 藤沢市行政関係者(スポーツ推進課) 

〃 菊 地  誠 令和 7年 6月 4日 藤沢市行政関係者(健康づくり課) 

〃 橋 本 美知子 令和 7年 6月 4日 
藤沢市レクリエーション協会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 澤 田  薫 令和 7年 6月 4日 
藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

〃 渡 部 久美子 令和 7年 6月 4日 
藤沢市スポーツ推進委員協議会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

 

 

 ③ 芸術文化専門委員会                       2026年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委員長 大 島  武 令和 7年 6月 4日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

副委員長 塚 本 雅 一 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

委 員 稲 川 由 佳 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

〃 太 田 修 二 令和 7年 6月 4日 
藤沢市民交響楽団 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 門 井 淑 治 令和 7年 6月 4日 
藤沢市合唱連盟 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 熊 田 松 雄 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

〃 小松﨑 友 貴 令和 7年 6月 4日 藤沢商工会議所 

8



役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 齊 藤 雅 子 令和 7年 6月 4日 藤沢市行政関係者(文化芸術課) 

〃 中 島  直 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

〃 中 野 仁 詞 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

〃 古 川  泉 令和 7年 6月 4日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

〃 間 瀬 勝 一 令和 7年 6月 4日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

〃 松 口 直 樹 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

〃 三 原 未紗子 令和 7年 6月 4日 学識経験者 

〃 湯 本 光 子 令和 7年 6月 4日 
藤沢市文化団体連合会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

 

 

 

 

3 職員に関する事項 

                                    2026年3月31日現在 

事  務  局 正規職員 任期付職員 再雇用職員 非常勤職員 臨時職員 合 計 

事 務 局 長 1名  0名 0名 0名 0名 1名 

総 務 課 7名  0名 0名 2名 1名 10名 

事 業 部 長 1名  0名 0名 0名 0名 1名 

青 少 年 事 業 課 9名 1名 0名 37名 33名 80名 

放課後児童育成課 69名 4名 6名 197名 49名 325名 

ス ポ ーツ 事 業課 37名 3名 3名 17名 204名 264名 

芸 術 文化 事 業課 7名 0名 0名 0名 2名 9名 

合 計 131名 8名 9名 253名 289名 690名 
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4 会議開催状況 

 (1) 理事会 

開催年月日 議案等番号 議 題 

決議の省略による 

令和7年4月1日(火) 

 第 1回理事会 
議案第 1号 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

専務理事 1名の選定について 

議案第 2号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

常務理事 1名の選定について 

議案第 3号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

業務執行理事の報酬額の決定について 

議案第 4号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

重要な職員の任命について 

 

令和7年6月4日(水) 

 第 2回理事会 

  出席 理事 19名 

  出席 監事 2名 

報告第 1号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 6号) 

議案第 5号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和6年度事業報告について 

議案第 6号 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度公益目的事業会計・収益事業等会計・法人会計 

決算について 

議案第 7号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 1号) 

議案第 8号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度収益事業等会計資金収支補正予算(第 1号) 

議案第 9号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度法人会計資金収支補正予算(第 1号) 

議案第 10号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度第 1回臨時評議員会の招集について 

議案第 11号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和7年度定時評議員会の招集について 

議案第 12号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

専門委員の選任について 

報告第 2号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

運営方針の改訂及び経営計画2028の策定について 

報告第 3号 
藤沢市少年の森再整備に係る公募型プロポーザルによる 

運営・維持管理等実施予定者への応募について 

報告第 4号 
次期藤沢市湘南台文化センター指定管理者への応募 

について 
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開催年月日 議案等番号 議 題 

 

令和7年10月8日(水) 

 第 3回理事会 

  出席 理事 18名 

  出席 監事 2名 

議案第 13号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

副理事長 1名の選定について 

議案第 14号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 2号) 

議案第 15号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和 7年度法人会計資金収支補正予算(第 2号) 

議案第 16号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和 7年度第 2回臨時評議員会の招集について 

議案第 17号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
専門委員の選任について 

報告第 5号 
藤沢市少年の森再整備に係る公募型プロポーザルによる 

運営・維持管理等実施予定者への応募結果について 

報告第 6号 藤沢市青少年会館指定管理者他の募集状況について 

報告第 7号 藤沢市湘南台文化センター指定管理者の募集状況について 

報告第 8号 業務執行理事の職務執行状況報告 

報告第 9号 
各事業部門における上半期の事業実施状況及び今後の予定 

について 

 

令和8年1月15日(木) 

 第 4回理事会 

  出席 理事 21名 

  出席 監事 2名 

報告第 10号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 3号) 

報告第 11号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 4号) 

報告第 12号 藤沢市青少年会館指定管理者他の次期選定結果について 

報告第 13号 
藤沢市湘南台文化センター指定管理者の次期選定結果 

について 

報告第 14号 専門委員会の報告について 
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開催年月日 議案等番号 議 題 

 

令和8年3月5日(木) 

 第 5回理事会 

  出席 理事 18名 

  出席 監事 2名 

報告第 15号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

職員の給与に関する規程の一部改正について 

議案第 18号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 5号) 

議案第 19号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

就業規程の一部改正について 

議案第 20号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

職員の給与に関する規程の一部改正について 

議案第 21号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

組織及び事務分掌に関する規程の一部改正について 

議案第 22号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

公益認定の変更申請について 

議案第 23号 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 8年度に行う公益目的事業の種類及び内容並びに 

収益事業等の内容について 

議案第 24号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 8年度事業計画書 

議案第 25号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 8年度収支予算書 

議案第 26号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

資金調達及び設備投資の見込みについて 

議案第 27号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度第 3回臨時評議員会の招集について 

報告第 16号 業務執行理事の職務執行状況報告 

決議の省略による 

令和8年3月24日(火) 

 第 6回理事会 

議案第 28号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

業務執行理事の報酬額の決定について 

議案第 29号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

重要な職員の任命について 
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 (2) 評議員会 

開催年月日 議案等番号 議 題 

令和7年6月23日(月) 

 第 1回臨時評議員会 

  出席 評議員 12名 
議案第 1号 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

評議員 1名の選任について 

 

令和7年6月23日(月) 

 定時評議員会 

  出席 評議員 14名 

  出席 監事 2名 

報告第 1号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度事業報告について 

議案第 2号 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度公益目的事業会計・収益事業等会計・法人会計 

決算について 

議案第 3号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理事 1名の選任について 

議案第 4号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

監事 1名の選任について 

報告第 2号 
藤沢市少年の森再整備に係る公募型プロポーザルによる 

運営・維持管理等実施予定者への応募について 

報告第 3号 
次期藤沢市湘南台文化センター指定管理者への応募に 

ついて 

 

令和7年10月29日(水) 

 第 2回臨時評議員会 

  出席 評議員 17名 

議案第 5号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理事 2名の選任について 

報告第 4号 
藤沢市少年の森再整備に係る公募型プロポーザルによる 

運営・維持管理等実施予定者への応募結果について 

報告第 5号 藤沢市青少年会館指定管理者他の募集状況について 

報告第 6号 藤沢市湘南台文化センター指定管理者の募集状況について 

報告第 7号 
各事業部門における上半期の事業実施状況及び今後の 

予定について 
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開催年月日 議案等番号 議 題 

 

令和8年3月18日(水) 

 第 3回臨時評議員会 

  出席 評議員 15名 

議案第 6号 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程の一部 

改正について 

報告第 8号 藤沢市青少年会館指定管理者他の次期選定結果について 

報告第 9号 
藤沢市湘南台文化センター指定管理者の次期選定結果 

について 

報告第 10号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 8年度事業計画書 

報告第 11号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 8年度収支予算書 

報告第 12号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

資金調達及び設備投資の見込みについて 

 

 

 (3) 専門委員会 

 ① 青少年育成委員会 

開催年月日 議題・内容 

令和7年7月14日(月) 

出席委員 17名 

第 1回青少年育成委員会 

1 議題 

 (1)令和 6年度事業報告及び事業評価について 

 (2)経営計画 2028について 

 (3)令和 7年度事業計画について 

 (4)委員会の検討テーマと今後のスケジュールについて 

  令和 7 年度、8 年度のテーマを「児童クラブと保護者連携」とし、2 年間で 6

回の委員会を開催し、検討・議論を行う。 

2 情報交換・意見交換 

令和7年10月24日(金)

出席委員 14名 

第 2回青少年育成委員会 

1 議題 

 (1)児童クラブの役割について 

  児童クラブの役割や児童クラブの 1 日の様子についてパワーポイントや動画

を使いながら説明した。 

 (2)児童クラブと保護者連携について 

  児童クラブと保護者連携について、クラブ長のインタビュー動画を流しながら

説明し、(1)と合わせて意見交換を行った。 

2 情報交換・意見交換 
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開催年月日 議題・内容 

令和7年12月16日(火) 

出席委員 14名 

第 3回青少年育成委員会 

1 議題 

 (1)「児童クラブと保護者連携」について 

  3グループに分かれ、各グループにクラブ長も参加し、「児童クラブと保護者

連携」について、3つの検討内容に分けて意見を出し合った。 

 (2) グループディスカッションの発表 

  3つの検討内容で出た意見を各グループから発表した。 

2 情報交換・意見交換 

 

 

 ② 生涯スポーツ推進委員会 

開催年月日 議題・内容 

令和7年7月24日(木) 

出席委員 14名 

第 1回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

 (1)令和 6年度事業報告について 

 (2)令和 7年度事業計画について 

  令和 7年度は令和 11年度までの 5年間が期間となる、新たな「藤沢市運動施

設等指定管理者」としての初年度となることから、指定管理期間中における新

たな取組を重点的に説明した。 

 (3)今後の施設運営課題について 

2 その他 

 (1)情報交換・意見交換 

 (2)湘南藤沢市民マラソンについて 

 (3)おはようキュンとするまち。藤沢ラジオ体操 2025について 

令和7年9月18日(木) 

出席委員 9名 

第 2回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

 (1)令和 7年度上半期事業実施報告について 

  7月27日(日)に実施した「おはよう！キュンとするまち。藤沢ラジオ体操2025」

の報告並びに今夏のプール利用者数、各種イベントの報告を行った。 

 (2)施設運営の課題について 

  4グループに分かれてグループワークを実施した。引き続き、各グループで出

た課題の解決策や改善策に関わる意見交換を行った。 

2 情報交換・意見交換 

令和7年11月19日(水)

出席委員 14名 

第 3回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

 (1)施設運営課題についての各発表 

  グループワークで挙がった課題の改善策や解決方法について、各グループで発

表し、他委員との意見交換を行った。 

2 情報交換・意見交換 
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 ③ 芸術文化専門委員会 

開催年月日 議題・内容 

令和7年7月15日(火) 

出席委員 14名 

第 1回芸術文化専門委員会 

1 議題 

 (1)委員長・副委員長の選出 

 (2)令和 6年度事業報告と評価 

 (3)令和 7年度事業計画及び事業の進捗状況 

 (4)経営計画 2028について 

  「経営計画 2028」の取組事項について説明し、意見交換を行った。また、湘

南台文化センターの次期指定管理者へ応募することを報告した。 

 (5)その他 

   令和 7年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の交付決定事業について 

2 その他 

令和7年11月18日(火) 

出席委員 14名 

第 2回芸術文化専門委員会 

1 議題 

 (1)令和 7年度上半期の事業実施状況 

 (2)令和 8年度事業計画策定について 

  湘南台文化センター指定管理者提案内容の説明及び令和 8年度事業計画策定

にあたっての方針について、事務局から報告し、意見交換を行った。 

 (3)令和 8年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣について 

  令和 8年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の募集要項を確認するとともに、審

査から交付金額決定までの手順及び審査方法について協議を行った。 

 (4)主催事業及び助成事業を視察した委員からの評価報告 

2 その他 

令和8年2月26日(木) 

出席委員 10名 

第 3回芸術文化専門委員会 

1 議題 

 (1)令和 8年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の応募事業の審査、助成の適否・

助成交付金額の決定 

2 その他 

 

 

 (4) その他会議 

会議等の名称 内    容 

管理運営会議 

 理事長、常勤役員及び事務局・事業部全管理職の出席により、事務
執行上の課題や重要事項について検討するとともに情報の共有を図っ
た。 
 会議の方法については、オンライン開催を基本とし、職員の会場へ
の移動のための時間削減など、業務の効率化を図った。 
 
 原則 毎月 1回 第 4木曜日開催 
 4/24(対面),5/29(ｵﾝﾗｲﾝ),6/26(ｵﾝﾗｲﾝ),7/24(ｵﾝﾗｲﾝ),8/28(ｵﾝﾗｲﾝ), 
 9/25(ｵﾝﾗｲﾝ),10/23(ｵﾝﾗｲﾝ),11/27(ｵﾝﾗｲﾝ),12/25(対面), 
 1/22(ｵﾝﾗｲﾝ),2/26(ｵﾝﾗｲﾝ),3/26(対面)  

課題調整会議 

 理事長、常勤役員及び課長以上職員により、管理運営会議に諮るべ
き重要事項の審議や、時間的暇が無い課題に対する対応方針等につい
て検討した。 
 ・運営方針の改訂 ・経営計画の策定など 
 原則 隔週水曜日開催 
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会議等の名称 内    容 

全体調整会議 

 専務理事、常務理事、部長、参事級職員及び事務局総務課管理職と、
市関係事業所管課管理職による定例会議を開催し、法人運営上の課題
等について情報共有を図った。 
 
 原則 毎月 1回 第 3水曜日開催 
4/16,5/21,6/18,7/16,8/20,9/17,11/19,12/17,1/21,2/18,3/18 
※10月は開催見送り 

部門別会議 
 各事業部門職員と市当該事業所管課の職員により、部門特有課題の

情報の共有を図り、対応等を検討した。 

 原則 毎月 1回 開催 

課内会議 
(所内会議) 

 職員全員が必要な情報を共有できるよう、財団内での諸会議におけ

る重要事項の報告を行うとともに、所管業務に関する課題解決へ向け

た協議を行った。 

 原則 毎月 1回 開催(課(各施設)毎に開催) 

コンプライアンス委員会 

 理事長を委員長として、専務理事、常務理事、事務局長、事業部長

及び総務課長により、コンプライアンスに関する取組方針や職員等の

コンプライアンス意識の高揚・啓発を図るため委員会を組織し、定例

会を 7/18、11/13に開催した。 

総括管理委員会 
(法人全体衛生委員会) 

及び 
衛生委員会 

(法定施設衛生委員会) 

 財団全体及び常時50人以上の職員を雇用する施設(鵠沼運動施設・秋

葉台運動施設)において、産業医、衛生管理者、管理職、職員代表等に

より構成する衛生委員会を組織し、職員の安全衛生に関する事項につ

いて調査審議を行った。年間の活動としては原則毎月1回の会議に加

え、産業医による健康相談、セルフケアのための合同研修などを計画

し、実施した。また、職場環境の現地視察を行う職場巡視を夏と冬と

にローテーションで行い、改善に向けた聴き取り調査及び改善を行っ

た。 

 

 原則 毎月1回 第3木曜日開催 
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会議等の名称 内    容 

広報・CI活動推進委員会 

 各職場から選任された委員により、季刊誌「Fujisawa MIRAI.net」

の編集、発行や財団ホームページの運用に関することの他、財団の広

報及び CI活動の推進に関する取組等、本財団の存在や実施事業等につ

いて、効果的な PR手法や価値を高めるための活動について検討し、管

理運営会議へ提案した。 

 また、委員会の下に季刊誌編集部会を設置し、読者に有益な情報を

提供するとともに、事業 PRができるよう内容を検討した。 

 

◆季刊誌「Fujisawa MIRAI.net」の発行(季刊誌編集部会) 

 本財団で実施している事業の予定、報告、その他特集を中心に掲載

した季刊誌を藤沢市内各所で配布することにより、多くの市民に本財

団事業、本財団運営施設等の情報提供と利用の拡大を促すことができ

た。 

◆主な取組 

 ・インスタグラムの運用について 

 インスタグラムの運用マニュアルを改訂し、よりタイムリーに情報 

提供が行えるよう見直しを図った。 

◆ホームページの運用、拡充と各種広報媒体の活用 

 本財団のホームページを活用して、管理施設の基本情報やイベント

事業に関する情報など、市民の利便性向上を図ることを目的にリアル

タイムな情報提供を行った。また、各事業部門の主要事業等を重点的

に周知するクローズアップコーナーを半月毎に更新し、事業周知など

効果的な広報活動に努めた。 

 既存ホームページについて、令和 8 年度からのリニューアルを目指

し、プロジェクトチームを立ち上げ、検討を進めた。 

◆研修の実施 
 財団の事業をより効率的かつ効果的に発信していくための知識･ス

キルアップを目的に研修を開催した。 

 1 研修テーマ 「SNSの特徴と効果的な広報活動について」 

   令和 7年 11月 4日(火) 開催 

 2 記事作成スキルアップ研修 

  (1)令和 8年 2月 3日(火) 

  (2)令和 8年 2月 24日(火) 2日間開催 

◆みらい横断スタンプラリー2025の実施 

 各事業課で計画した事業をまとめ、事業参加毎にスタンプを押す、

スタンプラリーを実施した。今年度も未就学児から中学生までを対象

に各事業課の特色あるイベントに横断的かつ気軽に参加いただけるよ

う機会を提供した。 

 最大の 10ポイント達成者は 7名となり授与式を開催し、うち 6名が

「みらいマスター」となった。 

発行月 内 容 配布先 発行部数 

年 4回 

(4月、7月、10月、1月) 

事業開催情

報・報告他 

藤沢市内公共施

設、小・中学校、

関係団体他 

各号 

4,000部 
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 【人材育成】 
1 各種研修等の実施 

 (1) 基本研修 

  ① 階層別研修 

  ア 自主開催 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和 7年 4月 27日(日) 

藤沢青少年会館 

総務課 

財団新規採用職員研修 

新採用職員 

(任期付含む) 
4名 

令和 7年 6月～ 

令和 8年 3月 

各事業課・施設 

総務課 

事業課間研修 

新規採用職員、

採用 5年目及び

10年目の職員 

20名 

令和 7年 10月 10日(金) 

秩父宮記念体育館 

総務課 

人材育成制度とコーチング研修 

参事級以下管理

職 
18名 

令和 8年 2月～3月 

各事業課・施設 

総務課 

指定管理者制度について 

～他事業課が施設を利用する際の 

注意点～ 

全職員 -- 

 

  イ 外部主催 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和 7年 4月～12月 

藤沢市役所本庁舎 

藤沢市職員課 

一般職員一部研修 

採用 3年目 

事務職員 
2名 

令和 7年 4月～12月 

藤沢市役所本庁舎 

藤沢市職員課 

一般職員二部研修 

採用 5～6年目 

事務職員 
2名 

令和 7年 4月～7月 

藤沢市役所本庁舎 

藤沢市職員課 

監督者一部研修 
主査昇任者 1名 

令和 7年 4月～10月 

藤沢市役所本庁舎 

藤沢市職員課 

監督者二部研修 
上級主査昇任者 2名 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年 7月～11月 

オンデマンド視聴 

株式会社manebi 

e ラーニング 

1 指定講座 

(1)課長級 

①管理監督者として、②コンプライアン

ス、③労務管理･メンタルヘルス、④マネ

ジメント・リーダーシップ 

(2)上級主査級 

①職場のリーダーとして、②コンプライ

アンス、③ビジネススキル、④労務管理 

(3)新採用職員 

①社会人として、②ビジネススキル、③

セルフマネジメント、④コンプライアン

ス 

課長級、上級主

査級昇任者 

新採用職員 

7名 

                                                                                                                                

  ②合同研修 

  ア 自主開催 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年6月11日(水) 

藤沢商工会館ミナパーク 

総務課 

ハラスメント防止研修 

参事級以下 

管理職 
20名 

令和7年7月2日(水) 
オンライン開催及び 
オンデマンド視聴 

総括管理委員会メンタルヘルス分科会 

令和 7年度衛生管理全体研修 

「アンコンシャスバイアス」 

～ 一人ひとりがイキイキと活躍する組

織づくりのために ～ 

全職員 153名 

令和7年 7月 18日(金) 
藤沢市役所本庁舎 

アスベスト事前調査に関する勉強会 

(※財団が依頼し、環境保全課が実施) 
各課契約担当者他 13名 

令和7年11月4日(火) 

藤沢青少年会館 

広報・CI活動推進委員会 

SNSの特徴と効果的な広報活動について 
各課広報担当者他 18名 

①令和8年2月3日(火) 

②令和8年2月24日(火) 

 2日間 

①秩父宮記念体育館 

②藤沢青少年会館 

広報・CI活動推進委員会 

記事作成スキルアップ研修 
各課広報担当者他 14名 

令和8年2月16日(月)～ 

3月8日(日) 

オンデマンド視聴 

総務課 

カスタマーハラスメント研修 
課長及び 
スポーツ施設長 

8名 
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  ③ 職場研修 

  ア 青少年事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和 7年 5月 23日(金) 

藤沢青少年会館 

青少年事業課 

「手話によるコミュニケーション」 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

少年の森担当職

員、青少年会館

指導員、児童館

指導員及び他事

業課希望者 

26名 

令和 7年 6月 24日(火) 

藤沢青少年会館 
児童館新人研修 児童館指導員 5名 

令和 7年 6月 24日(火) 

藤沢青少年会館 

第 1回 児童館スタッフ研修 

「ゲーム・工作等実技」 
児童館指導員 27名 

令和 7年 9月 18日(木) 

藤沢青少年会館 

第 2回 児童館スタッフ研修 

心を元気にするレクリエーション 

「いろいろな遊びのヒント」 

児童館指導員 26名 

令和 7年 12月 18日(木) 

藤沢青少年会館 

第 3回 児童館スタッフ研修 

「ノロウイルス等感染症の対応 

について」 

児童館指導員 26名 

令和 8年 1月 22日（木） 

大庭中学校 

湘南大庭市民センター 

児童館館長研修 

「藤沢の中高生の実態をさぐる」 

青少年事業施設

担当職員 

児童館指導員 

6名 

令和 8年 2月 4日(水) 

藤沢青少年会館 

課内研修(団体交流事業) 

「ペップトークによる青少年とのペップ

コミュニケーション術」 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員 

5名 

 

  イ 放課後児童育成課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年 5月 22日(木) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

第 1回フォローアップ研修 

「戦略の階層と指導指針」 

採用１年目・2

年目児童クラブ

長、常勤指導員 

5名 

令和7年 6月 6日(金) 

藤沢青少年会館 

新林公園 

児童クラブ研修担当 

第 2回フォローアップ研修 

「自然体験活動」 

採用１年目・2

年目児童クラブ

長、常勤指導員 

5名 

令和7年9月26日(金) 

藤沢市民会館小ホール 

児童クラブ研修担当 

課題別研修 

「子どもとおとなの 個性が活きる場と

は？」 

講師：野村 直子 氏 

児童クラブ指導

員・本課職員・

他事業課職員 

190名 

令和7年10月8日(水) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

第 3回フォローアップ研修 

「場面検討」 

採用１年目・2

年目児童クラブ

長、常勤指導員 

5名 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年6月25日(水) 

藤沢青少年会館 

令和7年9月～令和8年2月 

各グループに分かれ2回実施 

児童クラブ研修担当 

「実践力向上研修」 

採用 3年目以上 

児童クラブ長 

常勤指導員 

本課支援担当 

56名 

令和7年 12月～ 

令和8年 2月 

フォローアップ対象者 

クラブミーティング内にて 

児童クラブ研修担当 

第 4回フォローアップ研修 

「実践検討」 

採用１年目、2

年目児童クラブ

長、常勤指導員 

5名 

令和7年 6月～ 

令和8年 2月 

オンライン開催及び 

オンデマンド視聴 

児童クラブ研修担当 

「行事の計画から実施について」 
常勤指導員 41名 

 

  ウ スポーツ事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年 6月 4日(水) 

秩父宮記念体育館 

課内研修 ボッチャ審判講習 

「ボッチャの基本ルールと審判法」 

スポーツ事業課

従事者 
12名 

令和8年2月9日(月) 

八部公園プール 
鵠沼運動施設事務所安全衛生委員会 
「健康(生命)と日常(食)生活について」 

鵠沼運動施設従

事者 
16名 

令和8年2月17日(火) 

秋葉台文化体育館 
秋葉台運動施設事務所安全衛生委員会 
「健康(生命)と日常(食)生活について」 

スポーツ事業課

従事者 
20名 

 

 (2) 専門研修 

  ① 青少年事業課 放課後児童育成課他 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年 5月 1日(木) 

令和7年5月 23日(金) 

令和7年 5月 30日(金) 

令和7年 6月 13日(金) 

令和7年 6月 18日(水) 

藤沢青少年会館 

放課後児童育成課 

普通救命講習Ⅰ 

｢心肺蘇生法、AEDの取扱い方｣ 

児童クラブ指導

員 

本課職員 

121名 

令和 7年 6月 25日(水)  

令和 7年 6月 26日(木)  

令和 7年 6月 27日(金)  

令和 7年 7月 8日(火)   

令和 7年 7月 11日(金)  

藤沢青少年会館 

青少年事業課 

(地域子どもの家見守る人対象) 

普通救命講習Ⅰ 

｢心肺蘇生法、AEDの取扱い方｣ 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

少年の森担当職

員、青少年会館

指導員、児童館

指導員 

94名 
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   ア 非常勤職員研修 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年5月14日(水) 

令和7年7月11日(金) 

令和7年9月10日(水) 

令和7年11月21日(金) 

令和8年１月23日(金) 

令和8年3月5日(木) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

新採用非常勤研修 

「指導方法や業務内容等」 

非常勤指導員 46名 

令和7年10月28日(火) 

オンライン開催 

児童クラブ研修担当 

非常勤研修 

「日誌の書き方・記録のあり方」 

非常勤指導員 179名 

  ② スポーツ事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年 4月 14日(月)～ 

令和8年 3月 23日(月) 

 全 6回 

八部公園プール 

職場研修 

・水泳指導法・水上安全法訓練 

鵠沼運動施設 

監視担当職員 
5名 

令和7年 5月 19日(月)～ 

令和8年 3月 23日(月) 

全 8回 

秋葉台公園プール 

職場研修 

・水泳指導法・水上安全法訓練 

秋葉台運動施設 

監視担当職員 
4名 

令和7年6月11日(水) 

藤沢市保健医療センター 

藤沢市保健医療財団 

健康増進施設に関する研修 

スポーツ事業課

職員 
2名 

令和7年6月13日(金) 

藤沢市保健医療センター 

藤沢市保健医療財団 

健康増進施設に関する研修 

スポーツ事業課

職員 
2名 

令和7年6月19日(木) 

藤沢市保健医療センター 

藤沢市保健医療財団 

健康増進施設に関する研修 

スポーツ事業課

職員 
1名 

令和7年7月8日(火) 

消防総務課指令室 

藤沢市消防総務課 消防職員階層別研修 

定年延長者向け「運動のすゝめ」 

スポーツ事業課

職員 
5名 

令和7年 7月 19日(土) 

藤沢市保健所・南保健セン

ター 

慶應義塾大学大学院小熊研究室 

ふじさわプラス・テン運動 

 祝 10周年記念交流会 

スポーツ事業課

職員 
3名 

令和7年10月14日(火) 

秋葉台公園プール 

POOL スキルアップ合同研修① 

救助訓練･「事業について」 

ディスカッション 

スポーツ事業課

監視・事業担当

職員 

12名 

令和7年11月25日(火) 

秋葉台公園プール 

POOL スキルアップ合同研修② 

コンプライアンス研修・緊急時対応訓練 

スポーツ事業課

監視・事業担当

職員 

13名 

令和8年1月13日(火) 

秋葉台文化体育館・秋葉台公

園プール 

POOL スキルアップ合同研修③ 

コンプライアンス研修・泳力・指導力向

上訓練 

スポーツ事業課

監視・事業担当

職員 

13名 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和8年2月3日(火) 

神奈川県立スポーツセンター 

神奈川県スポーツ施設協会 

令和 7年度スポーツ施設運営者講習会 

スポーツ事業課

職員 
1名 

令和8年2月16日(月) 

秋葉台文化体育館 
GIM＆Fitness事業担当者研修 

スポーツ事業課

職員 
6名 

令和8年2月23日(月･祝) 

秩父宮記念体育館 

藤沢市スポーツ推進課 

スポーツ推進員ボッチャ審判講習会 

スポーツ事業課

職員 
2名 

令和8年2月24日(火) 

石名坂温水プール 

プール監視合同競技会 

救助・泳力訓練における競技会 

スポーツ事業課

監視・事業担当

職員 

40名 

令和8年3月9日(月) 

秩父宮記念体育館 
GIM＆Fitness事業担当者研修 

スポーツ事業課

職員 
6名 

 

 (3) 派遣等研修 

  ① 総務課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年 5月 29日(木) 
オンライン開催 

株式会社全国非営利法人協会 
認定法改正･新会計基準の実務 

総務担当職員 1名 

令和 7年 7月 18日(金) 
かながわ労働プラザ 

障害者雇用納付金制度事務説明会 
JEED神奈川支部 高齢･障害者業務課 

総務課担当職員 1名 

令和7年 7月 29日(火) 
神奈川中小企業センター
ビル 

株式会社全国非営利法人協会 
公益法人制度改革実務ガイド 

総務担当職員 2名 

令和 7年 10月 30日(木) 
ビジョンセンターグラン
デ東京浜松町 

満喜株式会社 
新会計基準･実践セミナー 
～令和 6 年基準への組み替え･よくある
質問(FAQ)～ 

総務担当職員 2名 

令和 7年 11月 14日(金) 
オンデマンド視聴 

株式会社全国非営利法人協会 
総合税務対策 特別講座 

総務担当職員 1名 

令和 7年 12月 1日(月) 
オンデマンド視聴 

公益財団法人公益法人協会 
公益法人制度改正への具体的対応と 
令和 6年会計基準への移行に備えて 

総務担当職員 1名 

令和 8年 2月 2日(月) 
全労連会館 

公益法人協会 
定期提出書類作成～法人財務に関する数
値及び明細～セミナー 

総務担当職員 1名 

令和 8年 2月 26日(木) 
ビジョンセンターグラン
デ東京浜松町 

満喜株式会社 
定期提出書類の作成方法～制度改正後の
新様式について～ 

総務担当職員 1名 
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  ② 青少年事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和 7年 5月 7日(水) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

リードアップセミナー第 1回 

「地域の青少年のために、私たちに何が

できるか」 

少年の森担当職員 1名 

令和 7年 5月 8日(木) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「青少年の権利について～若者支援の空

白をつなぐ～」 

青少年事業課職

員、少年の森担

当職員 

2名 

令和 7年 5月 21日(水)～ 

      5月 22日(木) 

県立愛川ふれあいの村 

神奈川県立青少年センター 

リードアップセミナー第 2回 

「まずは体験～自然体験活動の企画・運

営を見据えて～」 

少年の森担当職員 1名 

令和 7年 5月 24日(土) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「居場所の可能性」 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

青少年会館指導

員 

4名 

令和 7年 5月 30日(金) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

リードアップセミナー第 3回 

「かながわ青少年支援・指導者育成指針」

を読む･「地域に活き力～わかもの参画

の事例～」 

少年の森担当職員 1名 

令和 7年 6月 7日(土) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「～ASD 当事者が語る～発達障害･愛着･

不登校」 

青少年事業施設

担当職員、少年

の森担当職員 

2名 

令和 7年 6月 18日(水) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「最近の少年相談からみえる子どもたち」 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

少年の森担当職

員、青少年会館

指導員 

6名 

令和 7年 6月 18日(水) 

厚木シティプラザ 

令和 7年 12月 3日(水) 

横須賀市役所 

神奈川県立青少年センター 

子ども施設指導員セミナー 

「驚き！発見！科学工作」 

児童館指導員 4名 

令和 7年 7月 10日(木) 

神奈川県立青少年センター 

令和 7年 10月 8日(水) 

玉縄青少年会館 

神奈川県立青少年センター 

子ども施設指導員セミナー 

「心に寄り添うインプロワークショップ」 

児童館指導員 5名 

令和 7年 7月 24日(木) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「ひきこもり支援の現場から」 
青少年会館指導員 1名 

令和 7年 8月 1日(金) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「子どもの多様な学びの場」 
青少年会館指導員 1名 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和 7年 9月 3日(水) 

神奈川産業振興センター 

神奈川県福祉子どもみらい局子どもみら

い部次世代育成課 

令和 7年度子ども支援研修会 

「居場所での不適切な行為や権利を脅か

す危険から」 

青少年事業施設

担当職員、青少

年会館指導員 

3名 

令和 7年 9月 11日(木) 

神奈川県立青少年センター  

神奈川県立青少年センター 

子ども施設指導員セミナー 

「子どもイキイキ集団あそび」 

児童館指導員 2名 

令和 7年 9月 18日(木) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「ひとり親家庭支援の現場から(対談)」 

青少年事業施設

担当職員 
1名 

令和 7年 10月 9日(木) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「意外と身近な依存症のメカニズム」 

青少年事業施設

担当職員 
1名 

令和 7年 11月 3日(月･祝) 

子ども青少年部 子ども総務課 

市制 85周年記念「こどもまんなかアクシ

ョン」リレーシンポジウム 

「こどもの声を聴くってどういうこと? 

～居場所、ライフデザイン、こどもに

優しい政策から考える～」 

青少年事業施設

担当職員 
1名 

令和 7年 11月 14日(金) 

神奈川県立青少年センター 

第 2回神奈川県青少年支援・指導者育成

事業担当者会議 

「行政職員がつくる若者の居場所～青少

年会館劇的ビフォーアフター～」 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員 

2名 

令和 8年 1月 10日(土) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

「ユース世代に届く SNS って? SNS での

広報を考える」 

青少年会館指導員 1名 

令和 8年 2月 7日(土) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「ユース世代が心地いい空間づくり居場

所を DIYするコツ」 

青少年会館指導員 1名 

 

  ③ 放課後児童育成課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和 7年 6月 7日(土) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修 

「～ASD 当事者が語る～発達障害･愛着･

不登校」 

児童クラブ指導員 2名 

令和 7年 6月 16日(月) 

厚木合同庁舎 

神奈川県教育委員会 

生涯学習指導者研修 

放課後子ども教室推進コース  

「特別なニーズのある子どもへの理解と

支援」 

児童クラブ指導員 1名 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和 7年 6月 18日(水) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修 

「最近の少年相談からみえる子どもたち」 

児童クラブ指導員 4名 

令和 7年 6月 18日(水) 

厚木シティプラザ 

令和 7年 12月 3日(水) 

横須賀市役所 

神奈川県 

子ども施設指導員セミナー 

「驚き！発見！科学工作」 

児童クラブ指導員 7名 

令和 7年 6月 23日(月) 

県立総合教育センター 

神奈川県教育委員会 

生涯学習指導者研修 

放課後子ども教室推進コース 

「室内でできる Well-being(しあわせ)

に基づいたあそび」 

児童クラブ指導員 5名 

令和 7年 6月 26日(木) 

オンライン開催 

オンデマンド視聴 

放課後 NPOアフタースクール 

こどもまんなか！放課後勉強会 9 

「子どもとともにつくる、遊び･活動 

～夏の準備･実践編～」 

児童クラブ指導

員・本課職員 
15名 

令和 7年 7月 10日(木) 

県立青少年センター 

令和 7年 10月 8日(水) 

玉縄青少年会館 

 

神奈川県 

子ども施設指導員セミナー 

「子どもの心に寄り添うインプロワーク

ショップ」 

 

児童クラブ指導員 7名 

令和 7年 8月 1日(金) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修 

「子どもの多様な学びの場」 

児童クラブ指導員 1名 

令和 7年 9月 8日(月)、22

日(月)、10月 6日(月)、27

日(月)、11月 17日(月) 

オンライン開催 

藤沢市・藤沢市自閉症児・者親の会 

令和 7年度発達障がい啓発講座 

「自閉スペクトラム症連続講座」 

児童クラブ指導員 2名 

令和 7年 9月 11日(木) 

県立青少年センター 

令和 7年 11月 11日(火) 

小田原合同庁舎 

 

神奈川県 

子ども施設指導員セミナー 

「子どもイキイキ 集団あそび」 

 

児童クラブ指導員 6名 

令和 7年 9月 18日(木) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修 

「ひとり親家庭支援の現場から」 

 

児童クラブ指導員 1名 

令和 7年 10月 20日(月)～ 

令和 8年 2月 27日(金) 

オンデマンド視聴 

藤沢市保健所 

ノロウイルス等感染症研修会 

児童クラブ指導

員・本課職員 
42名 

令和 7年 10月 24日(金) 

県立総合教育センター 

神奈川県教育委員会 

生涯学習指導者研修 

放課後子ども教室推進コース 

「子どもたちの気持ちと声かけ 

～児童生徒への具体的な対応～」 

児童クラブ指導員 3名 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和 7年 10月 28日(火) 

県立総合教育センター 

神奈川県教育委員会 

生涯学習指導者研修 

放課後子ども教室推進コース 

「事例紹介と意見交換会」 

児童クラブ指導員 1名 

令和 7年 10月 30日(木) 

オンライン開催 

オンデマンド視聴 

放課後 NPOアフタースクール 

こどもまんなか！放課後勉強会 10 

「“子ども視点”で居場所をつくる 

～私たちが向き合う声と権利～」 

児童クラブ指導

員・本課職員 
19名 

令和 7年 12月 26日(金)～ 

令和 8年 1月 12日(月) 

オンデマンド視聴 

藤沢市親子すこやか課 

令和 7年度 藤沢市思春期保健講演会 

「どう伝える?思春期のこどもへの性教育」 

児童クラブ指導員 1名 

令和 8年 1月 26日(月)～ 

令和 8年 3月 6日(金) 

オンデマンド視聴 

ほいく isオンライン 

「生活習慣」「安全・事故やけがの防止」

「防災及び防犯」「健康」「学校及び地 

域との関わり」 

児童クラブ指導

員・本課職員 
29名 

 

  ④ スポーツ事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年9月2日(火)～ 

9月17日(水) 

オンデマンド視聴 

(公財)日本プールアメニティ協会 

プール衛生管理者講習会 

スポーツ事業課

職員 
1名 

令和7年9月15日(月･祝) 

秋葉台文化体育館 

(公財)日本スポーツ協会・日本スポーツ

少年団本部 神奈川県スポーツ協会・神

奈川県スポーツ少年団本部 

アクティブチャイルドプログラム都道府

県普及促進研修会 

スポーツ事業課

職員 
3名 

令和8年2月26日(木)、27

日(金) 2日間 

国立オリンピック記念青少

年総合センター 

日本公共スポーツ施策推進協議会 

「好事例にみる指定管理者の効果的な提

案戦略 2026」講習会 

スポーツ事業課

職員 
2名 
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  ⑤ 芸術文化事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年 8月 22日(金) 

神奈川県立音楽堂 

公益財団法人神奈川芸術文化財団 

先生のためのアウトリーチ研修会 

芸術文化事業課

職員 
1名 

令和8年 2月 12日(木) 

東京文化会館 

公演視察研修 

東京二期会主催「カルメン」 

芸術文化事業課

職員 
1名 

令和8年 2月 18日(水) 

やまと芸術文化ホール 

指定管理運営モデル視察 

「大和市文化創造拠点シリウスの複合施

設としての運営方法、共同事業等を学ぶ」 

芸術文化事業課

職員 
3名 

令和8年3月6日(金) 

ひらしん平塚文化芸術ホール 

指定管理運営モデル視察 

「特徴的な地域人材の活用法、ボランテ

ィア制度等を学ぶ」 

芸術文化事業課

職員 
2名 

令和8年3月18日(水) 

(公財)立川市地域文化振興

財団 

市民オペラ運営ヒアリング 

「市民オペラ運営の取り組み、アーティ

ストの育成方法等を学ぶ」 

芸術文化事業課

職員 
2名 

 

  (4) 資格取得 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和7年5月9日(金) 

内海ビル301会議室 

一般社団法人日本スイミングクラブ協会 

泳力認定員資格取得講習会・試験 

スポーツ事業課

職員 
3名 

令和 7年 6月 26日(木)、27

日(金) 2日間 

おだわら市民交流センター 

一般社団法人日本防火・防災協会 

甲種防火管理新規講習 

スポーツ事業課

職員 
1名 

令和7年7月1日(火)、2日

(水) 2日間 

綾瀬市消防本部 

一般社団法人日本防火・防災協会 

甲種防火管理新規講習 

スポーツ事業課

職員 
1名 

令和 7年 7月 10日(木) 

藤沢市民会館 

神奈川県衛生協会 

「食品衛生責任者養成講習会」 

正規採用児童ク

ラブ長 
2名 

令和7年 9月 9日(火)～ 

9月 12日(金) 

 4日間 

秋葉台文化体育館、 

秋葉台公園プール 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

日本赤十字社水上安全法救助員Ⅰ 

養成講習会 

スポーツ事業課

職員 
3名 

令和7年9月16日(火) 

石名坂温水プール 

藤沢市消防局 

普通救命講習会 

スポーツ事業課

職員 
21名 

令和 7年 9月 16日(火)、19

日(金)、26日(金)、30日(火) 

令和 7 年 12 月 3 日(水)、8

日(月)、12日(金)、16日(火) 

令和 8 年 2 月 2 日(月) 、4

日(水)、9日(月)、16日(月) 

横浜市技能文化会館 

神奈川県 

「放課後児童支援員認定資格研修」 
児童クラブ指導員 18名 

令和7年11月19日(水) 

辻堂市民センター 

藤沢市消防局 

普通救命講習会 

スポーツ事業課

職員 
1名 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

令和8年1月26日(月) 

1月28日(水) 

1月30日(金) 3日間 

藤沢市消防局南消防署 

藤沢市消防局 

応急手当普及員講習 

スポーツ事業課

職員 
2名 

令和8年1月 30日(金) 

2月 2日(月)  2日間 

神奈川労務安全衛生協会 

神奈川労務安全衛生協会 

第二種衛生管理者講習会 

スポーツ事業課

職員 
2名 

令和8年2月5日(木) 

関東安全衛生技術センター

東京会場 

公益財団法人安全衛生技術試験協会 

第二種衛生管理者認定試験 

スポーツ事業課

職員 
2名 

令和 8年 2月 6日(金)～ 

2月 8日(日） 

静岡県立朝霧野外活動セン

ター 

日本キャンプ協会グループ 

「野外教育指導者養成講習会」 

キャンプインストラクター (日本キャ

ンプ協会公認)・ナヴィゲーションスキ

ルブロンズレベル 

(日本オリエンテーリング協会公認) 

青少年事業施設

担当職員、少年

の森担当職員 

2名 

 

【財務運営】 

1 業務の効率化による財務基盤の確立 

区  分 内    容 

事業の再評価と見直し 

【成果】 
 公益財団法人という社会的役割を果たすには、現状の限られたマン
パワーと財源を正しく認識し、将来に向けて本財団の健全経営を進め
ていく必要があり、各部門で行う事業やサービスも量から質への転換
など、少ない費用で大きな効果を目指していくことが求められてい
る。このため、「費用対効果」や「利用者満足度」等の視点から事業
の再評価を行い、実施内容の見直しや業務の効率化へ繋げることを目
的として実施した。 
 
 【令和 6年度の事業評価取組実績】 
 青少年事業部門    11事業 
 スポーツ事業部門   47事業 
 芸術文化事業部門   33事業 
 
 【共通的な評価のポイント】 
①参加者  集客目標数に対する参加実績の割合評価 
②収入確保 収入予算の達成度 
③満足度  実施アンケートによる満足度評価の割合 
④その他  藤沢市の重点施策 藤沢市スポーツ推進計画 2029や 
      文化芸術振興計画、財団経営計画等の実現、財団の CI 
      効果、関係団体等との連携、前年度の課題解決などの 
      ポイントから加点をする。 
 4つの項目から、総合評価を算出し、この評価結果(得点の高低) 
を参考に、継続すべき事業、スクラップすべき事業、検討を要する事 
業など、客観的な判断の根拠とする。 

 

 

30



区  分 内    容 

デジタル技術の導入・積極的
活用による事務の効率化 

【成果】 
 デジタル技術の積極的導入・ICT の活用により各種事務手続きを簡
素化し、職員の人的負担を軽減するとともに経費の節減を図った。 
 
 
① 人事・労務管理システムの導入 
 労務情報を一元管理し管理部門の業務全般的な効率化を図ること、
また、採用関係書類のデータ申請化による紙資源の節減及び紛失等に
よる個人情報の流失リスクの軽減を目的に、人事・労務システムの導
入をした。令和 7年度については、年末調整の申告書等の提出を電子
申告とした。 
 
② Web会議の開催(継続) 
 新型コロナウイルス感染防止対策として、導入した Web会議につい
て、会議の内容を精査し、令和 7年度も継続的に取入れた。オンライ
ンにより会議を開催することで、職員の会場への移動に係るコストや
会議資料の電子化による紙資源の節減など経費の削減に繋がった。 
 
③ AI音声文字起こしシステムの導入 
 会議録、議事録の作成について、これまで IC レコーダー等に録音
した音声を聴き取りながら作成していたため、業務負担が高く、作業
時間が多くかかっていた。AI音声文字起こしシステムを導入したこと
で、会議録作成に係る作業時間を大幅に削減でき、業務の効率化が図
られた。 
 
④ 全職員共通のイントラネット(グループウェア)の積極的利用 
 風通しの良い職場を目指し、現在導入している全職員共通のイント
ラネットについて、使用方法の周知及び、使用ルールを共有するとと
もに、各課及び個人のスケジュール登録を徹底し、情報の共有化を図
った。 

 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

1 関係団体等交流事業 

 (1) 財団関係団体等の交流事業 

事  業  名 内    容 

新春のつどい 

 本財団事業に係わる関係者や関係団体等が一堂に会し、新年を祝う

とともに、本財団の活動報告や各団体の指導者間の情報交換、親睦を

深めることを目的に開催した。 

 *対象  青少年･スポーツ･芸術文化の関係者や関係団体 
 *開催日 2026年 1月 14日(水) 
 *場所  藤沢商工会館ミナパーク 6階 多目的ホール 
 *参加人数  146名 

 

 

 

 

 

31



事  業  名 内    容 

みらいサマース
クール 

【成果】 

 小学 4 年生から小学 6 年生までの藤沢市内の児童 36 名が参加した。夏休みの

期間、安全・安心な生活の場の提供とともに、財団の専門性を生かした活動を実

施することができた。また、「サマーフェスティバル」や「楽しかった会」など

こどもたちが主体で行う事業では、協調性や社会性が発揮されて、今まで見られ

なかったこどもたちの優しさや気遣い、主体性などを感じることができた。 

 各事業課における専門分野のノウハウを生かした多種多様な体験プログラム

を実施し、スポーツ分野では、カヌー体験や水泳教室、インクルーシブスポーツ

を体験し、技術の向上やスポーツの楽しさを学んだ。芸術・文化分野では、ウク

レレや管弦楽器の演奏体験など、仲間とともに奏でる音に魅せられた。青少年分

野では中学生リーダーとの異年代とゲームを通して交流し、チームワークの大切

さを知る機会となった。また、当財団が「ふじさわ SDGs 共創パートナー」とし

て学生服の回収に協力している「学生服リユース shop さくらや藤沢店」を講師

に招き、SDGsについて学ぶとともに、不要な布地を使ったコインケースづくりを

行った。 

 事業実施後のアンケート結果では、多くの児童から「キャンプが楽しかった」、

「来年も参加したい」との声が多く、また、保護者からは「家庭では体験できな

いことが経験できて良かった」、「運動会の応援団に立候補するなど、以前には

なかった積極性が出てきてこどもの成長が感じられた」など、高い評価を得られ

た。 

 なお、今回のサマースクールを実施するにあたり、電子メールの誤送信を起こ

してしまったことについてはお詫びを申し上げるとともに、個人情報の取り扱い

を徹底し、再発防止に努めてまいります。 

 
＊定員 36人(申込者数 148人) 
＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者 2人  

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

令和7年7月22日(火)～ 

8月29日(金) 

秩父宮記念体育館 

他 

藤沢市との協働事業とし

て、夏休みの期間こども

たちに安全・安心な居場

所を提供するとともに、

各事業課の専門性を生か

した活動を実施した。 

小学校 

4年～6年生 

36人 

30,000円 

(就学援助対

象者は 

10,000円) 
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【公益法人の運営体制の充実をはかるための取組】 

１ ガバナンス強化に関する取組 

  当財団では、理事会の監督機能の拡充のため、10月に理事会を開催し、事業の中間報告を行い理

事会での審議時間の確保と役員間の意見交換の内容を下半期の事業に反映させている。 

 

２ 内部統制・コンプライアンスに関する取組 

  法令遵守及びコンプライアンス意識の強化・啓発を目的に職員を対象とした研修を実施するとと

もに、理事長からハラスメント根絶に向けた職員に対するメッセージを発出し、ハラスメント防止

の取組及び適正な法人運営の徹底を図った。 

 

３ 人材育成・組織体制に関する取組 

  事業の専門性向上と事務局運営の安定化を図ることを目的として、職員の外部研修への参加を推

進した。また、組織及び事務分掌に関する規程に基づき、担当職員の権限と責任を明確化し、複数

担当制を導入する取組を行い、業務の属人化の解消を目指した。 

 

４ 情報公開・透明性向上に関する取組 

  法人運営の透明性向上を目指し、ホームページのリニューアルのプロジェクトチームを立ち上げ、

より見やすい内容になるよう取り組んだ。ホームページにおいては、事業報告書や決算関係書類、

役員名簿を掲載するとともに、事業参加の募集等広く公表した。 

 

５ 理事会・評議員会の機能強化 

  当財団では、理事会・評議員会の監督機能を高めるため、年間の開催計画をあらかじめ策定し、

重要議題については事前に資料を送付して十分な審議時間を確保している。また、外部学識経験者

の意見を徴取することで、多様な視点を法人運営に反映させるよう努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
33



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
34



 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年事業   
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Ⅰ 事 業 総 括 

 近年、青少年を取り巻く環境は、少子化の進行、共働き世帯やひとり親家庭の増加、ＡＩの活用を

はじめとする情報環境の急速な進展などにより、大きく変化しています。加えて、家庭や地域社会の

つながりの希薄化、虐待や貧困、不登校、教育格差など、子ども・若者をめぐる課題は複雑化・多様

化しており、地域や社会全体でこどもを支える仕組みづくりが求められています。 

 このような中、令和７年度は、藤沢市が策定した「藤沢市子ども・若者共育計画」及び本財団の「経

営計画２０２８」の初年度であるとともに、青少年施設指定管理期間の最終年度にあたる重要な年度

となりました。本財団では、両計画で掲げられた理念や目標を踏まえ、指定管理申請時に提案した取

組の達成状況を検証しながら、各施設の設置目的に沿った事業を展開しました。 

 事業の実施にあたっては、青少年施設職員としての専門性と各施設の機能を活用するとともに、青

少年団体や育成団体、地域団体、関係機関、青少年ボランティア等との連携を図り、本財団の強みで

ある地域との協力体制を生かした取組を進めました。 

 青少年会館においては、困難を有するこども・若者への支援や、安心・安全に過ごせる居場所づく

りに努め、青少年健全育成の拠点としての役割を果たすとともに、「青少年ボランティアステーショ

ン」や各年代の「リーダースクール」、「青少年国際化推進事業」、「青少年会館まつり」などを実

施し、青少年の社会参加、人材育成、国際的視野の育成に取り組みました。少年の森においては、開

設４５周年を迎え、記念誌の発行によりこれまでの歩みを振り返るとともに、地域や関係団体と協働

して、「森のマルシェ」をはじめとする約５０の自然体験事業を実施し、自然環境への理解や自然の

中で過ごす魅力を伝える機会を提供しました。児童館においては、「児童館まつり」などの事業実施

や日常的な居場所の提供に加え、「ランドセル来館」を２館で本格実施するとともに、他の３館でも

試行することで、こどもが安心して過ごせる放課後の居場所づくりを進めました。地域子どもの家に

おいては、地域との連携を強化しながら、身近な遊び場・居場所としての役割を果たすとともに、利

用者ニーズの高い「館内飲食」を小学校の長期休業期間に本格実施し、孤食の防止や長期休業期間中

の居場所づくりに繋げることができました。 

 この他、藤沢の文化や歴史の継承を目的とした「遊行寺に泊まろう」、海という地域特性を生かし

た「海とあそぼう」、「ヨットスクール」などの自主事業を実施しました。また、「はたちのつどい」

など、市と共催する受託事業にも取り組み、青少年の健全育成と合わせて「郷土愛あふれる藤沢」の

意識の醸成に努めました。 

 また、令和７年度は、次期指定管理者の申請年度でもありました。申請にあたっては、「藤沢市子

ども・若者共育計画」等を踏まえ、青少年会館の自習室供用時間の拡大、少年の森におけるフリース

クール等との連携、地域子どもの家での「館内飲食」の継続実施、児童館における「ランドセル来館」

の全館本格実施など、今後の社会環境や利用者ニーズを見据えた取組を提案し、今後５年間の指定管

理者として選定されました。 

 今後も、本財団の強みである地域との連携を一層強化し、こども・若者にとって安全・安心な居場
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所を提供するとともに、事業計画で提案した各取組について、行政や関係団体と連携・調整を図りな

がら、着実に推進してまいります。 

Ⅱ 事業の実施状況 

【青少年の健全な育成を目的とする事業(定款第4条第1項第1号)】 

１ 青少年健全育成活動の展開と基盤・環境づくりの推進 

 (1) 青少年の多文化理解・共生への支援 

事 業 名 内    容 

青少年国際化

推進事業 

【成果】 

 青少年が地域で外国の人々と交流し、相互理解を深めるとともに、人権を尊重

する心や国際的な視野を育むことを目的に、令和 7 年度は 19 名の実行委員が中

心となって企画・運営を行った。荒天により一部事業は中止となったが、浅草で

の視察・インタビューやインド文化の紹介を通じて、異なる文化や価値観に触れ

る機会を創出した。これらの取組により、青少年が国際交流を身近に感じ、地域

から世界へ目を向けるきっかけづくりに繋げることができた。 

＊委託先 青少年国際化推進事業実行委員会 

事業名・実施日・場所 内 容 参加者数 

第 22 回ふじさわ国際交

流フェスティバル 

 

令和 7年 10月 26日(日) 

藤沢駅北口 

サンパール広場 

模擬店を出店し、フライドポテトの

販売を行うとともに、「国際交流ク

イズ」、「どこから来たの？世界地

図シール」(世界地図の自分の出身

国にシールを貼っていただく)を行

う予定であったが、荒天によりイベ

ント自体が中止となった。 

中止 

浅草視察＆インタビュー

チャレンジ 

 

令和 7年 12月 20日(土) 

浅草 他 

インバウンドで賑わう日本の人気

観光スポットである浅草雷門にて、

外国人にインタビューをする等を

通じて、青少年の国際的視野を養っ

た。 

7人 

NAMASTE TOGETHER 

(ナマステトゥゲザー) 

世界を知ろう！インド編 

パート 2 

 

令和 8年 3月 22日(日) 

藤沢青少年会館 

インド出身の実行委員がナビゲー

ターとなり、世界人口 1位であるイ

ンドの生活様式や言語、文化や食べ

物等を紹介し、青少年が異文化に触

れることで、国際感覚を養った。ま

た 12月に行った「浅草視察＆イン

タビューチャレンジ」の報告会を青

少年が実施し、実行委員会の活動を

紹介した。 

51人 

(外国人3人) 
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 (2) 青少年の自立と社会参加を支援する体験活動の推進 

事 業 名 内    容 

小学生リーダ

ースクール 

【成果】 

 小学生が仲間と協働する活動を通じて、協調性や自主性、社会性など、リーダ

ーとして必要な力を育むことを目的に実施した。グループワークやレクリエーシ

ョン、宿泊研修などの野外活動を行う中で、参加者同士が協力しながら課題に取

り組む姿が見られ、主体的に行動する力の育成に繋げることができた。また、8

月には小・中・高リーダースクールの合同活動を実施し、世代を超えた交流を図

る機会とした。 

 なお、参加者の指導・見守りについては、藤沢市青少年活動リーダーバンクか

らボランティアスタッフの協力を得ることで、ボランティアとの協働による事業

運営を行うことができた。 

＊協力 藤沢市青少年活動リーダーバンク 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

令和7年6月1日(日)～ 

令和8年3月15日(日) 

藤沢青少年会館他 

オリエンテーション 

小中高合同交流会 

秋の祭典、宿泊研修 

修了式 等 

小学校 

5、6年生 

36人 

3,500円 

育成指導者 

研修 

【成果】 

 地域における青少年育成活動を推進するために、青少年団体の育成者・指導者

を対象とした研修会を実施し、各地域で中心的に活動できる人材の育成を行っ

た。 

＊委託先 藤沢市子ども会連絡協議会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

令和 7年6月14日(土) 

藤沢青少年会館 

全員協議会・育成者研修 

「みんなで、つないで助けよう

大切な命 

～楽しく学ぶ救急法～」 

 

57人 

(スタッフ含む) 

令和 8年2月21日(土) 

藤沢青少年会館 

育成者研修 

「子ども会のこと、ちょっとし

ゃべってみませんか?」 

43人 

(スタッフ含む) 
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事 業 名 内    容 

中学生・高校生

リーダースク

ール 

【成果】 

仲間と協働する活動を通じて、責任感や自主性、主体性など、リーダーとして

必要な力を育むことを目的に実施した。 

(中学生) 

 定員 25 人を超える 34 人の応募があったことから、定員枠を広げ 34 人で実施

した。足柄ふれあいの村での宿泊野外研修や秋の祭典での出店、AED の取扱いを

学ぶ緊急時対応の研修など、年間を通じた様々な活動を実施した。参加者同士が

協力しながら役割を果たす姿が見られ、人と人のつながりを大切にする意識や、

主体的に行動する力の育成に繋げることができた。 

(高校生) 

 定員 30人で募集したところ多数の応募があったため、定員枠を広げ 35 人で実

施した。秋の祭典では、出店内容の協議から当日の運営までを参加者同士で協力

して行い、役割分担や意見調整の大切さを学ぶ機会となった。また、マラソンボ

ランティアでは、活動を支える立場を経験することで、周囲を見ながら行動する

意識や責任感を育むことにつながった。これらの経験を踏まえ、参加者自らが企

画・準備を進める自主企画イベントを実施し、主体的に考え、仲間と協力しなが

ら一つの活動を創り上げる経験を積むことができた。 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

中学生 

令和7年6月8日(日)～ 

令和8年3月15日(日) 

藤沢青少年会館他 

 

高校生 

令和7年6月15日(日)～ 

令和8年3月20日(金･祝) 

藤沢青少年会館他 

オリエンテーション(中・高) 

秋の祭典(中・高) 

マラソンボランティア(高) 

足柄ふれあいの村キャンプ(中) 

少年の森キャンプ(高) 

中学生 

34人 

 

高校生 

34人 

中学生 

3,500円 

 

高校生 

4,000円 

海とあそぼう 

～カッターボ

ート･シーカヤ

ック体験と江

の島探索～ 

【成果】 

 藤沢の地理的特性である海を、こどもたちが楽しみながら体験・学習する機会

として、青少年団体である藤沢海洋少年団と海上保安庁湘南海上保安署の協力の

もと実施した。カッターボートとシーカヤックの漕艇体験、巡視艇「うみかぜ」

の見学を通じて、海に親しむとともに、海上での安全や地域資源への理解を深め

る機会となった。 

＊協力 藤沢海洋少年団、海上保安庁湘南海上保安署、 

    青少年ボランティアステーション 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者 4人 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

令和 7年 6月 29日(日) 

江の島湘南港周辺及び

江の島ヨットハウス 

カッターボート、シー

カヤック漕艇体験 

小学校 

5、6年生 

37人 

2,000円 

(就学援助対

象者は 700円) 
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事 業 名 内    容 

ヨットスクール 【成果】 

 東京 2020 オリンピック競技大会セーリング競技が開催された江の島ヨットハ

ーバーにおいて、藤沢市ヨット協会と連携し、中・高校生を対象とした漕艇体験

を行った。市内に住む青少年にとっても地元藤沢の地域資源を知る機会となると

ともに、ヨットの楽しさや海の危険性について学び、安全に自然体験活動を行う

ことができた。 

＊協力 藤沢市ヨット協会 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者 3人 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

令和7年7月27日(日) 

江の島湘南港周辺 

海の安全教室 

ヨット漕艇体験 

中学生 

高校生 

20人 

4,500円 

(就学援助対

象者は 

1,500円) 

ふじさわ文化

体験事業 

～遊行寺に泊

まろう～ 

【成果】 

 藤沢宿の歴史を学ぶことで藤沢への愛着心を育むとともに、お寺での活動、宿

泊体験を通じて規律、社会性を学ぶことができた。また、当日初めて顔を合わせ

た者同士が、1泊 2日の様々な活動を通して協調性を育むことができた。 

 応募については、定員 36 人に対し、94 人の申込みがあった。スタッフについ

ては、ボランティアの 4人に加え、班のリーダーとして、藤嶺学園藤沢中学校及

び聖園女学院中学校の生徒 7人が参加者と一緒に活動した。参加者だけでなく同

校生徒にとっても、貴重な経験を提供することができた。 

＊委託先 ふじさわ文化体験事業実行委員会 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者1人 

 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

令和7年8月6日(水)～ 

8月7日(木) 

藤嶺学園藤沢中学校 

及び遊行寺、ふじさわ

宿交流館 

ふじさわの歴史を学ぶ 

お寺の生活体験 

茶道体験 

写経体験 

小学校 

5、6年生 

35人 

5,500円 

(就学援助対

象者は 

2,000円) 
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事 業 名 内    容 

自然体験活動

～わくわく大

自然～ 

【成果】 

 本事業は「事前研修―宿泊体験本番―事後研修」の三段階で実施し、仲間づく

りから体験、振り返りまでを一体的に行うことで、学びの定着と参加者同士の関

係づくりを図った。事前研修で参加者同士やスタッフとの信頼関係を構築するこ

とができ、本番の宿泊体験では、主体的に行動し、仲間と協力する姿が多く見ら

れた。1 日目は雨天のため、室内活動を中心にオリエンテーリングやプラネタリ

ウム見学を実施した。2 日目は天候に恵まれ、酪農体験など、自然を体感する活

動を行うことができた。これらの活動を通じて、参加者の積極性や協調性の育成

に繋げることができた。事後研修では振り返りを行い、体験を学びとして定着さ

せる機会とした。 

 また、募集においては定員 36 人に対し 107 人の応募があり、自然体験活動へ

の関心の高さがうかがえた。さらに、10人のボランティアが企画・運営に参画し、

こどもたちとの交流を通じて事業内容の充実と人材育成の両面で成果を得た。 

＊委託先 自然体験活動わくわく大自然実行委員会 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者 1人 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

令和 7年 9月 20日(土)～ 

9月 21日(日) 

1泊2日 

静岡県立朝霧野外活動セ

ンター（静岡県富士宮市根

原１番地） 

事前研修 9月 14日(日) 

事後研修 10月 5日(日) 

藤沢青少年会館 

仲間づくり 

レクリエーション 

自然体験活動 

･フォトオリエンテー

リング 

･キャンプファイヤー 

･酪農体験  など 

小学校 

3、4年生 

36人 

8,000円 

(就学援助対

象者は 

2,500円) 

子ども・若者 

自立支援事業 

【成果】 

 藤沢青少年会館に年間を通して居場所コーディネーターを配置し、フリースペ

ース等に来館するこどもたちの活動を見守るとともに、卓球やボードゲームなど

を一緒に行いながら、積極的なコミュニケーションを図った。これにより、こど

もたちが安心して過ごせる関係づくりを進めるとともに、こども同士の自然な交

流が生まれ、初めて利用するこどもも参加しやすい雰囲気づくりに繋げることが

できた。また、放課後に安心して過ごせる居場所を提供することで、継続的な利

用の推進に寄与するとともに、こどもの孤立防止や非行防止の観点からも、青少

年健全育成に繋がる取組となった。 

 

【フリースペース居場所コーディネーター】 

  (藤沢青少年会館) 月 12回    年間 144日  
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 (3) 青少年の健やかな成長を支えるための環境整備 

事 業 名 内    容 

青少年活動指

導者養成講座

(リーダースク

ール) 

【成果】 

 青少年の心身の健全な育成を図るため、青少年活動を支える指導者(リーダー)

の養成を目的に実施した。年間を通した講座により、指導者として必要な知識や

技術の習得を図り、年齢や職業の異なる参加者が協力して一つのイベントを創り

あげる経験を通じて、達成感を得るとともに、今後の活動に繋がる人間関係を築

くことができた。また、全国体験活動指導者認定委員会が認定する自然体験活動

指導者(NEALリーダー)については、2人が履修科目を全て受講し、資格を取得し

た。なお、本事業は NEALリーダー講習会との隔年開催で実施している。 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

令和7年9月9日(火)～ 

令和8年2月6日(金) 

全 8回 

藤沢青少年会館・ 

少年の森他 

・オリエンテーション 

・チームビルディングを学ぶ 

・自然体験活動指導者 

に必要なスキル 

（NEAL認定試験） 全3回 

・ イベント計画術 

・ 自主企画体験 

18歳以上

の方 

9人 

7,000円 

みらい子ども

フェスタ 

(青少年) 

【成果】 

 辻堂青少年会館のまんがまつりではこども実行委員会を組織し、実行委員のこ

どもたちがアニメ上映会等のイベントを企画し、おまつりの運営に関わった。 

 みらい子どもフェスタ in 少年の森では、青少年団体及び青少年育成団体の代

表からなる実行委員会を組織した上で、各団体が催しを企画し、実施した。 
 

事業名・実施日・場所 内 容 参加者数 

まんがまつり 

令和7年5月3日(土･祝) 

辻堂青少年会館 

・16ｍｍアニメ上映会 

・ゲーム・工作コーナー 

・Nゲージ展示 

・似顔絵コーナー 

・チャリティバザー ほか 

＊こども実行委員会で企画、実施 

283人 

みらい子どもフェスタ 

in 少年の森 

令和7年5月5日(月･祝) 

少年の森 

青少年団体・青少年育成団体企画の

事業、参加団体共同による事業 

・藤沢市青少年育成協議会 

・藤沢市青少年指導員協議会 

・藤沢市科学少年団 

・藤沢市宇宙少年団 

・藤沢SL少年団 

・藤沢市子ども劇場 

・藤沢市ボーイスカウト連絡会 

・藤沢市ガールスカウト連絡会 

・少年の森ボランティアクラブ 

・藤沢市青少年活動リーダーバンク 

・放課後児童クラブ 

協力：スーパーシニアボランティア、

慶応義塾大学 

＊委託先：みらい子どもフェス

タ in少年の森実行委員会 

3,277人 
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事 業 名 内    容 

青少年団体・青

少年育成団体

交流事業 

【成果】 

 青少年活動指導者の養成と団体の活動の推進を図ることを目的に、青少年団体

及び育成団体より選出された団体交流実行委員会が、研修会を企画･実施した。

研修会では、指導者に求められるコミュニケーションスキルの向上を図るととも

に、参加団体相互の交流を促進し、団体間の連携強化に繋げることができた。 

＊企画 団体交流事業実行委員会 

事業名・実施日・場所 内 容 参加者数 

青少年団体交流事業 

令和 8年 2月 4日(水) 

研修会「ペップトークによる青少

年とのペップコミュニケーショ

ン術」 

講師：日本ペップトーク普及協会 

斎川 大介 氏 

38人 

青少年ボラン
ティアステー
ション 

【成果】 

 市内在住、在学、在勤の 15歳(高校生)から概ね 30歳までの青少年にボランテ

ィア機会を提供するため、青少年ボランティア登録制度として、広く登録を周知

した。単発事業や宿泊事業等、様々な形式のボランティア活動の機会を提供する

ことができた。 

 令和 7年度登録者数  71名 

 主な受け入れ事業 

  青少年国際化推進事業、自然体験活動事業、海とあそぼう、 

あそびスタジオ 等 
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 (4) 青少年施設の活用 

事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(青少年会館) 

(少年の森) 

(児童館) 

【成果】 

 本財団が指定管理者として管理運営する青少年施設において、それぞれの施設

の設置目的や地域の特性に沿った社会参加活動事業、自然体験活動事業及び子育

て支援事業等を実施した。 

 

① 藤沢市青少年会館 

【藤沢青少年会館】 

【辻堂青少年会館】 

 

② 藤沢市少年の森 

 

③ 藤沢市立児童館 

【大鋸児童館】 

【辻堂児童館】 

【鵠洋児童館】 
 

事業名 延べ参加者数 

あそびスタジオ・学習支援イベント 他 

全 22事業 
17,939人 

事業名 延べ参加者数 

クラブ事業･居場所事業･伝承文化 他 

全 82事業(うち 2事業中止) 
16,557人 

事業名 延べ参加者数 

森のマルシェ 他  

全 78事業(うち 4事業中止) 
11,016人 

事業名 延べ参加者数 

夏まつり･ピヨピヨクラブ 他  

全 14事業 
4,859人 

事業名 延べ参加者数 

クリスマス演奏会･SDGｓ事業 他  

全 14事業 
5,356人 

事業名 延べ参加者数 

中学生とふれあいの場･鵠洋レンジャー他 

全 21事業 
5,480人 
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事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(児童館) 

(地域子どもの家) 

【辻堂砂山児童館】 

【石川児童館】 

 

④ 藤沢市地域子どもの家 

【湘南台子どもの家】 

【片瀬子どもの家】 

【羽鳥子どもの家】 

【中里子どもの家】 

【藤沢子どもの家】 

【鵠沼子どもの家】 
 

事業名 延べ参加者数 

あいのたねプロジェクト 他 

全 17事業 
5,002人 

事業名 延べ参加者数 

ぼうけんじま FANクラブ 他 

全 15事業 
6,944人 

事業名 延べ参加者数 

丸太小屋まつり 他 

全 5事業(うち 1事業中止) 
1,361人 

事業名 延べ参加者数 

片瀬こどもらんどまつり 他 

全 7事業(うち 1事業中止) 
1,602人 

事業名 延べ参加者数 

はとりんぼ大会 他 

全 9事業 
586人 

事業名 延べ参加者数 

ギネス大会 他 

全 7事業 
1,213人 

事業名 延べ参加者数 

Fプレイスまつり 他 

全 10事業 
2,318人 

事業名 延べ参加者数 

鵠っ子まつり 他 

全 4事業 
409人 
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事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(地域子どもの家) 

【大越子どもの家】 

【大庭子どもの家】 

【六会子どもの家】 

【長後子どもの家】 

【鵠南子どもの家】 

【八松子どもの家】 

【本町子どもの家】 

【秋葉台子どもの家】 

【高谷子どもの家】 
 

事業名 延べ参加者数 

ギネスチャレンジ大会 他 

全 7事業 
460人 

事業名 延べ参加者数 

子どもの家まつり 他 

全 6事業 
574人 

事業名 延べ参加者数 

子どもの家まつり 他 

全 6事業 
219人 

事業名 延べ参加者数 

わんぱく城まつり 他 

全 6事業 
351人 

事業名 延べ参加者数 

開館記念行事 他 

全 5事業 
423人 

事業名 延べ参加者数 

七夕まつり 他  

全 4事業 
270人 

事業名 延べ参加者数 

子どもの家まつり 他 

全 6事業 
1,816人 

事業名 延べ参加者数 

ちびパラまつり 他 

全 6事業 
653人 

事業名 延べ参加者数 

こどもの日まつり 他 

全 6事業 
489人 
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事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(地域子どもの家) 

【俣野子どもの家】 

【村岡子どもの家】 

【大道子どもの家】 
 

事業名 延べ参加者数 

ギネス大会 他 

全 7事業 
474人 

事業名 延べ参加者数 

のびランまつり 他 

全 8事業 
537人 

事業名 延べ参加者数 

わくわくランドまつり 他 

全 6事業 
772人 
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2 青少年施設の管理運営 

 (1) 指定管理施設(青少年施設)管理運営 

事 業 名 内    容 

藤沢市青少年

会館管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 藤沢市の青少年健全育成の中心的な施設として、体験活動を始めとする多種多

様な事業を展開し、体験の機会を提供した。令和 7年度は、こどもたちが安心し

て過ごせる居場所の提供に加え、自習に取り組むためのスペースの確保やボラン

ティアの協力による学習支援活動を実施し、青少年の主体的な学びを支える環境

づくりに努めた。また、フリースクール団体への支援を行うなど、多様な背景を

持つこども・若者が地域の中でつながりを持てるよう、関係団体との連携を図っ

た。さらに、青少年団体や地域団体と協働し、青少年会館まつり等を開催するこ

とで、青少年の社会参加や世代間交流の機会を創出し、地域とともに青少年を育

む拠点としての役割を果たすことができた。 

利用者総数 

■ 藤沢青少年会館   40,549人(令和 6年度 37,832人) 

区 分 人 数 区 分 人 数 区 分 人 数 

個
人
・
団
体
別 

個 人 13,905人 
居
住
別 

市 内 38,021人 

階
層
別 

大学生 2,412人 

市 外 2,528人 勤労青少年 1,408人 

団 体 26,644人 
階
層
別 

小学生 6,033人 指導者 2,039人 

中学生 5,716人 未就学児 1,331人 

高校生 6,783人 
その他

(一般含む) 
14,827人 

■ 辻堂青少年会館   22,032人(令和 6年度 20,937人) 

区 分 人 数 区 分 人 数 区 分 人 数 

個
人
・
団
体
別 

個 人 10,124人 
居
住
別 

市 内 18,955人 

階
層
別 

大学生 197人 

市 外 3,077人 勤労青少年 58人 

団 体 11,908人 
階
層
別 

小学生 9,472人 指導者 1,070人 

中学生 5,333人 その他 
(一般含む) 5,246人 

高校生 656人 
 

藤沢市少年の

森管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 御所見市民センターをはじめ、地域の小中学校、遠藤笹窪谷公園、各種地域団

体等と継続的に連携し、利用者、関係団体、地域住民とのコミュニケーションを

積極的に図った。これらの関係づくりを通じて、既存利用者とのつながりを深め

るとともに、新たな利用者層の開拓にも取り組み、地域に開かれた施設としての

役割をより一層高めることができた。また、ゴールデンウイーク期間の事業、森

の音楽会、森のマルシェに加え、森のフリーマーケットや自然体験フェスティバ

ルなど、多世代が気軽に参加できるイベントを企画・実施し、地域のにぎわい創

出と交流促進に寄与した。さらに、たき火スペースの常設化、ハイキングコース

の整備、園内地図の周知など、誰もが安心して利用できる環境づくりにも取り組

み、利用者満足度の向上と施設の魅力向上につなげた。 

 利用者総数   69,703人(令和 6年度 73,528人) 

ﾃﾞｲｷｬﾝﾌﾟ キャンプ 一般利用 多目的広場 宿泊研修施設 主催事業 

2,710人 344人 40,667人 13,362人 1,604人 11,016人 
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事 業 名 内    容 

藤沢市立児童

館管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 児童館では、児童福祉法に基づく児童厚生施設として、こどもたちの健全な遊

びの場を提供するとともに、地域における子育て支援の拠点として、地域の方々

と協働・連携しながら各種事業を実施した。令和 7年度は、ランドセル来館を大

鋸児童館と鵠洋児童館で実施するとともに、辻堂児童館、辻堂砂山児童館、石川

児童館で試行し、こどもたちが安心して過ごせる環境づくりを進めることができ

た。 

利用者総数          155,080人(令和 6年度 149,014人) 

■ 大鋸児童館        28,752人(令和 6年度 23,076人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

1,694 

人 

14,978

人 

6,179

人 

3,013

人 

168 

人 

2,720 

人 

13,658

人 

15,094

人 

28,752 

人 

■ 辻堂児童館        38,849人(令和 6年度 35,343人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

3,331

人 

18,551

人 

9,209

人 

2,452

人 

147 

人 

5,159 

人 

21,040

人 

17,809

人 

38,849

人 

■ 鵠洋児童館        29,592人(令和 6年度 30,602人) 

■ 辻堂砂山児童館      28,492人(令和 6年度 33,179人) 

■ 石川児童館        29,395人(令和 6年度 26,814人) 
 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

3,928

人 

14,149

人 

5,003

人 

1,077 

人 

213 

人 

5,222 

人 

17,666

人 

11,926

人 

29,592

人 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

3,679

人 

12,552

人 

5,880

人 

1,479 

人 

397 

人 

4,505

人 

15,582

人 

12,910

人 

28,492

人 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

3,773 

人 

9,419

人 

7,291

人 

3,488 

人 

323  

人 

5,101 

人 

20,194

人 

9,201 

人 

29,395

人 
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事 業 名 内    容 

藤沢市地域子

どもの家管理

運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 地域子どもの家は、「地域市民との協働による管理運営」、「地域の子どもは

地域で見守り育てる」を基本理念のもと、地域のボランティアである運営委員会

や見守る人と連携・協力し、こどもたちの安全・安心な遊びの拠点、居場所を提

供した。令和 7年度は特に施設内飲食に積極的に取り組み、前年度を上回る利用

者があった。 

利用者総数 265,282人(令和 6年度 270,488人) 

施設名 湘南台 片 瀬 羽 鳥 中 里 藤 沢 鵠 沼 

人 数 14,813人 13,473人 12,004人 12,426人 33,300人 20,170人 

施設名 大 越 大 庭 六 会 長 後 鵠 南 八 松 

人 数 7,122人 11,754人 13,898人 11,647人 11,687人 13,193人 

施設名 本 町 秋葉台 高 谷 俣 野 村 岡 大 道 

人 数 10,993人 6,653人 16,868人 12,029人 16,941人 26,311人 

 
 

合 計 

265,282人 

 

(2) SL広場管理運営  

事 業 名 内    容 

SL広場管理運営 【成果】 

 SL 広場では蒸気機関車として走っていた SL「しおかぜ号」の屋外展示を行う

とともに、毎月ミニ SL運転会を開催し、多くのこどもたちが SLに親しみ、その

魅力を身近に感じられる機会を提供した。また、SLまつりでは SL「しおかぜ号」

の運転室開放やミニ SL乗車体験を実施し、こどもたちの関心を高めるとともに、

地域に親しまれる事業として交流の機会を創出した。 

① ミニ SL運転会の開催 

② SLまつりの開催 
 

実施日 内 容 延べ参加者数 

通年(原則毎月 1回) 

SL広場 
ミニSL・ミニ鉄道の乗車会 11,679人 

実施日 内 容 延べ参加者数 

令和7年10月13日(月・祝) 

ミニSL・ミニ鉄道の乗車会 

SL「しおかぜ号」運転室開放 

(午前10時～午後6時) 

2,019人 
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 (３) 少年の森宿泊研修施設管理運営 

事 業 名 内    容 

藤沢市少年の

森宿泊研修施

設管理運営 

 少年の森では、青少年の宿泊を伴う自然体験活動や、青少年指導者等を対象と

した研修の場として、本財団が所有する宿泊研修施設「かわせみハウス」の管理

運営を行った。自然豊かな環境を活かし、こどもたちが日常では得られない体験

を通して自主性や協調性を育む機会を提供するとともに、指導者に対しては実践

的な研修の場として活用した。また、通年での利用促進を図るため、利用が少く

なくなる冬期には小学生を対象としたキャンプを企画し、季節に応じた自然体験

の魅力を発信した。 
 
 利用者総数   1,604人(令和 6年度 1,657人) 

団体数 幼児以下 小学生 中学生 高校生 おとな 合 計 

104団体 179人 694人 43人 62人 626人 1,604人 

 

【施設概要】 

建物    木造 2階建 

施設内容  研修ホール、シャワールーム、宿泊室 定員 40人 

利用対象  18歳以下の方で 10人以上の団体やグループ 要指導者引率 

青少年健全育成を目的に研修を行う、10人以上の団体やグループ 

 

3 その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 内    容 

広報・情報事業 【成果】 

 本財団のホームページにおいて、施設案内や事業募集に関する情報を随時更新

し、利用者への情報提供に努めた。また、藤沢市少年の森では、ブログ「もーり

ーブログ」･X･Instagramを活用し、青少年会館では、X「ふじさわみらいユース」

を通じて、施設や事業に関する情報をタイムリーに発信することで、施設利用者

や事業参加者が必要な情報を得やすい環境づくりを進め、利用者の利便性の向上

を図った。さらに、青少年会館および少年の森で実施する事業情報を直接配信す

る LINE 公式アカウント「ふじさわみらいユース」では、約 700 人の登録者に対

し、事業開催に関する情報提供を行った。 
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【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

１ 物品販売事業 

 (1) 青少年施設での自動販売機設置・物品販売事業 

事 業 名 内    容 

自動販売機で

の清涼飲料水

等販売 

【成果】 

 藤沢・辻堂青少年会館、藤沢市少年の森、藤沢市立児童館(大鋸、辻堂、辻堂

砂山、石川)、藤沢市地域子どもの家(湘南台、鵠南、中里、村岡、片瀬、羽鳥、

大庭、長後、秋葉台)において、自動販売機での清涼飲料水等を販売し、施設利

用者へのサービス向上を図った。また、自動販売機業者から販売手数料を徴収し、

事業利益の一部は指定管理事業をはじめとする公益目的事業の実施にかかる費

用に充当し、その充実を図った。 

施設名 手数料収入額 自動販売機台数 

藤沢青少年会館 284,407円 2台 

辻堂青少年会館 165,450円 1台 

藤沢市少年の森 936,259円 4台 

藤沢市立児童館 217,398円 4台 

藤沢市地域子どもの家 813,517円 9台 

合 計 2,417,031円 20台 

キャンプ活動

用消耗品及び

物品販売等 

【成果】 

 藤沢市少年の森において、キャンプ活動に必要な消耗品や野外炊事用の薪販売

等を行い、利用者の利便性の向上とサービスの充実を図った。 

施設名 区分 収入額 

藤沢市少年の森 物品販売手数料等 75,960円 

合 計 75,960円 
 

青少年施設に

おける写真販

売 

【成果】 

 青少年健全育成事業の活動風景を撮影した写真について、本格的に写真販売事

業を開始し、対象事業を拡大したことで、利用機会の増加と認知向上を促進し、

サービスの充実と収益の拡大の両立を実現することができた。今後も、販売手法

の工夫や対象事業のさらなる拡充を図り、継続的なサービス向上と安定的な自主

財源の確保につなげていく。 

 

 

 

 

施設名 手数料収入額 

藤沢青少年会館 166,685円 
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2 その他市受託事業 

 (1) 藤沢市から受託する青少年健全育成事業 

事 業 名 内    容 

藤沢市はたち

のつどい記念

事業 

 

【成果】 

 はたちのつどい実行委員会を設置し、実行委員 9 名が 6 月から月 1～2 回程度

集まり、第二部記念事業の企画や出演団体の調整、案内状の作成、SNS(Instagram)

での情報発信や当日配布パンフレットの作成等を行った。また、藤沢商工会議所

と藤沢市商店会連合会の協力により、対象者に市内飲食店の割引やサービスを提

供した。なお、当日参加できない方を対象に式典の様子をオンライン配信した。 

＊委託先 2026年藤沢市はたちのつどい実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

令和8年1月12日(月･祝) 

藤沢市民会館 

大ホール他 

はたちを祝う集いを開催し、式典と記念

事業を実施した。 
2,672人 

親子ふれあい

コンサート 

【成果】 

 名曲を通して青少年の情操と共感する心を養うとともに、親子・異年齢の青少

年がふれあう機会を提供することを目的に実施した。令和 7年度は、市民会館休

館を前に、初めて湘南台文化センター市民シアターを会場として開催した。会場

変更により定員は前回よりも 400人少ない 600人となったが、定員を上回る 646

人の応募があり、事業への関心の高さがうかがえた。当日は客席で体を動かした

り声を出したりしながら、身体全体で音楽を楽しむ親子の姿を見られ、音楽を通

じた豊かな体験と交流の機会となった。 

＊企画・運営 第 27回藤沢市親子ふれあいコンサート実行委員会 

 実施日・場所 内 容 参加者数 

令和7年12月7日(日) 

湘南台文化センター 

市民シアター 

親子で楽しめる唱歌や器楽のコンサ

ート 
504人 

青少年体験学

習事業 

「ふじメシ 

～地元野菜の収

穫体験×オリジ

ナルピザづくり

～」 

【成果】 

 「ふじメシ～地元野菜の収穫体験×オリジナルピザづくり～」をテーマに、藤

沢市内の畑で事業協力農家から野菜の栽培や収穫・出荷までの流れを学び、こど

もたちが自らの手で各種野菜を収穫し体験した。また、収穫した野菜及び地元の

畜産物などを使い、オリジナルピザを作り食した。藤沢市内にも畑があることや

スーパー等に野菜が並ぶまでの過程を知ることで、農業に携わる方々への感謝や

自然の大切さを学び、一つひとつの食材や食事自体を大切にする気持ちが育め

た。 

＊委託先 青少年体験学習事業実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

令和7年12月20日(土) 

湘南台市民センター

他 

地元農家の協力のもと、畑での野菜の
収穫体験や収穫までの過程を学んだ。

また、自分の手で収穫した野菜や地元
の畜産物などを使い、オリジナルピザ
を作り食した。 

小学校 

5～6年生 

22人 
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放課後児童健全育成事業   
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Ⅰ 事 業 総 括  

 本財団は令和６年度にこども家庭庁の「こどもまんなか宣言」の趣旨に賛同し、「こどもまんなか

応援サポーター宣言」を行いましたが、令和７年度は国の放課後児童クラブ運営指針が改定され、よ

りこどもの意見をクラブ運営に反映させるものとなりました。このため、従来の指導指針を見直し、

新たに支援の指針を策定いたしました。 

 本指針では、こどもを中心に据えた価値観を共有し、一人ひとりのこどもを主体として尊重するこ

とを重視し、大人とこどもがともに考え、学び合う場を大切に、あたたかな児童クラブをつくりあげ

ていくことを基本理念といたしました。 

 また、児童クラブの日常を離れた自然体験活動においては、藤沢市の立地を生かし、海での遊びや

農業体験、野外炊事など、多様な活動を実施しました。これらの体験を通して、こどもたちは仲間と

の絆を深めるとともに、自然から多くの刺激を受け、豊かな学びを得ることができました。 

 一方で、夏季には熱中症などのリスクもあるため、こどもの安全を最優先に考え、実施時期や内容

を工夫しながら活動を行いました。 

 事業全体としては児童クラブ集会について、昨年度に引き続き「子どものホンネ・大人のホンネ」

をテーマとして開催し、登壇者によるパネルディスカッションや参加者同士の意見交換を実施し、こ

どもに対する理解を深められる機会となりました。 

 オープンエア・コミュニティ（児童クラブ交流会）では、財団児童クラブ及び全事業課、地元企業

の協賛に加え、今年度は新たに他事業者の児童クラブの参加もいただき、他事業者と共に取り組むこ

とで、市内児童クラブのさらなる発展につなげてまいりました。 

 広報面では、活動の様子を写真等で伝える取り組みに加え、昨年度より開始したデータ販売により、

多くの保護者の関心を高めてまいりました。また、デザインツールを活用したおたよりや動画の作成

により、視覚的な分かりやすさを向上させ、活動内容への理解と安心感の醸成に努めてまいりました。 

 職員体制については、働きやすい環境づくりややりがいのある職場づくりに取り組み、退職者の減

少と安定的な人員確保を図ってまいりました。また、人材育成においては、「自立自走できる職員像」

を目指し、個々の振り返りに加え、職員同士の対話を通じた振り返りを実施することで、多様な視点

からの気づきを促進してまいりました。 

 さらに研修では、外部講師を招き「子どもの自立や主体性」をテーマとした学びの機会を設けると

ともに、経験年数や個々の課題に応じた研修を実施し、職員の資質向上に努めてまいりました。 

 施設整備の面では、鵠洋小学校区の第２どろんこ児童クラブの運営を令和７年度末で終了しました。

これに伴い、財団運営の２クラブと他事業者運営の３クラブの区割りを見直し、利用者の選択制を試

行いたしました。 

 放課後児童クラブのニーズが依然高まりを見せている中で、他事業者の児童クラブとの連携を図る

場として「藤沢市放課後児童クラブ事業者協議会」においてクラブの状況など情報交換を行い、藤沢

市の児童クラブの運営に寄与してまいりました。引き続き、財団としてのスケールメリットを生かし

た事業展開や保護者や地域との連携を強化し、こどもたちにとって安心・安全な居場所となるよう努

めてまいります。 
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Ⅱ 事業の実施状況 

【青少年の健全な育成を目的とする事業(定款第4条第1項第1号)】 

１ 放課後児童健全育成事業 

 (1) 児童クラブの管理運営   

事 業 名 内    容 

児童クラブの

管理運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 就労等の理由により、放課後等に保護者が家庭にいない児童のために、適切な

遊びや生活の場を提供するとともに、保護者や地域住民の積極的な協力を得て、

児童クラブの管理運営を行った。 

 また、課題となっている入所料の口座振替について、次年度に導入することで

調整し、さらなる利用者の利便向上と事務処理の効率化を図った。 

① 対象 

  市内在住・在学の小学生（入所要件あり） 

② 開設時間 

区 分 開 設 時 間 

通常授業時(月曜日～金曜日) 午後 0時 30分から午後 7時まで 

短縮授業時 午前 10時 30分から午後 7時まで 

学校長期休業日(土曜日含む) 
午前 8時から午後 7時まで 

学校行事等振替休日 

※午後 6時から午後 7時までは延長利用の申込みが必要(別料金) 

③ 活動内容 

 ・児童の安全と健康を守り、豊かな心を育てる。 

 ・遊びを通して自主性・社会性・協調性を培う。 

 ・生活の場を提供し、生活習慣を身につける。 

 ・家庭との日常的な連絡、情報交換を行う。 

 ・地域活動への参加等、地域の特性を生かした活動を行う。 

 ・その他、児童の健全な育成を助ける活動を行う。 

④ 入所児童数                       (単位：人) 

施設名 
期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 施設名 

期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 

どろんこ 70 64 -6 おおぞら 60 54 -6 

風の子 46 33 -13 なかさと 48 40 -8 

杉の子 60 48 -12 つばめ 51 51 0 

チンチロ 60 56 -4 はやぶさ 60 50 -10 

芝の子 51 40 -11 いるか 73 54 -19 

どんぐり 54 41 -13 てんとう虫 55 52 -3 

コロリン 44 42 -2 麦の子 60 60 0 

浜 見 48 39 -9 はばたき 60 51 -9 

わんぱく 38 36 -2 そよかぜ 58 47 -11 

うさぎ 75 69 -6 すまいる 70 66 -4 
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事 業 名 内    容 

児童クラブの

管理運営 
 

⑤ ICTの活用 

  入所電子申請に関わる内容等に変更が生じたため、システム改修を行った。 

施設名 
期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 施設名 

期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 

ありんこ 53 40 -13 やまびこ 56 44 -12 

ひまわり 60 58 -2 かがやき 60 58 -2 

つばさ 53 44 -9 ひだまり 59 53 -6 

ちびっこ 51 46 -5 こぐま 60 47 -13 

なかよし 57 47 -10 キラリン 60 59 -1 

さくらんぼ 65 64 -1 菜の花 70 70 0 

かもめ 38 33 -5 虹の子 60 53 -7 

ごしょみ 55 47 -8 かわせみ 60 56 -4 

いちょう 60 47 -13 第2どろんこ 45 38 -7 

小 羊 50 44 -6 あさがお 60 49 -11 

めだか 60 48 -12 ほしのこ 38 31 -7 

たんぽぽ 60 51 -9 海の子 58 47 -11 

たいよう 60 58 -2 コスモス 60 55 -5 

よつば 56 54 -2 森の子 60 55 -5 

さわやか 45 41 -4 クローバー 54 54 0 

ぽてんこ 56 51 -5 はちみつ 60 45 -15 

みつばち 54 47 -7 空の子 39 36 -3 

はすいけ 70 68 -2 合計 3,103 2,731 -372 

児童クラブ施

設 

 

【成果】 

 藤沢市放課後児童クラブ整備計画により、次の施設において、開設、閉鎖を行

った。 

① 施設の開設(令和 7年 4月 1日から) 

  空の子児童クラブ(高砂) 

② 施設の閉鎖(令和 8年 3月 31日まで) 

  第 2どろんこ児童クラブ(鵠洋) 

 片瀬小学校区住民の方からの寄付金により同小学校区の児童クラブで施設の改

修・修繕を行った。 

① どんぐり児童クラブ 

  トイレ・洗濯場の改修工事等 

② いるか児童クラブ 

  屋根・外壁の修繕、園庭一部の改修工事等 

58



事 業 名 内    容 

児童クラブ施

設 
 

施設所在地・設置小学校区 

施設名 所在地 
設置 

小学校区 
施設名 所在地 

設置 

小学校区 

どろんこ 鵠沼桜が岡 3-16-9 鵠 洋 おおぞら 湘南台 2-13-8 4F 六 会 

風の子 辻堂西海岸 2-1-14 高 砂 なかさと 宮原 3557-1 中 里 

杉の子 大庭 8323-5,6 善 行 つばめ 川名 256-13-202 新 林 

チンチロ 藤が岡 2-3-5 2F 大 道 はやぶさ 湘南台 6-5-18 湘南台 

芝の子 羽鳥 4-10-7 明 治 いるか 片瀬 5-18-18 片 瀬 

どんぐり 片瀬 5-14-4 片 瀬 てんとう虫 遠藤 641-3 滝の沢 

コロリン 弥勒寺 1-15-16 村 岡 麦の子 羽鳥 1-1-70 明治・羽鳥 

浜 見 辻堂西海岸1-4-1 1F 浜 見 はばたき 辻堂東海岸 2-6-18 辻 堂 

わんぱく 大鋸 976 大 鋸 そよかぜ 亀井野 865-3 天神・六会 

うさぎ 下土棚 524-1 富士見台 すまいる 長後 707 長 後 

ありんこ 遠藤 641-3 滝の沢 やまびこ 大鋸 976 大 鋸 

ひまわり 湘南台 5-29-3 1F 湘南台 かがやき 本町 1-12-17 4F 藤 沢 

つばさ 辻堂東海岸 2-6-18 辻 堂 ひだまり 本鵠沼 2-4-27 鵠 沼 

ちびっこ 石川 646-9 駒 寄 こぐま 羽鳥 3-17-16 2F 羽 鳥 

なかよし 西俣野 2665-1 俣 野 キラリン 弥勒寺 1-12-15 村 岡 

さくらんぼ 高倉 2259-4 長 後 菜の花 下土棚 524-1 富士見台 

かもめ 川名 181-25 新 林 虹の子 大庭 8323-5,6 善 行 

ごしょみ 宮原 3557-5 御所見 かわせみ 朝日町 3-3 大 道 

いちょう 遠藤 3096-2 秋葉台 第 2どろんこ 鵠沼松が岡 5-9-4 鵠 洋 

小 羊 羽鳥 4-5-28 羽 鳥 あさがお 湘南台 5-29-3 2F 湘南台 

めだか 白旗 1-4-11 大清水 ほしのこ 石川 646-8 駒 寄 

たんぽぽ 大庭 5062-1 小 糸 海の子 辻堂 6-16-9 1F 高 砂 

たいよう 亀井野 495 六 会 コスモス 遠藤 3096-2 秋葉台 

よつば 鵠沼海岸 4-7-34 2F 鵠 南 森の子 羽鳥 3-17-16 1F 明治・羽鳥 

さわやか 本町 1-9-1 藤 沢 クローバー 鵠沼海岸 4-7-34 3F 鵠 南 

ぽてんこ 本鵠沼 2-4-27 鵠 沼 はちみつ 遠藤 2023-17 1F 石 川 

みつばち 石川 1-1-21 石 川 空の子 辻堂西海岸 2-1-14 高 砂 

はすいけ 鵠沼藤が谷 4-16-3 鵠 洋    
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事 業 名 内    容 

全体事業 

児童クラブ集会 

 

【成果】 

 「子どもが真ん中 育てあい」を恒久テーマに、保護者から事前に集めた「子

育ての悩み」と、児童クラブから集めた「こどもの悩み」にこどもが答えていく

動画を作成。当日は保護者、運営委員、市内児童クラブ運営事業者、年長児保護

者等、児童クラブに関わる人たちが、一堂に集い、動画上映とパネルディスカッ

ションを実施した。パネルディスカッション後は参加者が小グループに分かれ

て、活発な意見交換をすることで、参加者それぞれが達成感を得ることができた。 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 

令和7年6月14日(土) 

大道小学校 

【第一部】 

  パネルディスカッション・動画上映 

  「子どものホンネ 大人のホンネ２」 

 登壇者 

  村上 孝行 氏 

 (片瀬小学校前校長) 

  大山 正一 氏 

 (たいよう児童クラブ運営委員長) 

  古川 未歩 氏 

 (あさがお児童クラブ保護者) 

  筏井 弥生 

 (そよかぜ児童クラブクラブ長) 

 

【第二部】意見交換 

  小グループに分かれて意見交換 

91人 

全体事業 

児童クラブ交

流会 
 

【成果】 

 財団の全児童クラブを南北に分け、市内 2か所の公園において、「オープンエ

ア･コミュニティ」と題して親子･地域交流事業を実施した。各クラブが工夫を凝

らしたゲームや工作を用意し、発表用ステージではこどもたちの生き生きとした

姿が見られ、交流会に華やかさを添えた。 

 また、実行委員として関わった保護者が、交流会を通してこどもたちや他の保

護者、職員と交流し、イベントを盛り上げたことで、「子どもまん中」の実現に

近づくことができた。終了後の実行委員へのインタビューでは、「児童クラブに

協力したい」という思いや、「実行委員としてのやりがいを感じた」といった前

向きな意見が多く寄せられた。さらに、児童クラブの活動を広く周知するため、

地域や関係企業に協賛を依頼し、多くの賛同を得ることができた。今年度は他事

業者の参加もあり、藤沢市の児童クラブとしての交流も深まった。今後も、参加

者同士の交流を大切にしながら、より一層楽しめる内容へと発展させていく。 

  

 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 

令和7年 11月 15日(土) 

湘南台公園 リズムけん玉の発表、ゲーム、

工作、ステージ発表など 

2,227人 

令和 7年 11月 29日(土) 

神台(シークロス)公園 
2,189人 
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事 業 名 内    容 

全体事業 

広報活動 

【成果】 

 日頃の児童の活動の様子や今後の予定等をお知らせするため、各児童クラブか

ら、毎月保護者に向けて児童クラブだよりを発行した。 

 児童クラブの広報誌「みんなあつまれ」は、保護者及び関係者にも配付し、児

童クラブを運営する上で大切にしている思いや願いを伝え、児童クラブへの理解

を図ることを目的に発行した。 

 ホームページではこれから入所する児童の保護者を含め、広く児童クラブの存

在や活動内容を知ってもらうために、児童クラブでの遊びや生活について特集を

行った。 
 

区分・発行時期 内 容 発行部数 

各児童クラブだより 

月 1回以上 

児童の様子や行事についてお知らせ及び

報告等 

各児童クラ

ブの約

3,000世帯 

児童クラブ広報紙 

年 3回 

(7月、12月、3月) 

「みんなあつまれ」 

第 114号「自由遊びについて」 

第 115号「言葉がけのちから」 

第 116号「『明日も行きたい』と思える

居場所を目指して」 

配付先 保護者、理事、評議員、 

    運営委員、小学校 他 

延べ

12,000部 

ホームページの更新 

児童クラブの紹介等 

  6月 児童クラブの入所歓迎会の様子 

  8月 児童クラブ集会の報告 

  9月 児童クラブの夏休み活動報告 

 10月 児童クラブ交流会の告知 

  1月 児童クラブ交流会の報告 

  3月 児童クラブまつりの報告 

 

児童クラブ入所申込の案内 

 10月 入所受付期間の案内 

    入所案内配付開始のご案内 

 11月 一次入所受付の案内 

 12月 二次入所受付の案内 

  1月 三次入所受付の案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61



事 業 名 内    容 

自主事業 

自然体験活動 

 

【成果】 

 「日常的な自然体験活動」と「豊かな自然の中でこどもの好奇心をくすぐるよ

うな、非日常的な自然体験活動」を通じて、仲間との協働や自然と共生する意識

を高め、新たな発見や感性を育み、豊かな成長を促すための取組を行うことがで

きた。 
 

実施日・場所 内 容 

年間を通して、施設周

辺地域から県内全域の

各地で実施 

デイキャンプ、野外炊事、ネイチャーゲーム、ビーチク

リーン、田植え・稲刈り体験、ワークショップなど 

自主事業 

クラブまつり 

 

【成果】 

 夏から秋にかけての気温上昇に伴い、小学校の運動会の日程変更や 11月 12月

に開催される児童クラブ交流会との区別化を図る中で、これまでの開催時期を見

直し、夏休み明けの 9月、年明け 1月、2月に実施した。その結果、各クラブ、

様々な工作やゲームコーナー、日常の遊びを発展させた生活発表など、まつりに

向けて適切なねらいや目的をもって実施することができた。 
 

実施日・場所 内 容 

令和 7年 9月～ 

令和 8年 3月 
ゲームコーナーや工作、生活発表 

自主事業 

クラブ間 

交流会等 

 

【成果】 

 近隣の児童クラブが集まって、けん玉交流や遊びを通じた交流を行った。 

 (オンライン開催の行事も含む) 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 

令和7年8月5日(火) 

六会小学校 
水鉄砲交流 

４クラブ（えとす含む） 

156人 

令和7年8月8日(金) 

各児童クラブ 
けん玉リモート交流(オンライン) 

6児童クラブ 

259人 

令和7年8月27日(水) 

各児童クラブ 
けん玉リモート交流(オンライン) 

6児童クラブ 

297人 

令和7年12月26日(金) 

藤沢小学校 
フットベース交流 

8児童クラブ 

208人 

令和8年1月6日(火) 

浜見小学校 

遊び交流 

(フットベース、ドッジボール、

大縄跳び、トランプ、オセロ、将

棋、マンカラ、けん玉、缶ゴマ） 

7児童クラブ 

213人 

令和8年1月7日(水) 

村岡小学校 

あそびっこ交流（かるた、こま、

マンカラなど） 

6児童クラブ 

194人 

令和8年1月7日(水) 

湘南台小学校 
けん玉交流 

6児童クラブ 

272人 

令和8年1月31日(土)  

藤沢駅地下広場 
ストリートパフォーマンス 

3児童クラブ 

104人 
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事 業 名 内    容 

その他 

自主事業 

 

 

事業名 内 容 

入所歓迎会 

 2年生以上が計画、準備を進め、当日は児童クラブの
生活の中で培った、けん玉の技やダンスなどを披露し、
手作りのプレゼントを用意して、新しい仲間を歓迎し
た。 

遠足 

 プラネタリウム、科学館見学やプログラミング、公園、
スケート場、野外活動広場など、市内外の施設を訪問し、
様々な体験をすることができた。また、アスレチックや
自然に触れ、仲間との感動を共有する時間となった。近
年の温暖化による熱中症に留意しつつ、こどもたちが公
共の場でのルールやマナーを学ぶ機会となった。 

節目としての行事 

  こどもたちの児童クラブの生活がより豊かなもの
となることを目的に実施し、七夕飾り、大掃除、節分豆
まき、ひなまつり工作等の体験を通してこどもたちが日
本の伝統的な文化に触れ、季節感を感じることのできる
機会となった。 

地域との交流活動 

 地域の一施設としての認知を深めるため、地域のおま
つりにおいて、けん玉やダンスのステージ発表、工作ブ
ースの出店などを行った。また、地域の防災活動への参
加や、クラブまつりにおいて地域の参加者と交流するな
ど、地域と児童クラブの関係を深める活動を実施した。 

防災・防犯 

 

 

事業名 実施日・場所 内 容 

防災訓練 

随時(年3回以上) 

各児童クラブ 

児童館と併設クラブは児童

館と合同開催 

 災害について学ぶ機会

とするとともに、災害が

発生した際に適切な行動

がとれるよう避難訓練を

行った。また、今年度は9

月に全児童クラブを対象

に、一斉に避難訓練を実

施した。 

防災体験 

消防訓練 
各児童クラブ 

 消火器の使い方や 119

番通報の仕方を学んだ。

(参加希望クラブ) 

防災体験 

地震体験車 
各児童クラブ 

 地域ごとにまとまり、

年間を通して実施した。 

(参加希望クラブ) 

不審者対策訓練 各児童クラブ 
不審者対応訓練を各クラ

ブにおいて実施した。 
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事 業 名 内    容 

会  議 
 

 

会議名 内 容 

本課会議 

 管理職と本課職員により、児童クラブにおける事務

執行上の課題や重要事項について検討した。 

毎月 1回開催 

職員会議 

 本課職員及び全クラブ長間で、事業及び会議の報告
や本課からの事務連絡、課全体の予定の確認など情報
共有を図った。 
※4月、6月、10月、1月、3月を対面、他をオンライ
ンと対面の併用で開催した。 
 毎月 1回開催(8月を除く) 

児童クラブ運営会議 

 課長補佐、本課支援担当及びブロック長の上級主査
により、ブロック長会議での課題等を協議決定した。 

毎月 1回開催 

ブロック長会議 

 課長補佐、本課児童支援担当主査、ブロック長によ
り、児童クラブにおける重要事項について協議すると
ともに、組織的な課題について検討した。 
毎月 1回開催 

ブロック会議 

 市内 55クラブを 10ブロックに分け、ブロック長が
中心となって、円滑な児童クラブ運営のための意見交
換と情報共有を図った。 
 毎月 1回開催 

ブロック 

ミーティング 

 昨年度は 3ブロックで試行し、今年度から全ブロッ
クで実施した。メンバーについてはブロック会議と同
様とし、ブロック会議の内容についてのフォローアッ
プやクラブでの困りごとや悩み事を話題にするなど、
ブロック内のクラブが円滑に運営できるよう情報共
有を行った。 

毎月 1～2回程度開催 

児童クラブ 

ミーティング 

 児童クラブごとに、活動や児童指導、保護者対応等
について検討するとともに、各種会議の報告をし情報
共有を図った。 
毎月 2回開催 その他必要に応じ随時開催。 

運営委員長会議 

 各児童クラブの運営委員長に対し、児童クラブの事

業や研修、収支予算等について説明及び報告を行っ

た。また、藤沢市職員にも出席いただき、児童クラブ

整備計画の説明や各児童クラブの状況等を報告して

いだき、情報共有を図った。 

年 2回開催(5月、1月) 

運営委員会 

 「地域のこどもは地域で見守り育てる」を基本に、自
治会長、民生委員、青少年指導員、学校長、保護者等の
方々で構成される運営委員会にて、行事の計画や報告等
を行い、助言や活動への支援をいただいた。 
年3回開催  

保護者懇談会 

 各児童クラブにてこどもたちの様子をプロジェクター
を活用し、写真や動画での報告や活動の予定を説明し、
保護者からのご意見や感想など、意見交換の場として開
催した。 年4回開催 
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【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

１ 物品販売事業 

 (1) 児童クラブにおける活動風景の写真販売等  

事 業 名 内    容 

児童クラブに

おける写真販

売 

【成果】 

 児童クラブの活動を撮影した写真のプリント販売やデータ販売を行い、利用者

へのサービス向上を図るとともに、自主財源の確保に向け、さらなる普及に努め

た。 
 

施設名 手数料収入額 

55施設 合計 1,731,365円 

折り込み広告 【成果】 

 利用者へ折り込み広告を配付、配架し、サービス向上を図るとともに、自主財

源の確保に向け、周知拡大を図りさらなる普及に努めた。 
 

施設名 手数料収入額 

児童クラブ事務局 550,669円 
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Ⅰ 事 業 総 括 

 令和７年度は、藤沢市及び関係団体等と連携し、「藤沢市スポーツ都市宣言」及び「藤沢市スポー

ツ推進計画２０２９」に基づいた事業施策に取り組みました。 

 市民一人ひとりが「いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも」スポーツに親しみ、生涯にわた

り健康で豊かなスポーツライフを楽しめるよう環境づくりを推進し、スポーツ実施率の向上及び施設

利用者数の拡大に努めました。 

 令和１１年度までの５年間の藤沢市運動施設等の指定管理者として、初年度となる令和７年度は、

プール・トレーニングルーム・サウナ浴室の「定期券サービス」や、秩父宮記念体育館・秋葉台文化

体育館トレーニングルームの開館日拡大、駐車場の２４時間３６５日利用、トイレの洋式化の推進な

ど、提案した事業を着実に推進し、市民の利便性向上に努めました。また、令和６年度の生涯スポー

ツ推進委員会で提言された夏季開催事業の安全性と熱中症対策や施設運営に関する課題などを管理運

営に生かすとともに、市民に愛される施設づくりに取り組みました。 

 事業運営については「こどもまんなか」に配慮した「教室事業」を展開し、こどもたちの体力向上

を目的とした事業及び高齢者を対象とした介護予防やフレイル予防など、各世代のニーズに応じた多

種多様なスポーツ教室を実施し、市民の体力向上・健康増進に寄与しました。また、多くの市民が悩

みを抱え、社会問題でもある「生活習慣病対策」などに対応するため、公益財団法人藤沢市保健医療

財団と連携した事業を推進するとともに「健康増進施設」の認定を目指した準備も進めてきました。 

 さらに共生社会の実現を目指し、障がいのあるなしに関わらず誰もが様々なスポーツに親しめるよ

う「ボッチャ大会」、「ふれあいスポーツ交流会」などを実施するとともに、併せてこのような事業

を支えるボランティアの養成講習会等を開催し、インクルーシブスポーツの推進を通して共生社会の

実現に取り組みました。 

 地域特性を生かしたスポーツ活動の推進については、「ビーチバレー大会」や「ふじさわセーリン

グフェスタ」などを関係団体と協力して開催し、市民のスポーツ活動の充実を図りました。 

 また、湘南藤沢市民マラソンは公認ハーフマラソンの認定を受けたことにより、更に注目度を集め

る大会となりました。前回大会の参加ランナーからの声を反映し、改善することで、引き続き満足度

の向上に努めてまいります。この他、「藤沢市立中学校部活動地域展開推進業務」や「校外水泳授業

実施業務」においては、藤沢市と協力し、これまでの実績を生かした取り組みを推進し、特に校外水

泳授業では、休館日対応に加え、新たに特定日の午前中を占有利用とすることで、こどもたちに安全

安心な水泳授業を提供しました。 

令和５年度から担っている藤沢市スポーツ団体の事務局業務においては、新たに「藤沢市スポーツ

少年団本部」の事務局を担当し、市内スポーツ団体の相互の連携・協力体制を強化することで、藤沢

市のスポーツ推進に寄与しました。 

 最後に、令和７年度は施設の老朽化対策や、物価高騰など社会的な情勢とも向きあう年度となりま

した。限られた予算の中で効率的な施設運営を常に意識し利用者が快適に過ごせる施設環境の整備に

向け、指定管理施設の修繕計画書を作成し藤沢市へ提出いたしました。引き続き、管理施設を拠点に

地域や関係団体と連携を図り、市民のスポーツ・レクリエーション活動を推進してまいります。 
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Ⅱ 事業の実施状況 

【市民の健康づくりと生涯スポーツの推進を目的とする事業(定款第4条第1項第2号)】 

１ 各種スポーツ教室・大会等の開催 

 (1) 各種スポーツ教室の開催 

事 業 名 内    容 

スポーツ教室 【成果】 

 公益的な観点から藤沢市広報や本財団ホームページ、SNS 等を活用して、広く参

加希望者を公募し、幅広い年齢層の方と障がいのある方も参加できる市民の多様な

ニーズに対応した教室及び講習を実施した。応募者多数で定員を超えた場合には公

正な抽選により受講者を決定した。 

合計 316教室実施 

■秩父宮記念体育館 

■鵠沼運動施設 

■秋葉台運動施設 

■石名坂温水プール 

■全施設合計 

＊就学援助応援プログラム(就学援助世帯への減額措置) 

 84教室にて実施を計画 

 55教室実施：対象者 117人(全参加者 1,639人中 7.14％) 

 

 

 

 

 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

ゆったりシニアヨガ 他 

全 91教室 
14,722人 21,497人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

個人スイムレッスン他 

全 82教室 
10,571人 20,103人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

夏休み小学生ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ体験 他 

全 81教室(ｻｲｸﾙｵｰﾌﾟﾝ day含む) 
11,708人 18,732人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

小学生スイム 2025年間 

クラス 他  全 62教室 
3,225人 13,136人 

教室数 受講者数 延べ受講者数 

316教室 40,226人 73,468人 

秩父宮 就学援助対象 18教室   対象者受講 10教室 16人/198人    

鵠沼  就学援助対象 31教室   対象者受講 25教室 56人/811人 

秋葉台 就学援助対象 23教室   対象者受講 11教室 18人/464人 

石名坂 就学援助対象 12教室   対象者受講  9教室 27人/166人 

69



事 業 名 内    容 

開放事業 

(有料) 

個人使用 

【成果】 

 多様な市民ニーズに対応した個人種目の日時を設定し、有料開放を実施した。気

軽にスポーツに親しむことができるよう、定期的な活動の場を提供することで、市

民のスポーツ実施率の向上及び生涯スポーツの推進が図られた。 

■秩父宮記念体育館(主に 9種目) 

 

■秋葉台文化体育館(主に 6種目)

 駐車場スペースを有効活用し、こどもたちのコミュニケーションを図る場と自転

車の交通安全意識の向上を図る場として開放を実施した。(秋葉台運動施設) 
 

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

バドミントン 40回 1,507人 

1回 

大人 

200円 

こども 

100円 

ソフトテニス 16回 142人 

バスケットボール 21回 641人 

バウンドテニス 21回 288人 

卓球 84回 1,641人 

弓道 46回 467人 

太極拳 20回 298人 

剣道 18回 118人 

アーチェリー 12回 50人 

武道室臨時 49回 93人 

合 計 5,245人  

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

ソフトテニス 29回 171人 

1回 

大人 

200円 

こども 

100円 

バドミントン 29回 1,033人 

卓球 149回 4,898人 

弓道 20回 66人 

アーチェリー 22回 132人 

バスケットボール 28回 806人 

柔剣道場(臨時使用) 94回 162人 

合 計 7,268人  

開放事業(有料)合計 13,339人 

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

サイクルオープン Day 7回 826人 

1回 

こども 

200円 

合 計 826人  
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事 業 名 内    容 

開放事業 

(無料) 

【成果】 

 インクルーシブスポーツやパラスポーツの普及･拡大等を目的に、ローリングバ

レーボール、パラバドミントン、ボッチャ、パラ卓球の会場として継続的な無料開

放事業を実施した。(秩父宮記念体育館) 

 スポーツを通じて身体機能の活性化を図る場として、障がいがある方を対象に、

月 2回(7月を除く)テニスコート 1面の無料開放事業を実施した。(八部公園) 

 

 

 こどもたちの体力低下が著しく社会問題となっている昨今、遊びを通じた体力向

上を目的に毎月第 2日曜日(7・8月除く)を「こどもプール無料開放日」とした。 

 

 小中学生のスポーツ教室参加者を対象に、教室を欠席した日数分を「施設利用券」

として還元する「一般遊泳振替制度」を設け、施設利用の促進とこどもの体力向上

に努めた。 
 

実施種目 施設名 実施回数 利用者数 

ローリングバレーボール 秩父宮記念体育館 10回 149人 

パラバドミントン 秩父宮記念体育館 12回 117人 

ボッチャ 秩父宮記念体育館 12回 98人 

パラ卓球 秩父宮記念体育館 12回 63人 

ふれあいテニス開放 
八部公園 

人工芝テニスコート 
23回 186人 

合 計 69回 613人 

緑の卓球台(屋外) 
秩父宮記念体育館 345日 

随時利用 

可能 
秋葉台公園 345日 

施設名 実施回数 利用者数 

八部公園プール 10回 910人 

秋葉台公園プール 10回 595人 

石名坂温水プール 10回 488人 

合 計 30回 1,993人 

施設名 振替制度利用者数 

八部公園プール 62人 

秋葉台公園プール 32人 

石名坂温水プール 45人 

合 計 139人 
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事 業 名 内    容 

ベビースイム

Day 
 

【成果】 

 水の入替え清掃前の休館日を有効活用し、一般開放時には遊泳することができな

い乳幼児を対象にプール開放を実施した。 
 

実施日・場所 参加者数 

令和7年9月16日(火) 
秋葉台公園プール 

乳幼児123人、保護者147人 
270人 

令和7年9月16日(火) 
石名坂温水プール 

乳幼児 30人 保護者 35人 
65人 

令和 8年 3月 9日(月) 
秋葉台公園プール 

乳幼児75人、保護者58人  
133人 

合 計 468人  

敬老の日・スポ

ーツの日無料開

放 

【成果】 

 敬老の日には 60 歳以上の利用者を対象に、また、スポーツの日には全利用者を

対象に、各施設の個人使用を無料開放とし、市民がより運動に親しめる環境づくり

に努めた。 
 

施設名 
敬老の日

利用者数 

スポーツの日 

利用者数 

秩父宮記念体育館トレーニング室 53人 254人 

八部公園トレーニングルーム・プール・サウナ 292人 556人 

秋葉台公園トレーニングルーム・プール・サウナ 192人 347人 

石名坂温水プール 72人 225人 

合 計 609人 1,382人 

障がい者プール

開放 

(プール障がい

者無料開放) 

【成果】 

 プールを通じたインクルーシブスポーツの推進として、障がいがある方の多様な

スポーツ活動や身体運動の促進を目的に本事業を企画し、障がい者が水に親しむ機

会を提供した。 

 

 

実施日・場所 参加者数 

令和8年2月15日(日) 
石名坂温水プール 

本人5人  付添4人  関係者3人        

合 計 12人  
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事 業 名 内    容 

関連団体等との

連携による健康

づくり・生涯ス

ポーツ推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■藤沢市スポーツ推進課・同健康づくり課、藤沢市保健医療財団、慶應義塾大学・

同大学院健康マネジメント研究科・スポーツ医学研究センター及び日本体育大学と

の事業連携による健康づくり及び生涯スポーツ推進事業 

【成果】 

 藤沢市におけるスポーツ都市宣言の理念に基づく推進事業や健康寿命の延伸と

健康格差の是正を目的に関連各課でのイベント実行委員会に参画するとともに、令

和 7年度も『事業連携に関する覚書』を藤沢市保健医療財団、慶應義塾大学健康マ

ネジメント研究科・慶應義塾大学スポーツ医学研究センター、日本体育大学との締

結を更新し、身体活動促進による QOLの向上と生涯スポーツの推進に寄与した。 

 特に日本体育大学との包括連携協定においては、生涯スポーツ推進のマネジメン

ト実習生を受入れ、次世代の人材育成にも寄与した。 
 

実施日 事業名 参加者数 

①令和7年5月31日(土) 

②令和7年8月30日(土) 

③令和7年10月4日(土) 

④令和8年3月7日(土) 

 ～3月 8日(日) 

FUJISAWA SPORTS PARK 2025 

① 健康編 

② プロスポーツ編 

③ パラスポーツ編 

④ ソーシャルスポーツ編 

① 1人派遣 

② 1人派遣 

③ 5人派遣（車いす体験） 

④ 備品貸出 

令和7年8月1日(金)～ 

令和7年8月5日(火) 
慶應オンラインラジオ体操 

Zoom：    67人 

YouTube：約 80人 

令和7年10月5日(日) 
骨と関節の健康フェスティバ

ル(健康づくり課・医師会) 

5人派遣 

簡易体力測定 110人 

令和7年11月8日(土)～ 

令和8年1月25日(日) 

日本体育大学実習生受入 

① ふれあいスポーツ交流会 

② 観光ロゲイニング 

③ パラスポーツフェスタ 

④ 湘南藤沢市民マラソン 

施設管理運営実習 12人

① 1人 

② 1人 

③ 2人  

④ 4人 

介護予防推進事業 ■藤沢市いきいきシニアセンター『健康づくり運動講座』への指導者派遣 

施設名 回 数 派遣期間 派遣指導者数 

やすらぎ荘 6回 令和 7年 5月～ 

令和 8年 3月 

実施 

延べ 6人 

湘南なぎさ荘 6回 延べ 6人 

こぶし荘 8回 延べ 8人 

合 計 20回  延べ 20人 
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事 業 名 内    容 

トレーニングル

ームの運営 

① 登録講座 

【成果】 
 利用者が安全に正しいトレーニングを実施し、快適に施設を利用できるように努め
た。また、3施設での登録カードの共通化及び登録データの共有化も定着し、さらに
安定的で効率的な管理運営が図られた。 

施設名 回 数 実施期間 参加者数 

秩父宮記念体育館 112回 
令和 7年 4月～ 

令和 8年 3月 

実施 

1,074人 

鵠沼運動施設 142回 1,289人 

秋葉台文化体育館 105回 974人 

合 計 359回  3,337人 
 

② プログラムの提供 

【成果】 

 トレーニング登録者を対象とし、トレーニングルームの継続使用を促進するた
め、幅広い講座内容と効率的なトレーニング方法を提供し、市民の健康ライフをサ
ポートした。 

■秩父宮記念体育館 

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

体成分測定・印刷 139回 

令和7年4月～ 

令和8年3月 

随時 

139人 100円 

          合 計 139人 13,900円 

■鵠沼運動施設 

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

パーソナルトレーニング 745回 
令和7年4月～ 

令和8年3月 
745人 3,000円 

体成分測定・印刷 39回 

令和7年4月～ 

令和8年3月 

随時 

39人 100円 

合 計 784人 2,238,900円 

■秋葉台運動施設 

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

健康づくりトレーニング 76回 
令和7年9月～ 

令和8年3月 
76人 1,200円 

パーソナルトレーニング 89回 
令和7年4月～ 

令和8年3月 
89人 3,000円 

体成分測定・印刷 84回 
令和7年4月～ 

令和8年3月 
84人 100円 

合 計 249人 366,600円 

■トレーニングルーム年間利用者数 

施設名 利用者数 

秩父宮記念体育館 54,900人 

鵠沼運動施設 54,741人 

秋葉台文化体育館 49,922人 

合 計 159,563人 
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事 業 名 内    容 

地域プロスポー

ツチームとの協

働教室事業 

【成果】 

 藤沢市を拠点とする各プロスポーツチームと各種教室等を協働で開催し、次世代

を担うこどもたちに、トップアスリートと触れ合う機会を提供することで、スポー

ツへの関心を高めるとともに、スポーツ推進に努めた。 

■湘南ユナイテッド BC バスケットボールスクール 

 

※第 1期から第 4期までで期毎に開催しており、参加者数は各期の合計人数。 

■神奈川フューチャードリームス公式チアパフォーマンスチーム「Dream Girls」

チアダンススクール(市受託事業) 

※6月～9月週 1回の開催。受講者数は、小学校 1年～3年生及び小学校 4年～6年

生クラス、全 12回の合計人数。 

■神奈川フューチャードリームス ベースボールスクール(対象:小 1年～3年) 

 

※10月末から 11月上旬までの週 1回の開催で参加者数は全 6回の合計人数。 

実施期間 回数 場 所 参加者数 

令和 7年 4月～ 

令和 8年 3月 

1～3期36回 

4期48回 
秩父宮記念体育館    260人 

令和 7年 4月～ 

令和 8年 3月 
1～4期40回 秋葉台文化体育館    113人 

実施期間 回数 場 所 参加者数 

令和 7年 6月～ 

令和 7年 9月 
全12回 秩父宮記念体育館 

1～3年生 141人 

4～6年生 94人 

実施期間 回数 場 所 参加者数 

令和 7年10月～ 

令和 7年11月 
6回 八部公園野球場   86人 

スポーツ講演

会･クリニック

の開催 

■湘南ユナイテッド BCバスケットボールクリニック(市受託事業) 

【成果】 

 市内の小学生を藤沢市広報及び本財団ホームページ、SNS 等にて公募し、プロバ

スケットボールチーム「湘南ユナイテッド BC」のトップ選手から、直接指導が受け

られる機会を提供した。 

＊主催：藤沢市バスケットボール協会、本財団 

 協賛：スポーツデポ、アイスコ 

 講師：湘南ユナイテッド BC 所属選手 

■湘南ベルマーレフットサルクリニック 

藤沢市広報及び本財団ホームページ、SNS 等にて公募し、プロフットサルチーム

「湘南ベルマーレ」のトップ選手から、直接指導が受けられる機会を提供した。 

＊主催：本財団 

 協力：株式会社小田原スポーツマーケティング 

実施日 場 所 参加者数 

令和 7年 8月 5日(火)  秩父宮記念体育館 70人 

実施日 場 所 参加者数 

令和 7年 5月 25日(日) 秋葉台文化体育館 50人 
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事 業 名 内    容 

スポーツ講演

会･クリニック

の開催 

■令和 7年度 第 41回 スポーツ人の集い(講師:慶應義塾大学 加藤貴昭 教授) 

【成果】 

 慶應義塾大学環境情報学部教授で同大学体育会硬式野球部部長の加藤貴昭氏を

講師に招き、『熟達者のコツと新たなスポーツの展開』をテーマに人間工学及び、ス

ポーツ心理学に携わる研究職の知見から講演いただき、中高生や指導者からも好評

だった。 

 主催：藤沢市体育協会、藤沢市 

 共催：本財団 

実施日 場 所 参加者数 

令和8年2月23日(月･祝) 藤沢市民会館 小ホール 約 240人 

日本赤十字社正

規講習会 
【成果】 

 日本赤十字社が普及事業として展開している各正規講習会を、本財団が主催事業

として開催した。 実施場所：秋葉台運動施設 

実施日 講習内容 参加人数 参加費 

令和 7年 9月 9日(火)～ 

令和 7年 9月 12日(金) 

            4日間 

水上安全法 30人 
3,900円 

(財団分 1,700円) 

令和 8年 2月 1日(日)～ 

令和 8年 2月 8日(日)  3日間 
衆議院議員選挙のため中止 

救急法 － 
4,500円 

(財団分 900円) 

合 計 30人 51,000円 
 

ジュニアのため

のスポーツ栄養

講座～手作りス

ポーツドリンク

試作・試飲ブー

ス～ 

(市受託事業) 

■ジュニアのためのスポーツ栄養講座 

～手作りスポーツドリンク試作・試飲ブース～ 

【成果】 

 熱中症予防対策の一環として、より多くの市民に手軽に自作できるスポーツドリ

ンクの試作・試飲ブースとスポーツ栄養相談コーナーを集客が見込めるイベント開

催時にブース出展し、水分のみならずミネラル分補給の大切さを啓発した。 

＊主催：藤沢市 

共催：特定非営利活動法人湘南栄養指導センター、本財団 

実施日 場 所 参加者数 

令和 7年 11月 23日(日) 
パラスポーツフェスタ2025 

(秋葉台文化体育館 2Fロビー) 
135人 
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 (2) スポーツ大会・イベント等の開催 

事 業 名 内    容 

興行的イベント ■2025年春巡業第 30回大相撲藤沢場所 

【成果】 

 国技である大相撲を「みるスポーツ」として市民に提供するため、興行の開催に

協力した。また、日本赤十字社による献血キャンペーンも実施され、社会貢献活動

の一環として全面的に協力した。(献血者数：949人) 

＊主催：大相撲藤沢場所実行委員会 

 後援：神奈川県、藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団等 

■湘南ユナイテッド BC 2025-2026シーズン B3リーグ公式戦 

【成果】 

 湘南ユナイテッド BC のホームタウンとしてホームゲームを開催し、地元プロチ

ームをサポートしながら、まちのにぎわい創出に寄与した。 

■新日本プロレス藤沢市愛の輪福祉基金チャリティー藤沢大会 
 

実施日・場所 事業名 観覧者数 

令和7年4月12日(土) 
秋葉台文化体育館 

第 30回春巡業 大相撲藤沢場所 5,400人 

実施日 開催試合数 観覧者数 

令和7年9月27日(土)～ 
令和8年3月14日(土) 

秋葉台文化体育館  6試合 

秩父宮記念体育館  6試合 

秋葉台  8,565人 
秩父宮 10,528人 

計 19,093人 

実施日 場所 観覧者数 

令和7年11月22日(土) 秩父宮記念体育館 1,542人 

ビーチバレー 

ボール 3大会 

【成果】 

 ビーチバレー国内発祥の地として藤沢市の特性を生かしたローカル大会を開催

した。市外からも多くの申込みがあり、特に初心者を中心に楽しみながらビーチス

ポーツに親しむ機会を提供できた。鵠沼海岸の夏の風物詩としてにぎわいを創出し

た。 

＊主催：藤沢市バレーボール協会、公益社団法人藤沢市観光協会、本財団 

 後援：藤沢市 

実施日 大会名 参加者数 

令和7年5月3日(土･祝) 第 31回常設コートオープン記念大会 79組 276人 

令和7年 7月 19日(土) 

令和7年 7月 20日(日) 
第 31回海の日記念大会 169組 644人 

令和7年 9月 7日(日) 
※台風 6号接近のため、急遽日

程を変更して代替大会とし

て実施した。（2日間開催➡1

日間開催に変更） 

第 33回ビーチバレー湘南 88組 352人 
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事 業 名 内    容 

みらい子ども 

フェスタ 

【成果】 

 昨年度に引き続き、他事業課の事業やイベントと日程が重なって、参加者が引き

合いにならないように開催日を調整するとともに、従事職員を手厚くしながら、よ

り充実したイベントになるよう分散と集中を心掛けて本事業を開催した。秋葉台会

場ではカラダ健康フェスタと同時開催にしたことで、様々なスポーツを体験するだ

けでなく、親子で健康づくりについて考える契機となるイベント事業になった。 
 

実施日 場 所 主な内容 参加者数 

令和7年5月4日(日･祝) 鵠沼運動施設 
野球場開放, 

ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ等 
15,512人 

令和7年5月6日(火･振休) 秋葉台運動施設 
ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ体験、ｱｰﾃｨ

ｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ公演等 
7,166人 

合 計 22,678人 

カラダ健康フェ

スタ  

～体力年齢を知

ろう～ 

【成果】 

 前年度に引き続き本財団における主力事業「みらい子どもフェスタ」開催日に合

わせて実施し、相乗効果を得ることができた。特にこれまで課題だった子育て世代

にアプローチでき、健康寿命の延伸に寄与するイベントとして、藤沢市並びに藤沢

市保健医療財団、健康づくり普及推進団体健康ふじさわと連携しながら多くの市民

への働きかけに寄与できた。 

＊主催：本財団 

 共催：藤沢市健康づくり課、公益財団法人藤沢市保健医療財団 

 協力：健康づくり普及推進団体健康ふじさわ 

 後援：藤沢市 

実施日・場所 内 容 参加者数 

令和7年5月6日(火･振休) 

秋葉台文化体育館 

新体力テスト（参加者数） 264人 

血圧測定 (149人) 

体組成測定 (66人) 

立ち上がりテスト (60人) 

足趾力測定 (215人) 
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事 業 名 内    容 

ノルディック 

ウォーキング 

【成果】 

 藤沢の豊かな自然を満喫しながら歩くことを目的とし年間 3 回のウォーキングを企

画した。雨天により 6 月の回が中止となってしまったが、昨年より多くの申込みがあ

ったことや、高齢者が気軽に参加できるイベントであることから、今後も継続して開

催したい。 

■秋葉台運動施設 

ノルディックウォーキング① ～境川遊歩道散策コース～ 

 

ノルディックウォーキング② ～江ノ島散策コース～ 

 

ノルディックウォーキング③ ～小出七福神めぐり散策コース～ 
 

実施日・場所 参加者数 参加費 

令和 7年 6月 10日(火) 

湘南台公園～御殿辺公園 

雨天中止 

(申込17人) 
1,000円 

実施日・場所 参加者数 参加費 

令和 7年 10月 28日(火) 

奥田公園～江の島島内 
15人 1,000円 

実施日・場所 参加者数 参加費 

令和 8年 1月 15日(木) 

県立茅ヶ崎里山公園～ 

茅ヶ崎市内寺院 

14人 1,000円 

2025スポーツク
ライミングボル
ダーみらぞうカ
ップ(新規) 

【成果】 

アーバンスポーツ活動の推進を目的として、小学 3年生から 6年生までの初心者を
公募し、スポーツクライミング(ボルダー)の競技会を開催した。ボルダーは高さ 5m
以下の壁に設けられた複数の課題を登る競技で、制限時間内にその課題を登りきった
回数(完登数)を競った。 

＊主催：藤沢市山岳・スポーツクライミング協会、本財団 

協力：レディオ湘南、あいおいニッセイ同和損保、ウスイホーム、フォージボルダ
リング、カチル、ジェイウォールアセント、クライミングジムライズ、ボル
ダリングジムロック＆ウォール、タウンニュース藤沢、関水スポーツ 

 

実施日・場所 内  容 参加者数 

令和 7年 6月 22日(日) 

秋葉台文化体育館 

ボルダー競技 B2(5～6年生) 

B3(3～4年生) 

  19人 

     27人 
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事 業 名 内    容 

救急の日 

イベント 

【成果】 

 プール施設における普及啓発イベントとして実施した。一次救命処置をはじめ着衣
泳や救助法のデモンストレーションを中心に、見て学べ、手に触れた経験をしながら
自分自身や身近な人の命を守る知識を紹介した。 
 

実施日・場所 事業名 参加者数 

令和 7年 6月 29日(日) 

石名坂温水プール 
夏目前！石名坂救急豆知識 1,787人 

令和 7年 7月 20日(日)  

八部公園プール 

藤沢市八部公園『夏の救急フェア』 

※藤沢市消防局コラボ開催 
915人 

令和7年11月23日(日･祝) 

秋葉台公園プール 
秋葉台公園プール『元気祭』 2,303人 

合 計 5,005人 

おはよう！キ

ュンとするま

ち。藤沢 ラジ

オ体操 2025 

～めざそう健

康寿命日本一

～ 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市と本財団で「健康寿命日本一」を目指した取り組みの一環として、藤沢市独

自のラジオ体操会「おはよう！キュンとするまち。藤沢 ラジオ体操会」を多数の市内

企業等の協力のもとで実施した。昨年度に引き続き市内南北二拠点で開催し、参加者

の拡大を図った。また慶應スポーツ SDGsのオンラインラジオ体操との連携で相互の事

業での周知活動に協力し、更なる参加者拡大を図った。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団 

 協力：藤沢市スポーツ推進委員協議会、株式会社かんぽ生命保険藤沢支店、株式会

社ジェイコム湘南・神奈川(湘南・鎌倉局)、株式会社大塚製薬工場、朝日生

命保険相互会社湘南支社藤沢営業所湘南台営業所、住友生命保険相互会社湘

南支社、第一生命保険株式会社湘南支社、明治安田生命大船支社湘南営業所・

辻堂営業所・藤沢営業所、公益財団法人藤沢市保健医療財団、慶應義塾大学

スポーツ SDGs 

実施日・場所 内  容 参加者数 

令和7年7月27日(日) 

秋葉台公園球技場 

藤沢駅前ｻﾝﾊﾟｰﾙ広場 

・ラジオ体操ワンポイントレッスン 

・ラジオ体操第 1・第 2 

  体操講師： 藤元 直美 氏 

        沼田 彩(財団職員) 

秋葉台 243 人

駅前  102人 

計  345人 

他団体等との

イベント・大

会・教室 

【成果】 

 他団体や企業との共同開催や、スポーツイベントの招致・共催・後援等により、地

域性や環境を生かしたビーチスポーツやトップレベルの大会を開催した。また、夏休

みに小学生を対象とした、インクルーシブスポーツ体験教室を藤沢市社会福祉協議会

と共催し、インクルーシブスポーツ活動への関心を高め、生涯スポーツの推進に努め

た。 

◎主な共催・後援事業    ■共催・後援事業合計 27件 
 

実施日・場所 事業名 参加者数 

①令和7年7月29日(火) 

②令和7年8月6日(水) 

秩父宮記念体育館 

夏休みふくし体験教室 

(車いすバスケットボール  

・ゴールボール)(社福)藤沢

市社会福祉協議会主催 

共催 
① 14人 

② 15人 

令和7年11月13日(木)～ 

令和8年3月1日(日) 

秋葉台文化体育館ほか 

やまゆり杯小田急旗争奪第

49回神奈川県 

家庭婦人バレーボール大会 

後援 
319チーム 

延べ 6,000人 
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事 業 名 内    容 

神奈川県及び 

湘南藤沢カッ

プ全国中学生

ビーチバレー

大会 

【成果】 

 日本のビーチバレー発祥の地、鵠沼海岸にて中学生の県大会と全国大会を開催した。

県大会ではロシアカムチャッカ半島で起きた地震に伴う津波警報・注意報が湘南地域

に発令されたため急遽大会を予備日に変更し、開催した。 

 また、全国大会の開会式には昨年に引き続きスペシャルゲストとして地元藤沢市出

身でパリオリンピック日本代表の石井美樹選手に参列いただき、中学生たちに激励の

言葉と試合間に交流をしていただき、トップアスリートとのふれあいを通じて次世代

育成と競技の発展に寄与した。 

 

＊主催：公益財団法人日本バレーボール協会、一般社団法人日本ビーチバレーボール

連盟、藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団 

 主管：湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会実行委員会 

    (構成：一般財団法人神奈川県バレーボール協会、藤沢市バレーボール協会、

公益社団法人藤沢市観光協会、事務局：本財団) 

 後援：スポーツ庁、一般財団法人地域活性化センター、神奈川県、神奈川県教育委

員会、神奈川県ビーチバレーボール連盟、藤沢市体育協会、藤沢市中学校体

育連盟バレーボール専門部、公益財団法人小田急財団 

 協力：公益社団法人藤沢市観光協会 

実施日・場所 内  容 参加者数 

令和7年8月1日(金) 

鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

ｿﾞｰﾝ 

第 19回神奈川県中学生 

ビーチバレー大会 

男子47チーム 

女子35チーム 

合計82チーム439人 

令和7年8月16日(土)～ 

8月17日(日) 

鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

ｿﾞｰﾝ 

湘南藤沢カップJVA第16回全

日本ビーチバレーボール U15

選手権大会 4人制 

男子40チーム 

女子43チーム 

合計83チーム435人 

みらい水泳大会

及び泳力認定

進級テスト 

【成果】 

 泳力認定進級テストについては、本財団のオリジナル泳力認定制度として実施して

おり、日頃の練習成果を確認できる機会として、市民が泳法技術・体力の向上を目指

すモチベーションの一助となっている。 

みらい水泳大会 

※事前キャンセル等により手数料等の計上あり 

泳力認定進級テスト  
 

実施日 施設名 参加者数 参加費 

令和 7年 8月 4日(月) 秋葉台公園プール 62人   3,000円 

合 計 62人  189,300円 

実施日 施設名 参加者数 参加費 

令和7年8月25日(月) 八部公園プール 126人 500円 

令和7年12月23日(火) 石名坂温水プール 111人 500円 

令和8年3月24日(火) 石名坂温水プール 114人 500円 

合 計 351人 175,500円 
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事 業 名 内    容 

秋葉台カヌー

Day 
【成果】 

 河川や海に比べ、安全に操船できるプール(秋葉台公園・流水プール)でカヌー体験

を楽しむ機会を提供した。 
 

実施日 参加者数 実施日 参加者数 

令和 7年 8月 5日(火) 13人 令和7年8月19日(火) 14人 

令和 7年 8月 6日(水) 16人 令和7年8月20日(水) 10人 

令和 7年 8月 7日(木) 14人 令和7年8月21日(木) 15人 

令和 7年 8月 8日(金) 15人 令和7年8月22日(金) 15人 

合 計 112人 

車いすバスケ

ットボール体

験 

【成果】 

 藤沢市バスケットボール協会と協働し、公募した市内の小学生がパラアスリートと

ふれあいながら、車いすのチェアワーク体験と選手から直接車いすバスケットボール

のハンドリング指導が受けられる貴重な機会を提供するとともに、パラスポーツに対

する理解を深めることができた。 

主催：藤沢市バスケットボール協会、本財団 

協力：湘南スポーツクラブ 

実施日・場所 事業名 参加者数 

令和7年8月11日(月･祝) 

秋葉台文化体育館 
車いすバスケットボール体験 

午前：40人 

午後：39人 

ビーチバレー

ジャパン JVA第

39 回全日本ビ

ーチバレーボ

ール選手権大

会 男子 

【成果】 

 ビーチバレーにおける国内最高峰の全日本選手権大会の開催を施設管理者として側

面的にサポートした。大会初日は強風が吹き荒れる中の開催だったが、特に大きな混

乱なく、大会を終えることができた。藤沢の地域特性を踏まえた「みるスポーツ」を

提供できた。 

主催：公益財団法人日本バレーボール協会、藤沢市 

共催：一般社団法人日本ビーチバレーボール連盟 

後援：本財団 

実施日 場 所 参加者数 

令和7年8月11日(月･祝)～ 

8月13日(水) 
鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｿﾞｰﾝ 

56チーム 

112人 

第 17 回秋葉台

キッズアクア

スロン 

【成果】 

 小学生を広く公募し、水泳とランニングで競う競技会。小学生向けの個人競技大会

が少ない中、競技スポーツの楽しさを体感でき、身近に家族がこどもたちを応援でき

る大会として企画した。熱中症対策を強化し夏休み期間中に開催した。 
 

実施日 場 所 参加者数 

令和 7年 8月 17日(日) 
秋葉台公園屋外プール 

秋葉台文化体育館外周路 
67人 
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事 業 名 内    容 

湘南オープン

ウォータース

イミング 2025 

～江の島スイ

ムツアー～ 

【成果】 

 NPO 法人湘南マリンオーガニゼーションが主催し、本財団も実行委員会に参画する

オープンウォータースイミングの大会において、江の島を会場に行う集団泳『江の島

スイムツアー・江の島 15分泳、30分泳』の運営を行った。15分泳は実施できたが、30

分泳は天候不良(雷)のため急遽中止とした。 

＊主催：特定非営利活動法人湘南マリンオーガニゼーション、湘南オープンウォー 

    タースイミング実行委員会 

 共催：本財団 

実施日・場所   参加者数 

令和7年9月13日(土) 

片瀬海岸東浜 

江の島スイムツアー  

(15分泳：6人、30分泳：中止、合計6人) 

第 9回ふじさわ

セーリングフ

ェスタ 2025in

江の島 

(市受託事業) 

【成果】 

 東京 2020オリンピック競技大会セーリング競技会場の江の島ヨットハーバーにて、

オリンピック・レガシーを未来に繋ぐイベントとして、誰でも安心して乗船できるユ

ニバーサル艇(ハンザクラス)を用いたセーリング体験イベントを実施した。定員 100

人に対して、215 人の申込みがあり、公正なる抽選にて参加者を決定した。短い時間

ではあったが、実際に自らの手で操船でき、普段体験できないセーリングの魅力と楽

しさを体感できることが事業の人気と評価の高さの大きな要因となっている。 

＊主催：藤沢市、特定非営利活動法人セイラビリティ江の島、本財団 

実施日 場 所 参加者数 参加費 

①令和7年10月4日(土) 

②令和7年10月5日(日) 

江の島ヨット 

ハーバー 

湘南港 

① 47人 

① ② 48人 

合計95人 

 

小･中学生 1,000円 

障がい者 無料 
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事 業 名 内    容 

地域感謝イベント 【成果】 

 普段なかなかスポーツ施設を利用しない方にも足を運んでいただくため、誰もが楽

しめるお祭りや飲食ブースの要素を盛り込んだ催しを企画し、家族や親子で足を運ん

でいただき、楽しみながら絆を育むイベントを開催した。 

■SLまつり 

■アキバ☆マルシェ① 

実施日 内 容 参加者数 

令和7年11月1日(土) キッチンカー等 18店舗出店 

■秋葉台公園プール元気祭/藤沢北部パンまつり 

実施日 内 容 参加者数 

令和7年11月23日(日・祝) 
応急体験、モルック、綿菓子等 

パン販売 

2,303人 

6店舗出店 

■石名坂地域感謝祭 

実施日 内 容 参加者数 

令和7年12月7日(日) 
スポーツ吹矢、ふわふわドーム 

お餅つき体験 等 
717人 

■地域感謝祭 in 秩父宮記念体育館 

■アキバ☆マルシェ②＆フリーマーケット 

実施日 内 容 参加者数 

令和8年2月28日(土) 
キッチンカー等 17店舗出店 

フリーマーケット 2ブース 
 

実施日 内 容 参加者数 

令和7年10月13日 

(月･祝) 

はたらくクルマ乗車体験・展示 

フリーマーケット 
7,670人 

実施日 内 容 参加者数 

令和8年2月23日(月・祝) 
豚汁炊き出し、消防署探検ツアー、 

はたらく車乗車体験・展示 
1,508人 

湘南ベルマー

レホームゲー

ム観戦ツアー

(札幌戦) 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市もホームタウンの一つとなっているプロサッカーチームの湘南ベルマーレと

協働し、藤沢市プロスポーツチーム地域交流事業の一環として本イベントを開催した。

公募にて厳正なる抽選で選定された参加者の方々には秋葉台文化体育館に集合後、貸

切バスでレモンガススタジアム平塚へ向かい、J リーグ公式戦を観戦し、スタジアム

での白熱した応援や臨場感を楽しんだ後、記念撮影をしてから出発地に戻った。身近

な地元プロスポーツチームとして応援してもらえるよう関係性の構築に寄与した。 

＊主催：藤沢市、本財団、株式会社湘南ベルマーレ 

実施日 場  所 参加者数 

令和7年10月19日(日) 
レモンガススタジアム平塚 

(平塚市総合運動公園) 

34人 

(申込み 68人) 
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事 業 名 内    容 

藤沢市八部公

園野球フェス

ティバル With 

フューチャー

ドリームス 

(市受託事業) 

【成果】 

 神奈川県を本拠地とする神奈川フューチャードリームスの感謝祭を兼ねたフェステ

ィバルを開催し、選手と市民がふれあえる機会を創出したが、残念ながら雨天のため

中止となった。 

＊主催：神奈川県民球団神奈川フューチャードリームス 

共催：本財団 

実施日 場  所 参加者数 

令和7年10月25日(土) 八部公園野球場 雨天中止 

ふれあいスポ

ーツ交流会 

【成果】 

 障がいのある方と健常者が同じフィールドでスポーツを楽しみ、スポーツにおける

インクルージョンを考える機会を提供することができ、インクルーシブスポーツの拡

大にも着実に寄与することができた。 

＊主催：本財団 

 共催：神奈川県身体障害施設協会（ローリングバレー＆ボッチャ）、 

藤沢市中学校体育連盟卓球専門部(卓球)  

 後援：藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会(ローリングバレーボール・卓球) 

 協力：神奈川県ローリングバレーボール協会、藤沢市ローリングバレーボール協会、 

    慶應義塾大学 SFC体育(ローリングバレーボール＆ボッチャ) 

    神奈川湘南卓球クラブ(卓球) 

 協賛：ナショナルベンディング株式会社、日本卓球株式会社(卓球) 

 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

令和 7年 11月 8日(土) 

秋葉台文化体育館 

ローリングバレ

ーボール・ボッ

チャ・ボルック

交流会 

障がい者      25人 

一般参加       7人 

ボラ・研修       8人 

協会              4人 

合計 44人 

無料 

令和 7年 12月 13日(土) 

秩父宮記念体育館 

卓球交流会 

(＊中学生交流) 

障がい者       11人 

中学生        15人 

卓球部顧問       3人 

       合計  29人 

無料 

スポーツまつ

り ふ じ さ わ

2025 

【成果】 

 藤沢市(スポーツ推進課)が主導する生涯スポーツを推進する事業に、本財団も関係

団体とともに実行委員会に参画し、市民の健康増進とスポーツを気軽に楽しめる環境

づくりを目的に開催した。当日は雨天のため屋外種目は中止となった。 

＊主催：藤沢市、スポーツまつりふじさわ実行委員会 

(構成：藤沢市地区社会体育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、 

    藤沢市体育協会、藤沢市レクリエーション協会、藤沢市スポーツ少年団本部、 

    本財団) 

 

実施日 内 容(場 所)  参加者数 

令和7年11月9日(日) 
クライミング・トランポリン 

(秋葉台運動施設) 

    来場者 767人 

参加者延べ 6,979人 
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事 業 名 内    容 

第 9 回ふじさ

わ・えのしま観

光ロゲイニン

グ 

 

【成果】 

 地図をもとに、市内のチェックポイントを回り、時間内に得点を集めるロゲイニン

グを企画した。9 回目となった今回は、前年度に追加したウォークの部に加え、さら

にソロの部を設けたことで、これまでにない多くの参加を得ることができた。 

 申込方法も前年度に引き続き、アーリーエントリーからレイトエントリーまで３段

階設定することで、早い段階での参加者確保に繋げることができた。 

 

＊主催：本財団 主管：一般社団法人ポジティブスポーツ振興協会(かまく RUN) 

 後援：藤沢市 

 協力：公益社団法人藤沢市観光協会、藤沢商工会議所 

協賛：ウスイホーム株式会社 

実施日・場所 参加者数 参加費 

令和7年11月16日(日) 

秩父宮記念体育館 

及び藤沢市内 

97組 205人 
大人 2,500円～3,500円 

小･中学生 500円 

第 9回ふじさわ

パラスポーツ

フェスタ 2025 

(市受託事業) 

【成果】 

 障がい者の社会参加促進とパラスポーツの紹介を目的に市内の関係団体と実行委員

会を組織し、パラスポーツ体験イベントを開催した。前回に引き続き、会場は秋葉台

文化体育館にて開催し、園地ではパンまつり、フリーマーケットとプールでは元気祭

を同時開催し、遠方からも多くの集客を得ることができ、とても賑わった。 

 

 

＊主催：藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会、本財団 

(構成： 神奈川湘南卓球クラブ、藤沢市アーチェリー協会、藤沢市ローリングバレー

ボール協会、藤沢市山岳・スポーツクライミング協会、藤沢市肢体障害者協

会、神奈川県パラスポーツ指導者協議会、(社福)光友会、藤沢市スポーツ推

進委員協議会、(一社)善行大越スポーツクラブ、(特非)スペシャルオリンピ

ックス日本・神奈川) 

 共催：藤沢市 

 後援：神奈川県、一般財団法人かながわパラスポーツ協会 

 協力：藤沢市障害福祉法人協議会、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス、(公財)藤沢

市保健医療財団、藤沢市スポーツ連盟、江の島ボウリングセンター、 

株式会社リクルート、東京ガス株式会社神奈川西支店、湘南ドルフィンズ 

マーチングバンド、日本体育大学、(特非)湘南栄養指導センター 

 

実施日 場 所 参加者数 

令和7年11月23日(日･祝) 秋葉台文化体育館 
             来場者  710人 

        参加者延べ 4,113人 
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事 業 名 内    容 

第 16 回サイク

ルチャレンジ藤

沢 in秋葉台 

【成果】 

 健康の維持増進や、家族・仲間と手軽に楽しむことができるサイクルスポーツは

年々愛好者が増加している。本事業では自転車を楽しむ方法だけでなく、公道を安全

に走るための技術や知識を学ぶ機会を提供し、交通マナーの向上にも寄与した。 

＊主催：本財団 

 共催：ウィーラースクール・ジャパン 

協力：株式会社コーエイ企画、メリダジャパン株式会社、WAKO`S、 

    Bicycle SHOP K-Base、Team Masamichi/Team BFY Racing 

実施日・場所 参加者数 参加費 

令和7年11月24日(月･振休) 

秋葉台運動施設 
64人 500円 

モルックふじさ

わカップ（新規） 

【成果】 

 国や地域・性別や年齢・障がいの有無に関係なく、同じフィールドで誰もが楽しめ

るインクルーシブスポーツである「モルック」。今年度から藤沢市モルック協会と共

同(本財団は共催)で秋葉台公園(軽スポーツ広場)を利用して合計 2回実施した。 

＊主催：藤沢市モルック協会  共催：本財団 

 後援：藤沢市、藤沢市レクリエーション協会 

実施日 場所 参加チーム数 

令和7年11月29日(土) 

令和 8年 3月 28日(土) 

秋葉台公園 

軽スポーツ広場 

24チーム 

20チーム 

第 71 回藤沢市

駅伝競走大会 

(市受託事業) 

【成果】 

 第 71 回藤沢市駅伝競走大会は藤沢市陸上競技協会との協働事業である。今大会は

前回大会を上回る全 51 チームのエントリーがあったが、大会当日の天候不良のため

中止とした(大会前日に荒天予報により中止を決定)。 

＊主催：藤沢市、本財団 

 主管：藤沢市陸上競技協会 

 協力：藤沢北警察署、藤沢市地区社会体育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ 

推進委員協議会、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス、藤沢北交通安全協 

会、一般社団法人藤沢市建設業協会 

実施日 場 所 参加者数 

令和7年12月14日(日) 
慶応義塾大学湘南藤沢キ

ャンパス周辺コース 
荒天中止 

プレス工業 

陸上競技部 

ランニングクリ

ニック 

【成果】 

 第70回全日本実業団対抗駅伝競走大会(ニューイヤー駅伝2026inぐんま)の出場チ

ームであり、箱根駅伝で活躍した選手も在籍する地元の強豪「プレス工業陸上部」の

トップランナーから直接指導をいただける、人気のランニング教室を開催した。多く

の参加者がそれぞれの走力に合わせてランニングを楽しんだ。 

＊主催：本財団 

 協力：プレス工業株式会社陸上競技部 

実施日・場所 参加者数 参加費 

令和8年1月12日(月･祝) 

令和8年3月21日(土) 

秋葉台運動施設 

27人 
1,000円 

29人 
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事業名 内    容 

第 16 回湘南藤

沢市民マラソン

2026 

【成果】 

 マラソン大会の集客は、全国各地コロナ感染症収束後、どの大会も苦戦するなか、

関係各所の協力もあり、前回に引き続き、ハーフマラソンを開催することができた。

ハーフマラソンの他にも、10 マイルの代わりとなる種目として新設したクォーター

（約 11.2km）、毎年人気の親子ラン、特別支援学級とその保護者が 2 人 1 組で走る

チャレンジランの合計 4種目を実施した。今回はチャレンジランにおいても初めて定

員に達し、インクルーシブな大会として認知が拡がった。 

 また、協賛金等も前回大会を上回る実績となり、過去最高額を更新している。本事

業では、収入増を実現するため、引き続き協賛金の予算比率を現在の 6％から 10％に

引き上げることを目指しており、第 20回大会までの課題としている。 

 第 16回大会でも、最終的に黒字決算とすることができ、第 12回大会以降は、大会

公式 HPにて収支決算書を公開している。 

 

 

＊主催：湘南藤沢市民マラソン実行委員会、藤沢市陸上競技協会 

    (構成：藤沢市、藤沢市教育委員会、藤沢市体育協会、藤沢市地区社会体 

    育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、藤沢市スポーツ 

    少年団本部、藤沢市レクリエーション協会、藤沢商工会議所、(公社)藤 

    沢市観光協会、(一社)藤沢市商店会連合会、(一社)藤沢青年会議所、 

    (公社)藤沢市医師会、藤沢市交通安全協会、江の島片瀬漁業協同組合、 

    湘南漁業協同組合藤沢支所、神奈川県湘南地域県政総合センター、神奈川県 

    藤沢土木事務所、（公財)神奈川県公園協会、(株)湘南なぎさパーク、(株)

新江ノ島水族館、東日本旅客鉄道(株)、小田急電鉄(株)、江ノ島電鉄(株)、

湘南モノレール(株)、神奈川中央交通東(株)藤沢営業所、京浜急行バス(株)

鎌倉営業所、(株)ジェイコム湘南・神奈川 湘南・鎌倉局、藤沢エフエム放

送(株)、国際ロータリー第 2780地区、ライオンズクラブ国際協会 330-B地

区 1ゾーン、(一社)湘南読売会、(株)江ノ電バス、藤沢市障がい者スポーツ 

    連絡協議会、(株)リビエラリゾート、市民代表、本財団) 

 主管：藤沢市陸上競技協会 

 協力：藤沢警察署、茅ヶ崎警察署、茅ヶ崎市、海上自衛隊厚木上級海曹会、 

    藤沢市交通指導員、(公社)藤沢市医師会、藤沢市赤十字奉仕団、ふじさ 

    わ救命普及推進会、鎌倉市陸上競技協会、茅ヶ崎市陸上競技協会、寒川 

    町陸上競技協会、綾瀬市陸上競技協会、大和市陸上競技協会、藤沢市放 

    課後支援事業者連絡会 

 後援：神奈川県、神奈川県教育委員会 

 事務局：本財団 

実施日・場所 出場者数 参加費 

令和 8年 1月 25日(日) 

江の島・湘南海岸 

ハーフ   ：5,853人 

クォーター ：1,812人 

親子ラン  ：823組 

チャレンジラン：49組 

ハーフ   ：8,500円 

クォーター ：7,000円 

親子ラン  ：6,000円 

チャレンジラン：6,000円 
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事業名 内    容 

湘南ユナイテッ

ド BC アウェー

ゲーム観戦ツア

ー 

(東京八王子ビート

レインズ戦) 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市もホームタウンの一つとなっているプロバスケットボールチームの湘南

ユナイテッド BC と協働し、藤沢市プロスポーツチーム地域交流事業の一環として

本イベントを開催した。公募にて抽選で選ばれた参加者の方々は秋葉台文化体育館

に集合後、貸切バスでエスフォルタアリーナ八王子へ向かい、B3リーグ公式戦を観

戦し、再び秋葉台文化体育館に戻った。身近な地元チームとして応援してもらえる

よう関係性の構築に寄与した。 

＊主催：藤沢市、本財団、湘南ユナイテッド藤沢 

実施日 場  所 参加者数 

令和 8年 2月 7日(土) エスフォルタアリーナ八王子 
6組 18人 

(申込み 14組) 

スポーツチャレ

ンジフェスティ

バル VOL20 

(市受託事業) 

【成果】 

 こどもから大人までが楽しめる、本財団オリジナルスポーツにチャレンジする機

会を提供することで、スポーツをより身近なものへと導くことができた。第 20 回

目となる記念大会として盛況に開催することができた。 

 

＊主催：藤沢市、本財団 

 協賛：宝製菓株式会社、コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社、 

合資会社関水スポーツ 

 協力：藤沢市スポーツウェルネス吹き矢協会 

実施日・場所 参加人数 参加費 

令和8年2月11日(水 祝) 

秩父宮記念体育館 

80組 大人 168人 

こども 165人 

合計 333人 

大人 500円 

こども 300円 

第 9回ふじさわ

ボッチャ競技大

会 

（市受託事業） 

【成果】 

 今年度も定員を超える応募があり、藤沢市の競技大会ということを踏まえ、市内

と市外で 3：1 となる割合で抽選を行い、参加チームを決定した。障がいの有無に

かかわらず多くの参加者が集い、多様性を包括するインクルーシブスポーツの代名

詞となるボッチャ競技大会を盛況に開催できた。年々競技レベルもあがり白熱した

ゲーム展開も見られた。来年度に向けては会場のレイアウトや開催時間を調整し

て、定員数を増やし、少しでも多くのチームにご参加いただきたいと考えている。 

＊主催：藤沢市、本財団 

主管：横浜ボッチャ協会 

後援：(一財)かながわパラスポーツ協会、藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会 

協力：藤沢市スポーツ推進委員協議会、一般社団法人藤沢市鍼灸マッサージ師会 

実施日 場 所 参加チーム 

令和 8年 3月 8 日(日) 秋葉台文化体育館 

一般の部：35 チーム 125 人 

ファミリーの部： 

12 チーム 39 人 

計：47 チーム 164人 
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2 指導者・ボランティア組織の充実 

 (1) 指導者養成・派遣 

事 業 名 内    容 

指導者養成・派遣

事業 
◆指導者派遣 

【成果】 

 藤沢市役所各課・市民センター等の関係機関や、藤沢市内小・中学校 PTAから

の依頼による応急手当講習会・体操教室等の各種講習及び、藤沢市商店会連合会

主催事業のラジオ体操へ財団職員を派遣し、市民のスポーツ活動支援や市民の健

康増進を図るとともに、応急手当の普及・推進に努めた。また、慶應義塾大学

SFC 体育科からの依頼により、非常勤講師として職員を派遣し、前期 14 回×2

コマ、後期 14 回×2 コマでユニバーサルスポーツの体験機会を提供し、共生社

会の実現に向けて寄与した。また、地域総合型スポーツクラブである善行大越ス

ポーツクラブから、専門的な見地に基づきアドバイスを行う相談役への派遣依頼

があり、本財団職員がクラブの事業運営に関わった。 
 

区 分 実 績 主な依頼元 

指導講師派遣 
40件 72日 

111名 

市消防職員採用試験・市職員採用試験、

高齢者福祉センター、大学等 

実習等受入 
4件 14名 

延べ 39名 

中学校職場体験、県立高校インターンシ

ップ、日本体育大学スポーツマネジメン

ト現場実習 

大学非常勤講師 28回 56時限 
慶應義塾大学 SFC体育 

「体育１」･「ユニバーサルスポーツ」 

インクルーシブス

ポーツ推進事業 

(市受託事業) 

■スポーツボランティア人材育成研修及びインクルーシブスポーツ体験講習 

【成果】 

 地域のスポーツイベントを支えていただく市民を対象にスポーツボランティ

アの基礎やリーダーシップについて学べる研修を開催した。また、障がい者や高

齢者も同じフィールドで楽しめるインクルーシブスポーツを体験してもらい、多

様性を理解した人材を育成し、地域での共生社会の実現を目指した講習会を実施

した。 
 

実施日・場所  内 容 
参加者

数 

令和 7年 11月 29日(土) 

秩父宮記念体育館 

スポーツボランティア研修 

～入門編～ 
19人 

令和 8年 2月 14日(土) 

秩父宮記念体育館 

スポーツボランティア研修 

～リーダシップを学ぶ～ 
16人 

令和 8年 2月 21日(土) 

秩父宮記念体育館 
ボッチャ・ボルックを体験しよう！ 8人 

令和 8年 2月 28日(土) 

秩父宮記念体育館 
ボッチャ・ボルックを体験しよう！ 7人 

合 計 50人 
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 (2) ボランティア組織の運営 

事 業 名 内    容 

｢スポーツサポー

ターバンク｣の管

理運営 

【成果】 

 市民のスポーツ・レクリエーション活動として、11 事業にて広く市民ボラン

ティアを公募し、事業運営を補助いただきながら実施した。令和 7年度は新たに

7人の新規登録があり、ふれあいスポーツ交流会とふじさわボッチャ競技大会に

はそれぞれ 6人のボランティア協力があり、市民のスポーツ活動やインクルーシ

ブスポーツを支える地域基盤を構築することができた。 

令和 7年度末 登録者数 令和 7年度 延べ協力人数 

102名 11事業 42名 

◎協力依頼事業 

 ①みらい子どもフェスタ(八部・秋葉台) 

 ②夏目前！石名坂救急豆知識 

 ③おはよう！キュンとするまち。藤沢 ラジオ体操  

 ④神奈川県中学生ビーチバレー大会 

 ⑤湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会 

 ⑥秋葉台キッズアクアスロン 

 ⑦ふれあいスポーツ交流会～ローリングバレーボール＆ボッチャ～ 

 ⑧ふじさわ観光ロゲイニング 

 ⑨ふじさわパラスポーツフェスタ 

 ⑩スポーツチャレンジフェスティバル 

 ⑪ふじさわボッチャ競技大会 

障がい者スポーツ

関係団体の情報収

集・管理、活動の

場の提供 

(その他受託事業) 

【成果】 

 藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会の事務局運営を受任し、各種会議を主体的

に実施し、藤沢市での障がい者スポーツ推進に寄与した。本財団の生涯スポーツ

推進委員会や各種会議に障がい者スポーツ連絡協議会からも委員に就任いただ

き、障がい者の意見を反映させた施設管理、事業運営に努めた。地域における共

生社会の実現のために「パラスポーツフェスタ」を継続開催し、藤沢市独自のパ

ラスポーツイベントとして各関係団体とフェスタ専門部会を構築し、パラスポー

ツ体験イベントを継続して企画した。さらに地域におけるボッチャ体験会等に指

導者を派遣し、インクルーシブスポーツの発展に努めた。 

■会議関係 

■指導者派遣業務 

■刊行物 

 ・ 令和 7年度 障がい者スポーツカレンダー 

 ・ 機関誌『やってみ』第 7号 

実施日・場所  内 容 参加者数 

令和 7年 4月～ 

令和 8年 3月 

秩父宮記念体育館 

総会(全1 回) 

運営委員会(全5回) 

パラフェス専門部会(全7回) 

9名 

44名 

63名 

実施日・場所  内 容 派遣人数 

令和 7年 5月～ 

令和 8年 2月 

各市民センター・学校等 

ボッチャ体験指導(審判含む) 9件19名 
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事 業 名 内    容 

チーム

FUJISAWA2020との

連携及び支援 

【成果】 

 東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会のシティーキャストが主要

メンバーとなるチーム FUJISAWA2020に登録している約 4,000人のボランティア

協力者を対象にスポーツボランティアの基礎や心構えとなるスポーツボランテ

ィア養成研修会及びボラティアリーダー養成研修会とスポーツの多様性を体験

するインクルーシブスポーツ体験講習会を開催し、学習の機会を提供しながら、

ボランティアの人材育成に寄与した。 

 また、本財団のサポーターバンク登録を紹介し、地域での様々なスポーツイベ

ントにも携わっていただけるよう活動を促進した。 

 

 (３) スポーツ関連団体事務局運営業務 

事 業 名 内    容 

各スポーツ団体事

務局運営業務 

【成果】 

 藤沢市スポーツ関連団体の円滑で安定的な運営を促進させるため、令和 5 年度から藤

沢市障がい者スポーツ連絡協議会の事務局を市から引継ぎ、令和 6 年度からは藤沢市体

育協会と藤沢市レクリエーション協会の事務局を担っている。さらに令和 7 年度は藤沢

市スポーツ少年団本部の事務局を担い、ジュニアスポーツの底辺拡大に寄与する。4団体

の連携強化を図るとともに、地域のスポーツ活動を包括的に支援し、生涯スポーツの推

進に寄与した。 

団体名 年間会議 人数 

藤沢市障がい者スポーツ連絡

協議会 

総会(令和 7年 4月 9日) 

運営委員会(5回) 

パラフェス専門部会(7回) 

9名 

44名 

63名 

藤沢市体育協会 

理事会(7回) 

常任理事会(9回) 

評議員会(1回) 

263名 

63名 

21名 

藤沢市レクリエーション協会 理事会(5回) 155名 

藤沢市スポーツ少年団本部 
本部総会(令和 7年 4月 26日) 

常任委員会(７回) 

46名 

73名 
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3 スポーツ施設の管理運営 

事 業 名 内    容 

藤沢市スポーツ

施設管理運営 

(指定管理業務) 

・秩父宮記念体育館 
 
・秋葉台公園 
 (秋葉台運動施設) 
  
・八部公園 
 (鵠沼運動施設) 
 
・石名坂温水プール 
 
 

【成果】 

 指定管理者として指定を受けた藤沢市内スポーツ施設並びに管理委託を受けた 

スポーツ広場の特性や利用者のニーズを反映し、安全･快適･効率性等に配慮した

健全な管理運営業務を行い、市民サービスの向上に努めた。 

《体育館》 

■秩父宮記念体育館 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■秋葉台文化体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 6年 71,739件 225,145人 33,872,048円 

 

令和 6年 66,185件 260,996人 40,379,342円 

 

93



事 業 名 内    容 

藤沢市スポーツ

施設管理運営 

(指定管理業務) 

《テニスコート》 

 

 

 

 

《野球場》 

 

 

 

《球技場》 

 

 

 

《プール》 

 

 

 

 

 

 

※八部公園プール・秋葉台公園プールの貸切等分は、プール利用料金とは別途収納。件数及び利用者

数は既に通常分に計上済み。 

《トレーニングルーム》 

 

 

 

 

※秩父宮記念体育館・秋葉台文化体育館のトレーニングの実績は個人使用と重複 

 

《サウナ(浴室)》 

 

 

 

 

※秋葉台文化体育館のサウナ・浴室の実績は個人使用と重複 

 

※秩父宮トレーニング室、秋葉台トレーニングルーム、秋葉台サウナ・浴室 重複分を除く実数 

 

総合計 
利用件数 利用者数 収入額 

572,244件 1,081,142人 174,520,090円 

令和 6年 10,480件 58,707人 10,320,520円 

 

令和 6年 540件 37,447人 2,190,146円 

 

令和 6年 1,180件 73,931人 5,798,818円 

 

令和 6年 277,630件 277,630人 55,352,170円 

 

令和 6年 143,938件 143,938人 40,238,040円 

 

令和 6年 44,211件 44,211人 15,220,300円 

 

令和 6年 506,605件 1,012,707人 169,719,504円 

 

94



事 業 名 内    容 

ビーチレクリエ

ーションゾーン

の管理運営 

(市受託業務) 

 日本のビーチバレー発祥の地である鵠沼海岸常設コートの管理運営と安全管

理、美化啓発を関係団体と調整を執りながら効率的に行った。また、利用者が気

軽に利用いただけるようビーチバレーボールの貸し出しを行い、施設の利用促進

を図るとともに、最新のコート状況を随時 X(旧 Twitter)にて発信し、利用者の

利便性向上とビーチスポーツの普及・推進に努めた。 

  開場日数 ビーチバレーボール貸出件数 

338日 830件  

秋葉台公園のス

ケートボード広

場及び軽スポー

ツ広場の管理運

営 

 令和 4 年度に開設されたスケートボード広場を市民が安全・安心・快適に利用

できるよう、藤沢市と協力し、管理運営を行った。猛暑に襲われた夏休み期間は、

涼しくなり始める夕方の時間を延長して対応した。 

 

 

 

 

 軽スポーツ広場については、平日のみ、キャッチボール専用の広場として試行

的に供用を開始した。近年、キャッチボール禁止を謳う公園等が多くなっている

ことから、練習や家族のコミュニケーションの場として開放した。 

開場日数 開場時間 

345日 

4月～9月  午前 8時 30分～午後 6時 

(夏休み期間 午前 8時 30分～午後 7時) 

10月～3月  午前 8時 30分～午後 4時 30分 

施設運営委員会

の開催 

 地域に密着した施設運営を行うため、鵠沼地区に所在する秩父宮記念体育館と

鵠沼運動施設事務所が合同で同地区内の自治会等の地域関係者に参画を依頼した 

「施設運営委員会」を設置し、委員会を開催した。 

 また、施設運営委員会にて企画された防災啓発事業「防災キャンプ」について、

課題点の洗い出しのため、委員と職員にて試行した。 

【施設運営委員会】 

 

 

 

 

 

【防災キャンプ】 
 

開催日 開催場所 参加委員数 

令和 7年 10月 22日(水) 秩父宮記念体育館       6人 

令和 8年 3月 11日(水) 秩父宮記念体育館 
欠席者多数のた

め中止 

開催日 開催場所 参加委員数 

令和 7年 12月 26日(金) 

   ～12月 27日(土) 
八部公園野球場 

11人 

(施設職員含む) 

スポーツコンシ

ェルジュ、ホーム

ページの運用 

 市民がスポーツ・運動のコンテンツを検索できる Webシステム(スポーツコンシ

ェルジュ)を引き続き運用し、利便性の向上に努めた。ホームページをご覧いただ

いた方からお電話や対面でも運動相談等のお問い合わせをいただき、ご案内する

ことができた。 
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事 業 名 内    容 

プール・トレーニ

ング・サウナ浴室

の定期券販売 

プール・トレーニング・サウナ浴室の個人利用について、10回使用分の価格で

1か月間何度でも利用できる定期券を販売し利用率の向上を図った。 

 
 

施設名 定期券の種類 販売枚数 

秩父宮記念体育館 トレーニング(大人･中学生) 266枚 

鵠沼運動施設 

プール(大人･小人) 

トレーニング(大人･中学生) 

サウナ浴室 

168枚 

249枚 

148枚 

秋葉台運動施設 

プール(大人･小人) 

トレーニング(大人･中学生) 

サウナ浴室 

104枚 

245枚 

66枚 

石名坂温水プール プール(大人･小人) 155枚 

合 計 1,401枚 

キャッシュレス

決済の導入 

 藤沢市公共施設予約システム及び施設利用券売機でキャッシュレス決済が可能

となった。藤沢市が導入した新システムの円滑な運用に努め、市民の利便性向上

を図った。 

体育館・トレーニ

ングルームの開

館日拡大 

 秩父宮記念体育館においては年末の 12月 28日から 12月 30日までの 3日間を

開館日拡大し、市民の利便性向上に取り組み、施設利用率向上に寄与した。 

(秩父宮) 

 秋葉台文化体育館では第 1及び第 3 月曜日が休室となっていたトレーニングル

ームの開館日を拡大し、第 1月曜日を開館した。月曜日の平均利用者数が増加し、

トータルの利用者数も昨年度を上回った。利用促進に繋がる成果を得ることがで

きた。(秋葉台) 

全施設の洋式ト

イレ化と温水洗

浄便座の設置 

 「藤沢市公共施設等総合管理計画」にあるユニバーサルデザイン化の実施方針

に基づき、誰もが安全・安心に利用できるように、全施設の和式トイレを洋式化

し、さらに温水洗浄便座を設置することで快適さと衛生面を充実させ施設の利用

価値を高める取り組みを行った。 

空調設備が完備

されていない施

設への空調機器

の設置工事 

 秋葉台文化体育館の第 3 体育室と八部公園プールロビーに大型空調設備を設置

し、利用者が快適にスポーツ･レクリエーション活動に参加し、真夏の酷暑の中で

も安全に活動が継続できるよう環境整備を行った。 

中長期修繕計画

の作成と運用 

 これまで指定管理者として蓄積した保守・点検データを活用し「予防保全」に

努めると伴に、市民の施設利用に大きく影響する「大規模修繕」が必要と考えら

れる案件については中長期修繕計画書を作成し、状況記録や進捗管理等を藤沢市

担当課と共有した。事前協議を重ねながら物理的・機能的劣化に対応することで

施設利用者への影響を最小限にし、効率的な施設管理運営に努めた。 

健康増進施設の

認定取得に向け

た取組 

 厚生労働省が認定する運動型健康増進施設や指定運動療法施設の認定取得に向

けて、藤沢市保健医療財団及び慶應義塾大学スポーツ医学研究センターとの 3 者

連携を強化し、研修会等に専任職員を派遣し、運動指導に関わる専門知識を高め、

市民の多様なニーズに応えられるよう取り組んだ。 
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４ その他 

事 業 名 内      容 

広報・情報事業 ① ホームページの拡充 

【成果】 

 財団のホームページで、施設案内や教室・大会等の案内、各事業の募集を定期的

に更新するだけでなく、見だし機能を充実させ定期的に情報提供をすることで、よ

り目に付きやすく、わかりやすい情報提供を行いスポーツに関する情報について幅

広く提供し、市民の関心を深めることができた。 

② 施設における情報案内・大会周知及び気運醸成 

【成果】 

 東京デフリンピック競技大会の開催期間中に秩父宮記念体育館にて桜をイメージ

したシンボルカラーの照明で施設をデコレーションして、気運醸成に寄与した。 

本市におけるスポーツに関するイベント・大会等の情報を提供するとともに、コ

ーナーの一部を市内スポーツサークルや施設利用登録団体等に活用していただき、

市民のスポーツ活動を支援した。また、様々な関連情報をタイムリーに掲示し、お

客様が見やすく、確認しやすい環境づくりを図り、施設利用者の利便向上に努めた。 

 市民マラソンの Facebookやスポーツ事業課の X(旧 Twitter)、Instagramなど SNS

や動画サイトを活用した情報発信を本格的にスタートし、さらなる拡充に努めた。 

③ マスコットキャラクター「みらぞう」の活用 

【成果】 

 新たな指定管理期間における飲料水の自動販売機契約の見直しに際して、各施設

の販売件数が一番高い場所に「みらぞう」のラッピング機を１台ずつ設置し、財団

の PRに努めた。 

④ スポーツ事業課 YouTubeチャンネルの開設 

【成果】 

 公益的な観点から HPを活用したトレーニング動画の配信は引き続き行い、施設に

来場することが困難な方々にも広く運動の機会が提供できるよう努めた。また、ス

ポチャレの PR動画を新たに作成し、集客とスムーズな大会運営に努めた。 

  掲載動画：計 65本 

※ チャンネル登録者 1,336人(118人増 令和 8年 3月 31日現在) 
 

主な派遣事業派遣日 参加事業名・内容(場所) 

令和 7年 7月 27日(日) 
おはよう！キュンとするまち。藤沢ラジオ体操 

秋葉台公園球技場 

令和8年2月11日(水･祝) 
スポーツチャレンジフェスティバル Vol.20 

秩父宮記念体育館 

配信日 動 画 テーマ(作成本数) 
令和 7年度 

年間視聴回数 

令和2年5月中旬～ おうちでエクササイズ他財団関連動画（26本） 3,021回 

令和2年8月上旬～ ラジオ体操関連動画(10本) 1,282回 

令和2年9月下旬～ セーリング体験動画(1本) 251回 

令和2年11月上旬～ 水中ウォーキング関連動画(4本) 31,606回 

令和5年5月中旬～ 湘南藤沢市民マラソン関連(7本) 694回 

令和7年2月下旬～ スポチャレ等 PR種目動画(17本) 9,499回 

合 計  46,353回 
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事 業 名 内      容 

スポーツ施設 

マップ作成･配布 

【成果】 

 藤沢市が管理するスポーツ施設の位置や利用種目等を、地図上に視覚的にわかり

やすく紹介するとともに、市内のウォーキング・ジョギング・サイクリング推奨コ

ースを紹介した「藤沢市スポーツ施設マップ」を配布し、多くの市民が日常的にス

ポーツ･レクリエーション活動に親しめるよう配慮した。 

スポーツ青少年

等奨励事業 

【成果】 

 藤沢市及び藤沢市体育協会主催の「第 41回スポーツ人の集い」を共催し、次世

代を担うスポーツ青少年の奨励表彰を行った。さらにスポーツ心理学に精通する慶

應義塾大学環境情報学部の加藤貴昭教授を招聘し、人間工学やスポーツ心理学の見

地からの研究や最新のトピックスについて『熟達者のコツと新たなスポーツの展開』

というテーマで基調講演を開催し、スポーツ科学に関する学びを若い世代に拡げ

た。 
 

実施日 場 所 参加者数 

令和8年2月23日(月･祝) 藤沢市民会館 小ホール 約 240人 

スポーツ用品等

貸し出し 

【成果】 

 気軽に施設を利用していただけるよう、ロッカーの期間レンタルや開放種目のス

ポーツ用具・プール用品・ドライヤーの貸し出しを行った。また雨傘の貸し出しを

行い、お客様の利便性の向上を図った。 

 

施設名 主なレンタル品目  収入額  

秩父宮記念体育館 

ボール･ラケット･シュー

ズ･ロッカー･ダンスパネ

ル･ボッチャセット 等 

454,200円 

鵠沼運動施設 
ロッカー･シューズ･プール

用品等  
169,600円 

秋葉台運動施設 

ボール･ラケット･シュー

ズ･ビブス･デジタイマー･

アクアヌードル等    

557,150円 
(内プール 391,550円) 

石名坂温水プール 

卓球ラケット･アーム浮輪･

マルチボード･スマートウ

ォッチカバー等  

96,600円 

合 計 
 

1,277,550円 

 ※ビート板、度付ゴーグル、ドライヤー、雨傘は、無料貸し出し。 

常設ボッチャコ

ートの設置 

【成果】 

 秩父宮記念体育館軽体育室にラインテープによるライン設計を施した。開放事業

のボッチャ利用者がサークルを設立して定期的に活動を開始するなど、少しずつ利

用件数が伸びてきている。また、ブルーシートを使った簡易コートも作成し、他の

部屋や屋外でのイベントに貸し出した。 

 

  令和 7年度 秩父宮記念体育館 軽体育室  ボッチャ使用件数 27件 
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事 業 名 内      容 

藤沢市スポーツ

施設使用料収納

及び支出事務 

桐原公園他 5 公

園施設使用料収

納及び支出事務 

【成果】 

 藤沢市から受託した藤沢市学校屋外運動場夜間照明設備使用料収納及び藤沢市

スポーツ施設使用料支出事務、並びに、他の指定管理者が管理する有料施設の予

約受付事務について貸出業務協定を締結し、適正かつ円滑に予約・収納・支出事

務を執行した。これにより、管理者が別々のスポーツ施設の事務を一本化するこ

とができ、利用者の混乱を防ぐとともに利便性の向上が図られた。 

■各施設窓口での収納及び支出事務状況(藤沢市分) 
 

受付窓口名 取扱件数 取扱金額 
現年度 

還付件数 
金 額 

過年度 

還付件数 
金 額 

秩父宮窓口 135件 107,400円  16件 15,200円  0件 0円  

鵠沼窓口 55件 66,200円  5件 3,600円  4件 3,600円  

秋葉台窓口 498件 621,800円 41件 49,600円 18件 47,600円 

石名坂窓口 36件 40,400円 1件 3,200円 0件 0円 

合 計 724件 835,800円 63件 71,600円 22件 51,200円 

  ■他団体指定管理者管理施設の窓口での取扱状況 

 

 施設名 取扱件数 手数料収入 

秩父宮記念体育館窓口 1,230件 402,600円 

鵠沼運動施設窓口 3,336件 865,920円 

秋葉台運動施設窓口 2,813件 750,860円 

石名坂温水プール窓口 164件 168,080円 

合 計 7,543件 2,187,460円 

 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号）】 

１ 物品販売事業及び駐車場管理運営事業 

 (1) スポーツ施設での自動販売機設置、物品販売 

事 業 名 内      容  

自動販売機での

飲料水等販売及

び 

スポーツ用品等

物品販売 

【成果】 

 指定管理期間における自動販売機による飲料水等の販売において、スポーツ事

業課全体の収益向上における本質的な見直しを図るため、全施設合同の自動販売

機設置における説明会を開き、契約に係る手数料の増額を図った。結果、前年度

を大幅に上回る売上（前年度比 約 25％増/約 304 万円）を達成した。施設でのス

ポーツ用品の販売についても継続し、お客様へのサービス向上に努めた。 

 

 

 

 

区 分 収入額 

自動販売機手数料 14,958,607円 

物品販売手数料 2,728,580円 

臨時販売行為手数料 2,238,890円 

合 計 19,926,077円 
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 (2) スポーツ施設に付帯する駐車場の管理運営 

事 業 名 内      容 

駐車場管理運営 【成果】 

 令和 7年度から駐車場管理運営業務を「タイムズ 24株式会社」に委託し、年中

無休の 24時間営業とした。このことから、スポーツ施設利用者だけではなく、夜

間、早朝の駐車場利用も増加し、施設利用者だけではなく地域住民の利便性向上

に繋げることができた。また、タイムズは藤沢市内に営業所を構えていることも

あり、機械トラブル等にも迅速な対応が可能となった。 

施設名 開場日数 利用台数 収入額 

八部公園駐車場 365日 124,782台 9,390,854円 

秋葉台公園駐車場 365日 239,642台 26,232,011円 

石名坂温水プール駐車場 364日 34,925台 1,634,855円 

合 計  399,349台 37,257,720円 
 

 

2 その他市受託事業 

 (1) 藤沢市から受託するスポーツ広場の管理運営 

事 業 名 内      容 

スポーツ広場管

理運営 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市から受託したスポーツ広場の管理について、市民の安全なスポーツ活動

の場として提供し、グラウンド整備等の環境維持に努めるとともに施設案内・鍵

の貸出など、利便性の向上に努めた。 

施設名 開場日数 件数 人数 

女坂スポーツ広場球技場 334日 433件 13,814人 

女坂スポーツ広場野球場 334日 559件 9,342人 

葛原スポーツ広場 258日 457件 6,982人 

天神スポーツ広場 257日 448件 17,176人 

合 計 1,897件 47,314人 
 

 (2) 藤沢市教育委員会から受託する校外水泳事業の実施 

事 業 名 内      容 

校外水泳事業実

施業務 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市の「学校プール集約化に関する方針」に基づき、秋葉台小学校・秋葉台

中学校の水泳授業を秋葉台公園プールで、辻堂小学校の水泳授業を八部公園プー

ルにおいて実施した。ともに休館日利用と供用時間内における平日午前中の利用

をもちいて実施にあたり、期間内に授業が安全に行われるよう補助業務を努めた。 

学校名 期間 授業数 参加者数 

藤沢市立辻堂小学校 
令和 7年 4月 28日(月)～ 

令和 7年 9月 22日(月) 
42回 4,397人 

藤沢市立秋葉台小学校 
令和 7年 5月 9日(金)～ 

令和 7年 9月 24日(水) 
26回 2,385人 

藤沢市立秋葉台中学校 
令和 7年 9月 12日(金)～ 

令和 7年 11月 14日(金) 
24回 1,263人 
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 (３) 藤沢市教育委員会から受託する中学校部活動地域展開推進業務 
事 業 名 内      容 

中学校部活動地

域展開推進業務 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市教育委員会から受託した中学校地域展開推進業務について、モデルケー

スとなる活動実践のなかから課題や問題点を共有し、未来のより良い部活動のあ

り方や環境を整備するために、意見交換会や指導者研修を実施し、藤沢市におけ

る部活動地域展開のあり方を探求し、情報共有した。 

■滝の沢中学校陸上競技部 土・日曜日実施 地域展開推進業務 

■湘洋中学校女子サッカー部 土・日曜日実施 地域展開推進業務 

■意見交換会 

 

■指導者研修(安全管理・コンプライアンス) 

  

実施期間 回数 場所 参加者数 

令和 7年 4月～ 

令和 8年 3月 
全 24回 

滝の沢中学校

校庭 

指導者 2人 

生徒 40人 

実施期間 回数 場所 参加者数 

令和 7年 4月～ 

令和 8年 3月 
全 41回 

湘洋中学校 

校庭 

指導者 2人 

生徒 30人 

実施日 場  所 参加者数 

令和 7年 8月 22日(金) 

 午後 7時 00分～ 

 午後 7時 50分 

秩父宮記念体育館  

会議室 

指導者        2人 

部活動顧問     1人 

 教育指導課    2人 

事務局 3人  計 8人 

令和 8年 3月 11日(水) 

 午後 7時 00分～ 

 午後 8時 20分 

秩父宮記念体育館 

会議室Ａ 

指導者        3人 

部活動顧問     1人 

教育指導課     2人 

事務局 2人  計 8人 

実施日 場  所 参加者数 

令和7年12月20日(土) 

 午後 5時 00分～ 

 午後 8時 00分 

秩父宮記念体育館  

武道室・研修室 
部活動指導者 5人 
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Ⅰ 事 業 総 括 

 令和７年度における芸術文化事業は、市民と協働で作り上げる市民オペラを中心に、音楽や演劇の鑑賞

機会の提供、学校訪問事業などの次世代を対象とした芸術文化の普及活動等、多角的な事業を展開するこ

とで、藤沢市における芸術文化の振興に大きく寄与することができました。特に本年度は、昭和 43年の開

館以来、長きにわたり本市の芸術文化の拠点であった藤沢市民会館が、再整備に伴う休館に入る「最終年

度」という大きな節目に当たりました。この歴史的な 1年を締めくくるべく、「有終の美」となるよう集

大成の事業を多数実施するとともに、休館中における事業の継続性を確保するため、藤沢市民オペラ制作

委員会での議論を重ね、近隣自治体や外部団体との連携による新たな事業実施の方向性を決定いたしまし

た。 

 事業の実施にあたっては、【収益源の多様化による自主財源の確保と拡大】、【チケット販売における

広報力の強化】、【関係団体との連携による事業運営】の３点を重点課題として取組を推進いたしました。 

 まず【収益源の多様化による自主財源の確保と拡大】においては、これまでの「藤沢市展」や「文芸ふ

じさわ」での個人協賛、チケット委託販売等の取組に加え、本年度の中核事業である「藤沢市民オペラ ２

０２５シーズン」において、民間助成金の積極的な獲得に努めました。さらに、地元企業や団体、個人の

方々から多大なご支援をいただき、安定した事業予算を確保することができました。また、公演プログラ

ムや出演者関連グッズ等の物品販売事業においても、手数料収入による自主財源の確保を図るとともに、

来場者の満足度向上に繋げるなど、収益構造の多層化に向けた確かな手応えを得ることができました。 

 次に【チケット販売における広報力の強化】では、ＳＮＳを活用したデジタル情報発信の頻度を高め、

視覚的なアピールを強化したほか、「藤沢市民会館の休館」というトピックスを最大限に活用したキャン

ペーンを展開いたしました。地域情報Ｗｅｂサイト「ふじさわびと」との協働による、市民会館の歴史と

未来を紡ぐ「５７年ありがとう！藤沢市民会館」連載記事の発信や、市内全域の掲示板・主要駅でのポス

ター掲示など、デジタルとアナログを組み合わせた戦略的な広報を展開しました。これらの結果、市民の

「最後の会館を見届けたい」という機運を醸成することができ、市民オペラをはじめ、「石田組コンサー

トツアー」、「落語鑑賞会」、野村万作・萬斎による「藤沢狂言会」など、主要な主催公演のほぼ全てに

おいてチケット完売を達成いたしました。 

 【関係団体との連携による事業運営】については、次世代育成と地域密着を軸に、さらなる深化を図り

ました。藤沢市合唱連盟や藤沢市民交響楽団、藤沢ジュニアオーケストラといった既存の連携団体に加え、

神奈川芸術劇場（ＫＡＡＴ）や神奈川フィルハーモニー管弦楽団といった専門機関との協力を強化し、質

の高い演劇公演や楽器クリニックを実現いたしました。また、市内の小中学校へアーティストを派遣する

学校訪問事業では、音楽のみならず、箏や雅楽などの伝統芸能、打楽器アンサンブルなど多ジャンルの体

験を提供し、児童・生徒がプロの技術を間近に体感できる機会を創出しました。特に、不登校（ホームス

クーリング）のこどもたちを対象としたアウトリーチ事業や、こども向け体験型ワークショップの実施は、

芸術文化による社会包摂の観点からも極めて有意義な成果となりました。 

 本年度の集大成となった「藤沢市民オペラ ２０２５シーズン」では、藤沢市民会館開館当時の記念演目

であったベートーヴェン『第九』を、一般公募を含む市民合唱団やジュニアオーケストラとともに演奏し、

多くの市民が「歓喜の歌」とともに会館の歴史に思いを馳せる場を創出しました。 

 また、会館供用最後の公演となったロッシーニ『ランスへの旅』では、園田隆一郎芸術監督のもと、プ

ロのソリストと市民が一体となった華やかかつ格調高い舞台を披露し、藤沢の文化水準の高さを改めて内

外に示すことができました。これら一連の公演は、専門誌やＳＮＳ等でも極めて高い評価を得たとともに、

長年培ってきた「藤沢市民オペラ」というブランドを再整備後へと繋げる強固な架け橋となりました。 

 その他、公募展「藤沢市展」においては、ＯＤＡＫＹＵ 湘南 ＧＡＴＥとの連携企画を継続し、出品数

が過去５年間で最多を記録するなど、市民の創作活動が着実な回復と盛り上がりを見せています。 

 今後数年間、藤沢市民会館は休館期間に入りますが、これまで培った広域的な連携体制や、場所を選ば

ないアウトリーチ活動のノウハウ等を最大限に活用し、次世代を担うこどもたちの創造性を育み、多様性

と活力に満ちた地域社会を形成する源泉である文化の灯を絶やさないよう、より一層、市民に身近な芸術

文化の振興に向け、邁進してまいります。 
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Ⅱ 事業の実施状況 

【芸術文化の振興を目的とする事業(定款第4条第1項第3号）】 

1 芸術文化事業の企画及び開催 

 (１) 音楽・演劇鑑賞機会の提供 

事 業 名 内    容 

でんじろう先生

のドキドキわく

わくサイエンス

ショー 

【成果】 

 東京労音との共催事業として、テレビ等でも有名な米村でんじろう氏によるサ

イエンスショーを実施した。来場者全体のうち本財団の取り扱い分が 70％を超

え、共催として非常に多くのチケットを販売することができた。 

実施日・場所 令和 7年 8月 23日(土) 市民会館大ホール 

出演者等 米村でんじろう 他 

入場料 3,000円 全席指定 

来場者数 2,033人(2公演計) 

入場券販売実績 1,468枚(本財団販売分) 

＊主催：東京労音、共催：本財団 

こどもオペラ 

「ヘンゼルとグ

レーテル」 

【成果】 

 オペラをキッズソングや手遊び歌なども交えてこども向けにアレンジした「こ

どもオペラ」を開催した。午前の部・午後の部の 2回公演とし、午前は 0歳以上

を対象・午後は 3歳以上を対象として開催したところ、午前・午後の部ともにチ

ケットはほぼ完売となった。来場者自身が飾り付けができるお菓子の家を模した

フォトスポットも大変好評であり、多くの来場者が楽しめる事業となった。 

実施日・場所 令和 7年 8月 30日(土) 市民会館小ホール 

出演者等 中畑有美子(グレーテル)、日和歩乃(ヘンゼル) 他 

入場料 
1,000円 中学生以下 500円 3歳未満(膝上鑑賞)無料 

全席指定 

来場者数 午前の部：353人/午後の部：391人 

入場券販売実績 797枚(2公演) 
 

石田組コンサー

トツアー～2025 

in Fujisawa～ 

【成果】 

 神奈川フィルハーモニー管弦楽団のコンサートマスターとして、そしてソリス

トとしても絶大な人気を誇る石田泰尚氏の呼びかけにより 2014年に結成された

「石田組」によるコンサート。かつて藤沢ジュニア・オーケストラに所属してい

た石田氏が、市民会館最終年での藤沢凱旋公演ということもあり、チケットは発

売開始 1時間で完売となった。公演当日も多くの観客が来場し、満足度の高いコ

ンサートとなった。 

実施日・場所 令和 7年 10月 12日(日) 市民会館大ホール 

出演者等 

石田泰尚、塩田脩、村井俊朗、双紙正哉、丹羽洋輔、田村

昭博、生野正樹、古屋聡見、長石篤志、金子鈴太郎、弘田

徹、大宮理人、米長幸一 

入場料 
S席 6,000円、A席 5,000円、B席 2,000円 

(25歳以下 1,000円【B席のみ】)全席指定 

来場者数 1,303人 

入場券販売実績 1,347枚 
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事 業 名 内    容 

松竹大歌舞伎 

藤沢公演 
【成果】 

 公文協大歌舞伎藤沢公演実行委員会と共催し、日本の代表的伝統芸能である歌

舞伎を開催した。本格的な古典芸能を低料金で身近に感じていただく良い機会と

なった。第 1部「泥棒と若殿」と第 2部「華競芝居賑『お祭り』」を上演し、鑑

賞された方からは「歌舞伎を堪能した」との声を多くいただいた。また市内小学

生 162人を招待し、鑑賞機会を提供することにより伝統芸能に理解や関心を高め

ることができた。 

実施日・場所 令和 7年 10月 31日(金) 市民会館大ホール 

出演者等 中村又五郎、中村歌昇、中村種之助 他 

入場料 SS席 8,000円 S席 5,500円 全席指定 

来場者数 901人 

＊主催：公文協大歌舞伎藤沢公演実行委員会 

(構成団体)藤沢市、本財団、藤沢商工会議所、公益社団法人藤沢市観光協会、 

     藤沢市民会館サービス・センター株式会社、一般社団法人藤沢市商 

     店会連合会、公益財団法人湘南産業振興財団、江の島振興連絡協議 

     会、一般社団法人青年会議所 

藤沢狂言会 2025 【成果】 

 多くの来場者が楽しめるエンターテインメント性のある日本の古典芸能を、狂

言師・人間国宝の野村万作と多方面で活躍する野村萬斎を招いて実施した。究極

の芸と、観る機会の少ない能舞台を市民会館に誂えての開催となったため、注目

度も芸術性も高いものとなった。市民会館の最終年を彩る公演の 1つとして、質

の高いコンテンツを鑑賞する機会を市民に創出できた。 

実施日・場所 令和 7年 11月 3日(月･祝) 市民会館大ホール 

出演者等 野村万作、野村萬斎 他 

入場料 S席：5,000円、A席：4,500円、B席：3,000円 全席指定 

来場者数 1,228人 

入場券販売実績 1,300枚 
 

①冒険者たち～

JOURNEY TO THE 

WEST～【再演】 

②帰ってきた冒

険者たち【続編・

新作】《2公演連

続上演》 

【成果】 

 次年度から藤沢市湘南台文化センター市民シアターを指定管理者として管理

運営していく上で、シアターでの事業をより充実したものにしていくために、神

奈川芸術劇場 KAATと協力して演劇を開催していく足掛かりとなるべく開催した。

長塚圭史の演出、柄本時生が出演した人気公演の再演に加えて、新作を 2日連続

で開催した。 

実施日・場所 
令和 8年 3月 20日(金･祝)、21日(土) 

湘南台文化センター市民シアター 

出演者等 柄本時生、菅原永二、佐々木春香、長塚圭史、成河 

入場料 

一般 5,800 円、県民割引 5,300 円、U24 (24 歳以下)2,900

円、高校生以下 1,000円、シルバー(65歳以上）5,300円 

全席指定 

来場者数 冒険者たち 241人/帰ってきた冒険者たち 257人 

入場券販売実績 498枚(2公演) 

＊主催：KAAT神奈川芸術劇場 

共催：本財団 
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 (２) 市民との協働で作り上げる総合舞台芸術の実施 

事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

2025シーズン 

 

■江の島アートフェスティバル 2025「藤沢市民オペラ スペシャルコンサート」 

お寺でオペラ‼ ～夕暮れの境内で聴く『ロメオとジュリエット』～ 

【成果】 

 「江の島アートフェスティバル」と「藤沢市民オペラ」がコラボレーション

し、スペシャルコンサートを龍口寺境内特設ステージで開催した。遠方からい

らっしゃるオペラファンのみならず近隣の方々にご来場いただき「藤沢市民オ

ペラ」の演奏を幅広い市民に聴いていただいたことは、非常に意義深いと考え

る。 

実施日・場所 令和 7年 5月 30日(金) 龍口寺境内特設ステージ 

出演者等 
光岡暁恵(ソプラノ)、城宏憲(テノール)、園田隆一郎 

(ピアノ・お話) 

来場者数 400人 

 

 

■神奈川県民ホール presents 藤沢市民オペラ連携事業オペラシリーズ 

モーツァルト『羊飼いの王様』演奏会形式 

【成果】 

藤沢市民会館の休館に伴い、今後の藤沢市民オペラのあり方が問われる中で、

様々な形式で実施を検討していくにあたり、神奈川芸術文化財団(神奈川県民ホ

ール)と協働した事業が実施できたことは、共催をするだけではなく、今後のつ

ながりを強く持つ意義のある事業となった。 

実施日・場所 令和 7年 11月 8日(土)、9日(日) 市民会館大ホール 

出演者等 

園田隆一郎(指揮/藤沢市民オペラ芸術監督) 

小堀勇介(アレッサンドロ大王)、砂川涼子(アミンタ)、森麻

季(エリーザ)、中山美紀(タミーリ)、西山詩苑(アジェーノ

レ)、矢野雄太(チェンバロ) 

神奈川フィルハーモニー管弦楽団(管弦楽) 

入場料 
S席 6,500円、A席 5,500円、B席 4,500円、C席 3,500円、 

U25(S席・A席)2,000円、U25(B席・C席)500円 

来場者数 1,578人(2公演計) 

入場券販売実績 315枚(2公演計) 

＊主催：神奈川県民ホール 

 共催：本財団 
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事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

2025シーズン 

 

■～藤沢市民オペラによる～「第九」ベートーヴェン交響曲第 9番 ニ短調 

【成果】 

 1968 年に藤沢市民会館が開館した記念公演として「第九」を演奏したことか

ら、市民会館の最終年度に一般にもなじみ深い「第九」を藤沢市民交響楽団と

藤沢市合唱連盟を中心に、一般募集した市民と一緒に演奏した。 

 約 200名の合唱団、約 80名のオーケストラが参加し、一般参加の中には小学

生から高校生年代のこどもたちの参加も多くあり、初舞台となったこどももい

た。当日は客席もステージも満席となり、沢山の市民とともに市民会館で最後

の「歓喜の歌」の鑑賞、演奏の機会となった。 

実施日・場所 令和 7年 12月 27日(土) 市民会館大ホール 

出演者等 

指揮：園田隆一郎 

ソプラノ：石橋栄実 

メゾソプラノ：中島郁子 

テノール：伊藤達人 

バス：伊藤貴之 

合唱指揮：浅野深雪 

合 唱：藤沢市合唱連盟、一般公募による「第九」合唱団 

管弦楽：藤沢市民交響楽団、藤沢ジュニアオーケストラ 

入場料 
S席 4,000円、A席 3,000円、B席 2,500円、C席 2,000円 

全席指定 

来場者数 1,159人 

入場券販売実績 1,219枚 

＊共催：藤沢市 

 協力：藤沢市民会館サービス・センター株式会社 

 助成：文化庁「劇場・音楽堂等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業」 
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事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

2025シーズン 

 

■藤沢市民オペラ ロッシーニ『ランスへの旅』（演奏会形式） 

【成果】 

 藤沢市民会館休館前の供用最後の公演として本公演を開催した。今回の『ラ

ンスへの旅』は、市民会館の新たな旅立ちを想起させる演目となっており、有

終の美を飾るにふさわしい華やかな公演となった。市民合唱団、市民オーケス

トラも最後の公演として多くの団員が登壇し、15 名のソリストと園田氏の指揮

のもとでの共演はまさに「藤沢市民オペラ」らしいプロと市民が一体となった

公演となった。チケットは公演日の１か月以上も前に完売となった。 

実施日・場所 令和 8年 3月 15日(日) 市民会館大ホール 

出演者等 

指揮：園田隆一郎、コリンナ：光岡 暁恵、メリベーア侯爵

夫人：杉山 沙織、フォルヴィル伯爵夫人：小川 栞奈、コ

ルテーゼ夫人：砂田 愛梨、騎士ベルフィオーレ：山本 康

寛、リーベンスコフ伯爵：小堀 勇介、シドニー卿：伊藤 貴

之、ドン・プロフォンド：小野寺 光、トロンボノク男爵：

大沼 徹、ドン・アルヴァーロ：大西 宇宙、ドン・プルデ

ンツィオ：デニス・ビシュニャ、ドン・ルイジーノ＆ゼフ

ィリーノ：加護 翔大、マッダレーナ＆デーリア：小林 由

佳、モデスティーナ：石田 滉、アントーニオ：小林 由樹 

合唱指揮：浅野深雪、合唱：藤沢市合唱連盟 

管弦楽：藤沢市民交響楽団 

入場料 
S席 6,000円 A席 5,000円 B席 3,500円 C席 2,500円 

全席指定 

来場者数 1,140人 

入場券販売実績 1,211枚 

＊団体協賛：10団体 

＊共催：藤沢市 

 協力：藤沢市民会館サービス・センター株式会社 

 助成：公益財団法人三菱 UFJ信託芸術文化財団、 

文化庁「劇場・音楽堂等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業」 
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事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

2025シーズン 

 

■学校訪問事業(オペラ体験) 

【成果】 

 市内の児童生徒に本物の芸術体験をしてもらうことを目的に、プロのソリス

トや藤沢市民オペラの指揮者、合唱指導者を市内の学校に派遣した。どの学校

でもプロフェッショナルの熱演に児童、生徒が真剣に聞き入っており、生の音

楽の素晴らしさを感じてもらえるよい機会となった。藤沢市民オペラの PRなど、

単にアウトリーチを行うだけでない成果もあった。また、学内の合唱コンクー

ル、卒業式に向けての合唱指導では、専門家による的確な指導により短い時間

で大きな成果が見られた。 

実施日・場所 内 容・講 師 参加者数 

 

令和 7年 9月 19日(金) 

秋葉台中学校 

合唱指導 

浅野深雪 
357人 

令和 7年 9月 25日(木)、 

26日(金) 

第一中学校 

合唱指導 

柴田慎平 
244人 

令和 7年 12月 12日(金) 

村岡中学校 

オペラ体験授業 

工藤和真、谷塚裕美 
650人 

令和 7年 12月 18日(木) 

藤沢西高等学校 

オペラ体験授業 

七澤結、大貫瑞季 
9人 

令和 8年 1月 23日(金) 

長後小学校 

オペラ体験授業 

中山美紀、園田隆一郎 
144人 

令和 8年 1月 29日(木) 

御所見中学校 

オペラ体験授業 

中山美紀、園田隆一郎 
141人 

令和 8年 2月 5日(木) 

片瀬中学校 

合唱指導 

浅野深雪 
155人 
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(３) 芸術文化の創造の機会の提供 

事 業 名 内    容 

学校訪問事業 

「アートの魅力」 
【成果】 

 様々なジャンルのアーティスト、芸術家を藤沢市内の小中学校に派遣し、鑑賞

や指導、体験を通じて次世代の藤沢を担うこどもたちに芸術文化の素晴らしさを

伝えた。どの学校でも児童、生徒が真剣に聞き入っており、プロフェッショナル

の技術を生で感じてもらえるよい機会となり、非常に有意義な事業となった。 

 また本事業の一環として、不登校(ホームスクーリング)のこどもたちにも本物

の芸術を体験する機会を提供することを目的に、教育相談支援センターへの派遣

や、募集型のアウトリーチ事業も実施した。 

実施日・場所 内 容・講 師 参加者数 

 

令和 7年 10月 8日(水) 

善行市民センター 

(教育相談支援センター) 

打楽器アンサンブルの鑑賞・体験 

マリンバ・パーカッション 

グループ「TONES」 

15人 

令和 7年 10月 28日(火) 

高倉中学校 

金管楽器の鑑賞・体験 

スモークド・ブラス・クインテット 
124人 

令和 7年 11月 11日(火) 

滝の沢小学校 

打楽器アンサンブルの鑑賞・体験 

マリンバ・パーカッション 

グループ「TONES」 

85人 

令和 7年 12月 3日(水) 

善行小学校 

箏の鑑賞・体験 

高畠一郎 
62人 

令和 7年 12月 5日(金) 

秋葉台小学校 

雅楽の鑑賞・体験 

藤沢雅楽協会 
90人 

令和 7年 12月 9日(火) 

鵠洋小学校 

箏の鑑賞・体験 

喜羽美帆・岡戸朋子 
226人 

令和 7年 12月 19日(金) 

大鋸小学校 

箏の鑑賞・体験 

藤沢三曲協会 
147人 

令和 7年 12月 21日(日) 

藤沢市民会館第一展示

集会ホール(ホームスク

ーリング) 

箏の鑑賞・体験 

坪井智子 
13人 

令和 8年 1月 16日(金) 

明治小学校 

箏の鑑賞・体験 

喜羽美帆・岡戸朋子 
124人 

令和 8年 1月 20日(火) 

浜見小学校 

箏の鑑賞・体験 

喜羽美帆・岡戸朋子 
40人 

令和 8年 1月 22日(木) 

石川小学校 

箏の鑑賞・体験 

藤沢三曲協会 
116人  

令和 8年 1月 27日(火) 

本町小学校 

箏の鑑賞・体験 

藤沢三曲協会 
131人  

令和 8年 1月 28日(水) 

駒寄小学校 

箏の鑑賞・体験 

藤沢三曲協会 
81人  

令和 8年 2月 17日(火) 

高砂小学校 

箏の鑑賞・体験 

藤沢三曲協会 
108人  
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事 業 名 内    容 

サマースクール

アート体験 
【成果】 

 みらいサマースクール事業のプログラムとして、こどもたちが芸術にふれる機

会を提供するため、「ウクレレ演奏体験」、「神奈川フィルハーモニー管弦楽団

演奏クリニック」を実施した。「ウクレレ演奏体験」では、初めて楽器を触れる

こどもにも簡単に演奏ができるようにしたことで、この事業の終わりだけではな

く夏休み最終日での成果発表の演奏をすることができ、こどもたちの満足度の高

い体験事業となった。「神奈川フィルハーモニー管弦楽団 音楽鑑賞＆楽器演奏

体験」では神奈川県内唯一のプロオーケストラの演奏者を招き、トランペット、

ホルン、トロンボーンの 3種の金管楽器の「生の音色や演奏」を触れる体験を通

じて、音楽を身近に感じてもらうことができた。 
 

事業内容 

① アート体験「ウクレレ演奏体験」 

② アート体験「神奈川フィルハーモニー管弦楽団音楽鑑賞

＆楽器演奏体験」 

実施日・場所 
① 令和 7年 8月 5日(火) 市民会館第一展示集会ホール 

② 令和 7年 8月 19日(火)  市民会館第一展示集会ホール 

講師 
① Breeze and Tone YOKOHAMA ukulele school 

② 神奈川フィルハーモニー管弦楽団 

参加者数 
① 31人 

② 29人 

Heart Global 

ミュージック・ 

アウトリーチ 

ツアー 

2025夏 in 藤沢 

【成果】 

 地域の小中学生を対象に、ダンス、歌、演劇などのパフォーマンスを英語で学

ぶプログラムを実施した。最終日にはショーを作り上げ観客に発表を行う過程を

通じ、参加者は「個性の尊重」、「異なることを受容する力」、「１つのことを

作り上げる喜び」等を体験することができた。 

実施日・場所 令和 7年 7月 29日(火)～31日(木) 市民会館大ホール 

講師 Heart Global所属団員約 30名 

参加者数 178人 

＊主催：NPO法人じぶん未来クラブ 

 共催：本財団 

出張音楽会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 本財団のスケールメリットや各部門の横断的事業を推進するため、スポーツ事

業課と青少年事業課との協働により、スポーツ施設や青少年施設を会場に幅広い

年代を対象に身近な場所で音楽に触れてもらう機会として、音楽会を開催した。

少年の森では「サンデープレーパーク」、秋葉台公園では「パラスポーツフェス

タ 2025」と同日に音楽会を開催した結果、地域の方々に音楽を楽しむ機会を提

供することができた。 

実施日・場所 
①令和 7年 10月 19日（日） 少年の森「森の音楽会」 

②令和 7年 11月 23日（日･祝）秋葉台公園「公園の音楽会」 

出演等 

①高江洲愛(ハープ) 

②小林寛幸(トランペット)、藤井春香(ホルン)、山崎 達哉

(トロンボーン) 

参加料 無料 

参加者数 
①250人 

②150人 
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事 業 名 内    容 

親子落語教室・落

語鑑賞会 
■親子落語教室 

【成果】 

 落語鑑賞会の開催前に、プロの落語家による小噺等を取り入れた体験型ワーク

ショップをこども向けに実施した。昨年度に引き続き、「親子落語教室」と「落

語鑑賞会」をセットで販売したところ、募集開始後早期に定員を上回る申込みが

あり、本事業への高い関心がうかがえた。 

 また、教室参加者のうち希望者には、落語鑑賞会当日のアナウンスやプログラ

ム配布等を担う「こどもスタッフ体験」を実施し、修了式では講師からの講評・

振り返りの言葉が贈られ、参加者にとって貴重かつ印象的な体験の場となった。 

実施日・場所 
令和 8年 1月 31日(土) 

市民会館第二展示集会ホール、市民会館小ホール 

講師 入船亭扇蔵、柳亭市好 

参加料 
小学生 500円 保護者 3,500円 

(落語鑑賞会チケット代・保険料込み) 

参加者数 41人 

 

■落語鑑賞会 

【成果】 

 人気落語家の柳家喬太郎、柳家三三を中心に出演者による巧みな話術により、

会場全体が引き込まれ、終始笑いの絶えない公演となった。後半には、鏡味仙志

郎・仙成による太神楽曲芸を実施し、鞠回しや傘回し、「五階茶碗」などの迫力

ある演目で会場を大いに沸かせた。 

本事業を通じて、藤沢における文化の一つである古典芸能「落語」の継承と普

及に寄与することができた。今後も継続的な事業展開により、その魅力を次世代

へと繋いでいく必要がある。 

昨年度の課題として、夜の部の販売状況が昼の部に比べて伸び悩んでいたこと

を踏まえ、今回は夜の部のチケット価格を昼の部より 500 円引き下げて設定し

た。その結果、昼夜両公演ともにチケットは完売となり、販売施策の有効性が確

認された。 

実施日・場所 令和 8年 1月 31日(土) 市民会館小ホール 

出演者等 柳家喬太郎、柳家三三 他 

入場料 
昼の部 3,000円 25歳以下 1,000円 中学生以下 500円 

夜の部 2,500円 25歳以下 1,000円 中学生以下 500円 

全席指定席 

来場者数 
昼の部 408人 

夜の部 418人 

入場券販売実績 860枚 
 

 

 

 

 

 

 

113



 (４) 芸術文化の普及 

事 業 名 内    容 

みらい子ども 

フェスタ 2025 

はらぺこあおむし 

ショー 

【成果】 

 劇団飛行船を招き、『はらぺこあおむしショ－』を開催した。世界中で愛され

ている物語で人気も高いということもあり、学校や児童クラブへの配布、タウン

ニュースへの掲載、チラシの折り込み各種 SNSへの掲載などの広報・宣伝活動に

努めた結果、多くの来場者を集客することができた。当日はこども館とのコラボ

レーションイベントも行い、満足度の高いイベントとなった。 

実施日・場所 
令和 7年 5月 3日(土･祝) 

 湘南台文化センター市民シアター 

出演者 劇団飛行船 

入場料 
2,000円、小学生以下 1,000円、3歳未満(膝上鑑賞)無料 

全席指定 

来場者数 午前の部：538人/午後の部：534人 

入場券販売実績 1,072枚 
 

ワンコイン・ 

コンサート 

～0歳からのコン

サート～ 

【成果】 

 日頃、クラシック音楽等の演奏会に足を運ぶことが難しい保護者とそのこども

を対象に、低廉な価格で気軽に生の音楽に触れることができるコンサートを開催

した。 

来場者アンケートでは、回答者の大多数から高い満足度が示されるとともに、

リピーターの来場も多く見受けられ、本事業の継続的なニーズが確認された。乳

幼児期から本格的な生演奏に親しむことができる機会として、参加者にとって有

意義な鑑賞の場となった。 

実施日・場所 令和 7年 9月 3日(水) 市民会館小ホール 

内容・出演者 
Vol.1 ～うたの世界へようこそ～ 

山田姉妹 

入場料 500円 小学生以下無料 全席自由 

来場者数 264人 

入場券販売実績 132枚(中学生以上の大人の有料入場券販売実績) 

 

実施日・場所 
令和 7年 11月 14日(金) 

 湘南台文化センター市民シアター 

内容・出演者 
Vol.2 ～楽器の世界へようこそ～ 

栗コーダーカルテット 

入場料 500円 小学生以下無料 全席自由 

来場者数 802人 

入場券販売実績 342枚(中学生以上の大人の有料入場券販売実績) 

 

実施日・場所 令和 8年 2月 15日(日) 市民会館小ホール 

内容・出演者 
Vol.3 ～和楽器の世界へようこそ～ 

あさきゆめみし 

入場料 500円 小学生以下無料 全席自由 

来場者数 300人 

入場券販売実績 155枚(中学生以上の大人の有料入場券販売実績) 
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事 業 名 内    容 

ロビーコンサート 【成果】 

 藤沢市役所本庁舎ロビーを中心にサンパール広場など身近な場所で気軽に良

質な音楽に親しむ機会を提供することができた。また、2026 年度の出演者を広

く市民の中から募集をするためオーディションを実施した。 

 

 

 

 

 

 

＊主催:トライアングルコンサート 

共催：本財団 

実施日・場所 令和 7年 5月 21日(水)  市役所本庁舎 1階ロビー 

内容・出演者 
第 206回 チェロとピアノコンサート 

松本亜優(チェロ)、亀井琴乃(ピアノ) 

来場者数 220人  

実施日・場所 令和 7年 7月 16日(水)  市民会館第一展示集会ホール 

内容・出演者 
第 207回 ヴァイオリンとピアノコンサート 

板津あずみ(ヴァイオリン)、青山夏実(ピアノ) 

来場者数 150人  

実施日・場所 令和 7年 9月 17日(水)  サンパール広場 芝生広場 

内容・出演者 
第 208回 篠笛と和太鼓コンサート 

岸田晃司（篠笛・能管)、小泉謙一(和太鼓) 

来場者数 140人  

実施日・場所 令和 7年 11月 19日(水) 市役所分庁舎 1階ロビー 

内容・出演者 

第 209回 ヴァイオリンとピアノ/声楽とピアノコンサート 

岩崎智子(ヴァイオリン)、松田由季子(ピアノ)/佐藤元美

(声楽)、片桐小梅(ピアノ) 

来場者数 120人  

実施日・場所 令和 8年 1月 21日(水)  市役所分庁舎 1階ロビー 

内容・出演者 

第 210回 声楽とピアノ/チェロとピアノのコンサート 

平野桃花(声楽)、神戸里菜(ピアノ)/成田七海(声楽)、青山

夏実(ピアノ) 

来場者数 100人  

実施日・場所 令和8年3月17日(火) 湘南台文化センター市民シアター 

内容・出演者 2026年度ロビーコンサート出演者募集オーディション 

来場者数 9組 (オーディション参加) 

実施日・場所 令和 8年 3月 18日(水) 市役所分庁舎 1階ロビー 

内容・出演者 
第 211回 フルートとピアノのコンサート 

中瀬香寿子(フルート)、 青山夏実(ピアノ) 

来場者数 220人 
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事 業 名 内    容 

2025 ふじさわ産

業フェスタ 
【成果】 

 ふじさわ産業フェスタの一環として、ホール内での音楽イベント、コンサート

やスポーツチームの PRイベントなどを開催した。 

事業内容 

①ふじさわ JAZZライブ 

②Cheer UP! SHONAN～チアとバスケの熱いひと時を～ 

③家族みんなで楽しめるギターオーケストラコンサート 

④フェスタステージ SHOW 

実施日・場所 

①令和 7年 5月 24日(土) 市民会館大ホール 

②令和 7年 5月 24日(土) 市民会館小ホール 

③令和 7年 5月 25日(日) 市民会館大ホール 

④令和 7年 5月 25日(日) 市民会館小ホール 

参加者数 

①450人 

②250人 

③550人 

④180人 
 

＊主催：2025ふじさわ産業フェスタ実行委員会 

 共催：藤沢市、本財団 

藤沢市民交響楽団 

第119回定期演奏

会 

【成果】 

 藤沢市民オペラのオーケストラを担う「藤沢市民交響楽団」のコンサート。団

員を中心とするメンバーに「第 26 回ヨハネス・ブラームス国際コンクール」ピ

アノ部門にて優勝した三原未紗子氏、指揮には平野桂子氏を迎え、定期演奏会を

開催した。 
 

開催日・場所 令和 7年 6月 15日(日) 市民会館大ホール 

来場者数 780人 

＊主催：藤沢市民交響楽団 

 共催：本財団 

藤沢市民交響楽団 

第120回定期演奏

会 

【成果】 

 藤沢市民オペラのオーケストラを担う「藤沢市民交響楽団」のコンサート。藤

沢市民会館とつながりの深い同団体の単独では市民会館最後の定期演奏会とな

った。指揮は藤沢市民オペラでも音楽スタッフとして活躍した堀大輔氏。 
 

開催日・場所 令和 7年 8月 31日(日) 市民会館大ホール 

来場者数 797人 

＊主催：藤沢市民交響楽団 

 共催：本財団 

第 42回 

ふじさわ合唱祭 
【成果】 

 藤沢市合唱連盟所属 43 団体が一堂に会し、練習成果の発表及び鑑賞機会を創

出した。今年度も、合唱の楽しさを若い世代に普及していく活動として、有志の

小中学生による合唱団「ふじさわみらい合唱団」を編成した。参加者も徐々に増

えてきており、指導体制、運営が円滑に進んでいる。学校外で活動、交流する場

を児童生徒に提供することができ、市民合唱団体の活性化に寄与した。 

開催日・場所 令和 7年 7月 27日(日) 市民会館大ホール 

来場者数 1,500人(参加者含む) 

＊主催：藤沢市合唱連盟 

 共催：本財団 
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事 業 名 内    容 

藤沢ジュニア 

オーケストラ  

第 43 回定期演奏

会 

【成果】 

 藤沢ジュニアオーケストラを中心とするメンバーによる演奏会を開催し、練習

成果の発表及び鑑賞の機会を提供した。登壇の機会を創出しているが、団員の減

少などジュニアオーケストラの普及への課題もあるため、今後も次世代育成にも

協力しながら進めていきたい。 
 

開催日・場所 令和 7年 9月 15日(月･祝)  市民会館大ホール 

来場者数 175人 

＊主催：藤沢ジュニアオーケストラ 

 共催：本財団 

第 22回湘南 

グッドウィル 

コンサート 

【成果】 

 藤沢市内の中学校吹奏楽部を中心に藤ヶ岡中、善行中、第一中学校の練習成果

を披露するとともに、横断的な交流を図ることを目的に開催する予定だったが、

参加学校の多くが学級閉鎖等により参加辞退となり、止む無く事業を中止とし

た。 

開催日・場所 令和 7年 11月 23日(日･祝) 市民会館大ホール 

来場者・参加者数 【中学校のインフルエンザ流行のため中止】 

＊主催：湘南グッドウィルコンサート実行委員会 

 共催：本財団 
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2 地域における芸術文化及び伝統文化の継承 

事 業 名 内    容 

第 75回藤沢市展 【成果】 

 市民による創作活動の発表の場として、美術・書道・写真・華道の総合公募展

「藤沢市展」を実施した。 

 昨年度に引き続き、会場である ODAKYU湘南 GATEと連携し、同ビル内の協力店

舗において目録提示により特典サービスが受けられる企画を実施したところ、来

場者から好評を得た。来場者数についても、全会期を通じて 1万人を超え、引き

続き高い集客を維持している。 

また、出品数については、新型コロナウイルス感染症の影響により一時的に減

少していたものの、回復傾向が見られ、本年度は過去 5年間で最多となった。 

内容・実施日・場所 展示数 来場者数 

写真･華道の部 

写真:令和7年6月17日(火)～6月19日(木) 

華道:令和7年6月20日(金)～6月22日(日) 

藤沢市民ギャラリー 

写真：116点 

華道： 48点 
3,270人 

美術の部(絵画・彫刻、工芸) 

令和 7年 6月 24日(火)～6月 29日(日) 

藤沢市民ギャラリー 

絵画･彫刻：177点 

工芸： 41点 
4,749人 

書道の部 

令和 7年 7月 1日(火)～7月 6日(日) 

藤沢市民ギャラリー 
162点 2,010人 

合 計 544点 10,029人 

＊企業協賛:19社/個人協賛:16人 

＊主催：第 75回藤沢市展実行委員会 

 (構成 藤沢市美術家協会、藤沢市書道協会、藤沢華道協会、藤沢市、本財団) 

＊共催：藤沢市教育委員会 

藤沢市文化団体

連合会関連事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 藤沢市文化団体連合会との協働により、芸術文化鑑賞の機会を拡充し、芸術文

化の普及・振興を図ることができた。 

事業名 第 54回民謡民舞研究発表大会 

開催日・場所 令和 7年 6月 29日(日) 市民会館大ホール 

内容 藤沢市民謡民舞連合会の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催：藤沢市民謡民舞連合会 

共催：本財団 

事業名 第 63回藤沢市邦楽協会合同演奏会 

開催日・場所 令和 7年 10月 11日(土) 市民会館小ホール 

内容 藤沢市邦楽協会の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催：藤沢市邦楽協会  

共催：本財団 

事業名 第 122回秋季吟詠剣詩舞大会 

開催日・場所 令和 7年 10月 12日(日) 市民会館小ホール 

内容 藤沢市吟詠連盟の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催：藤沢市吟詠連盟 

共催：本財団 
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事 業 名 内    容 

藤沢市文化団体

連合会関連事業 

＊主催：藤沢三曲協会  

共催：本財団 

事業名 第 46回藤沢市芸術文化展 

開催日・場所 
令和 7年 10月 21日(火)～10月 26日(日) 

藤沢市民ギャラリー 

内容 
藤沢市美術家協会・藤沢市書道協会・藤沢華道協会に所属

する会員の作品を展示した。 

＊主催：藤沢市文化団体連合会 

 共催：本財団 

事業名 第 73回藤沢華道協会 いけばな諸流展 

開催日・場所 
令和 7年 11月 2日(日)、3日(月･祝) 

市民会館第一展示集会ホール 

内容 
藤沢華道協会に所属する「いけばな」18 流派の作家及びそ

の社中による作品を展示した。 

＊主催：藤沢華道協会  

共催：本財団 

事業名 第 38回藤沢市伝統芸能発表会 

開催日・場所 令和 7年 12月 14日(日) 市民会館小ホール 

内容 

藤沢市邦楽協会、藤沢三曲協会、藤沢市吟詠連盟、藤沢市

民謡民舞連合会、藤沢日本舞踊協会、藤沢雅楽協会の各団

体が研鑽成果を披露した。 

＊主催：藤沢市文化団体連合会  

共催：本財団 

事業名 第 53回藤沢三曲演奏会 

開催日・場所 令和 7年 10月 25日(土) 市民会館小ホール 

内容 藤沢三曲協会の協会員が研鑽成果を披露した。 

各種市民文化 

事業 
【成果】 

 各大会とも、市民団体と協働することで、広く市民の文化活動の発表・研鑽・

交流の場の提供に資することができた。 

事業名 第 38回ふじさわ川柳大会 

開催日・場所 令和 7年 9月 14日(日) 市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 68人 

＊主催：ふじさわ川柳大会実行委員会 

共催：本財団 

事業名 
①市民俳句春の大会 

②市民俳句秋の大会 

開催日・場所 
①令和7年4月25日(金)  市民会館第一展示集会ホール 

②令和7年10月13日(月･祝) 市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 
①112人 

②128人 

＊主催：藤沢市俳句協会 

共催：本財団 

事業名 第 55回藤沢市民囲碁大会 

開催日・場所 令和 7年 11月 9日(日) 市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 55人 

＊主催：藤沢市囲碁連盟  

共催：本財団 
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事 業 名 内    容 

第37回文化講演会 【成果】 

 フリーアナウンサーでコンサートソムリエの朝岡聡氏を招き、主にオペラ初心

者や中級者の市民を対象に、オペラの魅力や文化・歴史、その楽しみ方などをわ

かりやすく解説していただいた。また 3月に実施した藤沢市民オペラ『ランスへ

の旅』の内容についても触れる講演を行い、市民文化の向上と市民オペラの機運

醸成に寄与した。 

実施日・場所 令和 8年 2月 7日(土) 市民会館小ホール 

内容 
朝岡聡トークイベント ロッシーニの聖地と『ランスへの 

旅』～至福のベルカントを求めて～ 

講師 朝岡聡 

参加料 無料 

参加者数 129人 
 

文芸ふじさわ 

第 60集刊行 
【成果】 

 市民の文化的活動の振興を目的として、俳句・短歌・川柳・五行歌・現代詩・

随筆の各部門において作品を募集した。編集作業については、各分野の市民サー

クルで構成された編集委員と協働し実施した。 

昨年度より、応募者の利便性向上を図るため、随筆及び現代詩部門においてメ

ールでの応募受付を導入したところ、当該方法を利用する応募者が増加した。 

本事業は長年継続して実施していることから、継続的に応募している参加者が

多い。一方、新規応募者の獲得に向けた取組を検討していきたい。 

募集締切 令和 7年 10月 21日(火) 

内容 
俳句・短歌・川柳・五行歌・現代詩・随筆の作品を募集し、

「文芸ふじさわ」として刊行する。 

応募者数 
291人(俳句 136人、短歌 25人、川柳 47人、五行歌 33人、    

現代詩 12人、随筆 38人) 

＊協賛：企業 6社、個人 34人 

＊発行：藤沢市、本財団 

 編集：文芸ふじさわ編集委員会 
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3 芸術文化団体等への支援 

事 業 名 内    容 

芸術文化助成事業 【成果】 

 市民の自主的な文化芸術活動の支援及び藤沢市の文化芸術の振興を図ること

を目的に、市内で文化芸術活動を行う団体の事業に助成した。 

 令和 7年度は新規 6団体を含む 15団体からの応募申請があり、下記 8団体の

支援を行った。 

(令和 7年 3月 25日(火)開催の芸術文化専門委員会にて助成事業を決定) 

団体名と事業名など 助成決定額 

団 体 名：湘南交響吹奏楽団グランドシップ 

事 業 名：第 18回定期演奏会 

開催日時：令和 7年 5月 18日(日) 

会  場：市民会館大ホール 

150,000円 

団 体 名：藤沢の文化芸術を考える会 

事 業 名：第 2回ここでくらっそ 

開催日時：令和 7年 5月 31日(土) 

会  場：市民会館大ホール・前庭 

225,000円 

団 体 名：バンビーノ・バンビーナ 

事 業 名：バンビーノ・バンビーナ「ドレミファそら色コン

サート」 

開催日時：令和 7年 7月 21日(月･祝) 

会  場：Fプレイス ホール 

104,000円 

団 体 名：藤沢ジュニア・コーラス 

事 業 名：藤沢ジュニア・コーラス 50周年記念コンサート 

開催日時：令和 7年 8月 9日(土) 

会  場：Fプレイス ホール 

275,000円 

団 体 名：藤沢今昔まちなかアート実行委員会 

事 業 名：藤沢今昔・まちなかアートめぐり 2025 

開催日時：令和 7年 10月 25日(土)～11月 16日(日) 

会  場：旧稲元屋、旧桔梗屋、ふじさわ宿交流館 他 

180,000円 

団 体 名：湘南台地区学校応援団 

事 業 名：新春湘南台子どもイラストコンテスト 

開催日時：令和 7年 11月 1日(土)～令和 8年 2月 28日(土) 

会  場：湘南台市民センター、湘南台地下アートスクエア 

36,000円 

団 体 名：アンサンブル アスコルタ 

事 業 名：クリスマス・ファミリーコンサート 

開催日時：令和 7年 12月 25日(木)  

会  場：Fプレイス ホール 

210,000円 

団 体 名：湘南台アートスクエアプロジェクト 

事 業 名：湘南台アートスクエアフェスタ 

開催日時：通年 

会  場：湘南台駅地下アートスクエア広場 

425,000円 
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4 その他 

事 業 名 内    容 

本財団の後援名 

義使用等を許可 

した事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 事業目的や内容等を審査し、芸術文化の振興及び地域文化の発展に寄与できる 

ものと判断した事業に対して、本財団の共催・後援名義使用等を許可した。 

団体名 筝の会 

事業名 誰でも弾ける筝コンサート 

開催日 令和 7年 4月 13日(日) 市民会館小ホール 

 

団体名 一般社団法人地域に音楽を 

事業名 藤沢にゆかりのある音楽家たち 2025 

開催日 令和 7年 4月 26日(土) 鵠沼めぐみルーテル教会 

 

団体名 公益財団法人杉山検校遺徳顕彰会 

事業名 
遊行寺朗読コンサート 杉山和一総検校記念イベント 

朗読と琵琶で描く～見えない世界を観る～ 

開催日 令和 7年 5月 11日(日)  遊行寺 本殿 

 

団体名 一般社団法人愉音 

事業名 東勝寺 TERAコン、龍口寺 TERAコン 

開催日 令和7年6月8日(日) 東勝寺/令和7年6月22日(日) 龍口寺 

 

団体名 太鼓集団ふじ 

事業名 太鼓集団ふじ 結成 15周年記念コンサート 

開催日 令和 7年 9月 6日(土) 市民会館小ホール 

 

団体名 湘南アマデウス合唱団 

事業名 湘南アマデウス合唱団・合奏団 第 27回定期演奏会 

開催日 令和 7年 9月 21日(日) 市民会館小ホール 

 

団体名 新湘南室内合奏団 

事業名 
新湘南室内合奏団サロンコンサートシリーズ vol.14「木和

田絢香ソロリサイタル」 

開催日 令和 7年 9月 28日(日) レスプリ・フランセ 

 

団体名 藤沢市民謡民舞連合会 

事業名 第４回民謡コンクールと民舞発表会 

開催日 令和 7年 10月 19日(日) 市民会館小ホール 

 

団体名 新湘南室内合奏団【中止】 

事業名 
新湘南室内合奏団サロンコンサートシリーズ vol.15「澤原

行正テノールリサイタル」 

開催日 令和 7年 11月 16日(日)  レスプリ・フランセ 

 

団体名 新湘南室内合奏団 

事業名 
新湘南室内合奏団サロンコンサートシリーズ vol.16「クリ

スマスコンサート」 

開催日 令和 7年 12月 21日(日)  レスプリ・フランセ 
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事 業 名 内    容 

本財団の後援名 

義使用等を許可 

した事業 

 

 

 

 

団体名 筝の会 

事業名 誰でも弾ける筝コンサート 

開催日 令和 8年 1月 10日(土) 市民会館小ホール 

 

団体名 新湘南室内合奏団 

事業名 
新湘南室内合奏団サロンコンサートシリーズ 

vol.17「ニューイヤービデオコンサート」 

開催日 令和 8年 1月 25日(日)  レスプリ・フランセ 

 

団体名 アンサンブル・コノハ 

事業名 歌声広場＆昭和の名曲コンサート 

開催日 令和 8年 2月 13日(金)  市民会館小ホール 
 

団体名 
公益財団法人藤沢市まちづくり協会・ 

藤沢市民会館サービス・センター株式会社 共同事業体 

事業名 

藤沢市湘南台文化センター市民シアター指定管理者主催事

業 クリスマスファミリーコンサート『音楽の絵本～カリ

プソ～』 

開催日 令和7年12月21日(日) 湘南台文化センター市民シアター 

広報・情報事業 【成果】 

 事業の集客や周知をねらい、各媒体で定期的な更新を行い、フォローバック、

リポストすることで効果的な情報発信に努めた。 

 今年度は、「藤沢市民会館の休館」をメイントピックスとして、昨年度に引き

続き「Webふじさわびと」との連携により、市民会館の休館にスポットをあて、

これまでの歴史を振り返りながら未来への展望を Web 記事にして連載したこと

で、事業周知とともに気運を高めることにつながった。 

■ホームページによる情報提供等 

 公演内容や入場券発売日などの情報を掲載した。 

■チラシの作成と配架 

 公演毎に一定数のチラシを作成し、主に藤沢市内に配架した。 

■SNS(ふじさわみらいアーツ)による情報の発信 

媒 体 内 容 

Facebook 主に公演情報や入場券発売日案内の他、当日券の有無、

公演報告等の更新を随時行った。 

Instagramフォロワー数：810 

Xフォロワー数：2058 

Instagram 

X 

■市内掲示板での情報周知 

 市民センターや市内の主要な駅に設置されている掲示板に、公演ポスターを掲

示した。アンケート調査結果からは、掲示板のポスターやチラシで公演を知った

という市民の方も多かった。SNSやホームページなどのデジタル情報と併用する

ことで、多くの世代の方に情報を提供することができた。 
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事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

制作委員会 

【成果】 

 藤沢市民会館再整備中の藤沢市民オペラ公演やオペラ関連事業について議論

し、一定の方向性を決定した。次年度以降の藤沢市民オペラの進め方を引き続き

検討し、進捗状況の報告を行った。 

〈藤沢市民オペラ制作委員会第 4期 第 1回〉 

開催年月日 令和 7年 7月 24日(木) 

出席委員 
石井恒男、石田麻子、太田修二、門井淑治、神原勇人、齊藤雅子、 

園田隆一郎、韮澤弘志、山本佳代、齋藤直昭 以上 10名 

議 題 

・委員長・副委員長の選出 

・今年度の市民オペラ関連事業の報告・進捗について 

・藤沢市民オペラ『ランスへの旅』（演奏会形式）について 

・休館中の市民オペラについて 

・その他 

〈藤沢市民オペラ制作委員会第 4期 第 2回〉 

開催年月日 令和 8年 1月 29日(木) 

出席委員 
石井恒男、石田麻子、太田修二、門井淑治、神原勇人、齊藤雅子、 

園田隆一郎、韮澤弘志、山本佳代、齋藤直昭 以上 10名 

議 題 

・今年度の市民オペラ関連事業の進捗・報告について 

・藤沢市民オペラ『ランスへの旅』（演奏会形式）について 

・茅ヶ崎市民文化会館、鎌倉芸術館との進捗状況、打ち合わせの

報告 

・令和 8年度藤沢市民オペラ関連事業の計画 

・その他 
 

■佐川吉男音楽賞実行委員会 第 23回佐川吉男音楽賞、奨励賞受賞 

同賞は、音楽評論家 故・佐川吉男氏の業績を称え、音楽活動の振興を主な目

的に平成 15 年に設立された賞である。  

今回、昨年度公演実施した第 25回藤沢市民オペラ モーツァルト『魔笛』が審

査員から推挙され、奨励賞を受賞した。 

対象事業 第 25回藤沢市民オペラ モーツァルト『魔笛』 

開催日 令和 6年 12月 7日(土)、8日(日)、14日(土)、15日(日) 

受賞日・会場 令和 7年 10月 10日(金)/日本工業倶楽部 

審査員 國土潤一、佐藤克明、白石美雪、関根礼子、宮澤昭男 
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【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

1 物品販売事業 

(１) 音楽・演劇等の公演事業での物品販売

事 業 名 内 容 

音楽・演劇等の

公演事業での

物品販売 

【成果】 

 音楽・演劇などの公演事業の際に、公演プログラムや出演者のCD、書籍などを

販売することで、来場者のサービス向上に寄与するとともに、手数料収入による

自主財源の確保に努めた。 

区 分 収入額 

物品販売手数料 300,700円 

125




